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このマニュアルについて
このマニュアルは、 Btrieve アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インター

フェイス （API） についての手引書です。
xv



このマニュアルの読者

このマニュアルは、 Pervasive PSQL に精通し、 Btrieve API を使用してアプ

リ ケーシ ョ ンを開発するユーザーを対象と しています。
xvi



このマニュアルの構成

このマニュアルは、 以下の章に分かれています。

第 1 章 「Btrieve API の紹介」

この章では、 Btrieve API 関数とそのパラ メーターの概要について説明

します。 また、 Btrieve API オペレーシ ョ ンについても要約します。

第 2 章 「Btrieve API オペレーシ ョ ン」

この章では、 Btrieve API オペレーシ ョ ンについて説明します。

付録 A 「Btrieve オペレーシ ョ ンのク ィ ッ ク  リ ファレンス」

この付録では、Btrieve API オペレーシ ョ ンをオペレーシ ョ ン コード順

で要約します。

このマニュアルの巻末には索引が用意されています。
xvii



表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の

表記が使用されます。

大文字小文字の

区別

通常、 コマンド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限り、 これらの項目は大文字、 小文字、 ある

いはその両方を使って入力できます。 た とえば、 MYPROG、
myprog、 または MYprog と入力するこ とができます。

太字 太字で表示される単語には次のよ う なものがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダイアログ ボッ クス名、 コマンド、 オプシ ョ ン、

ボタン、 ステート メン ト など。

固定幅フォン ト 固定幅フォン トは、 コマンド構文など、 ユーザーが入力する

テキス トに使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ のよ うに、 角かっこが使

用されます。角かっこで囲まれていない情報は必ず指定する

必要があ り ます。

| 縦棒は、 [file name | @file name] のよ うに、 入力する情報の選

択肢を表します。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ うに、 必須項目に対する選択肢

を表します。

変数 file name のよ うに斜体で表されている語は、適切な値に置き

換える必要のある変数です。

. . . ［parameter. . .］ のよ うに、情報の後に省略記号が続く場合は、

その情報を繰り返し使用できます。

::= 記号 ::= は、 ある項目が別の項目用語で定義されているこ と

を意味します。たとえば、 a::=b は、項目 a が b で定義されて

いるこ とを意味します。
xviii



1
Btrieve API の紹介
Pervasive PSQL ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 高パフォーマン

スなデータ処理とプログラ ミ ングの生産性向上を目的と して設計されてい

ます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイス  オペレーシ ョ ンを使用する

と、 開発アプリ ケーシ ョ ンではキー値、 あるいはシーケンシャルまたはラ

ンダム アクセス方法に基づいて、 レコードの取得、 挿入、 更新、 または削

除が行えるよ うにな り ます。

Btrieve API は、 以下のプログラ ミ ング言語および開発環境と互換性があ り

ます。

Embarcadero C/C++

Embarcadero Delphi

Micro Focus COBOL

Microsoft Visual Basic

Microsoft Visual C++

Watcom C/C++

この章では、 以下の項目について説明します。

「Btrieve API 関数」

「Btrieve API 関数のパラ メーター」

「Btrieve API オペレーシ ョ ンの要約」

「Btrieve API オペレーシ ョ ンの実行における一連のイベン ト 」
1



Btrieve API の紹介
Btrieve API 関数

Btrieve API は単一関数です。 この API では、 ほとんどのプログラム動作が

関数名ではな くオペレーシ ョ ン コード  パラ メーターによって決定されま

す。 アプリ ケーシ ョ ンで使用する  API は、 異なるプラ ッ ト フォーム間での

コードの移植性を重視するか、 特定のプラ ッ ト フォームで可能な限り最高

のパフォーマンスを重視するかを基準と して選択して ください。

Btrieve アプリ ケーシ ョ ンでは、 データ  ファ イルに対して絶対に標準の I/O
を実行しないでください。 開発するアプリ ケーシ ョ ンでは、 Btrieve API 関
数を使って、 すべてのファイル I/O を実行する必要があ り ます。

次に、 Btrieve API 関数の一覧を示します。

Btrieve API 関数を呼び出す場合に必要となる言語固有の構文を調べるに

は、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「Btrieve API プログラ ミ ング」

を参照してください。

BTRV 関数 
BTRV によって、アプリ ケーシ ョ ンはト ランザクシ ョナル インターフェイ

ス呼び出しを実行できるよ うにな り ます。 BTRV 関数は、 プログラ ミ ング

インターフェイスのインス トール オプシ ョ ンで提供されるすべての言語

インターフェ イス  モジュールでサポー ト されています。 場合によって、

BTRV 関数は実際に BTRCALL 関数を呼び出すこ とがあ り ます。 しかしな

がら、 プラ ッ ト フォームに依存しないという こ とから、 BTRV 関数の方が

よ り好ましいでし ょ う。

BTRVID 関数 
BTRVID によって、 アプ リ ケーシ ョ ンはク ラ イアン ト  ID パラ メーターを

含む単独の ト ランザクシ ョナル インターフェイス呼び出しを実行できる

よ うにな り ます。 このパラ メーターはアプ リ ケーシ ョ ンで制御できます。

アプリ ケーシ ョ ンでは BTRVID を使って、自分自身を ト ランザクシ ョナル

インターフェイスに対する複数のク ラ イアン ト  ID と して割り当て、 ほか

のク ラ イアン ト の状態に影響を与える こ とな く、 各ク ラ イアン ト のオペ

レーシ ョ ンを実行する こ とができます。 詳細については、 「ク ラ イアン ト

ID」 を参照してください。

表 1  Btrieve API 関数

関数 オペレーティング システム 説明

BTRV

BTRVID
すべて オペレーティ ング システム間での完全なコード互換性を得

るために使用します。大部分の開発者にとって、この利点は

パフォーマンスのわずかな低下を十分に埋め合わせるもの

です。
2



Btrieve API 関数
DOS アプリ ケーシ ョ ンでは、 /T オプシ ョ ンに適切な値を指定して DOS リ
クエスターをロードする必要があ り ます。 /T には、 アプリ ケーシ ョ ン内で

使用する ク ラ イアン ト  ID の数に等しい値を設定します。 DOS リ クエス

ターの詳細については、 Pervasive の 『Getting Started with Pervasive PSQL』
マニュアルを参照して ください。

BTRCALL 関数 
Windows と  Linux の場合、 BTRCALL および BTRCALL32 は BTRV 関数に

相当します。 BTRV で発生する若干のパフォーマンス低下が問題にならな

い限り、 BTRCALL ではなく  BTRV 関数を使用するよ うにしてください。

BTRCALLID 関数 
ク ラ イアン ト  レベルの制御が必要で、 アプ リ ケーシ ョ ンが Windows また

は Linux で動作する場合は、 BTRCALLID 関数を使用します。

中間関数を呼び出さないこ と以外は、 この関数は BTRVID 関数に類似して

います。

BTRCALLID32 関数 
BTRCALLID32 関数は BTRCALLID 関数と同じです。

旧バージ ョ ンの関数 
次の関数は、以前のバージ ョ ンの Btrieve API に対応して作成された古いア

プリ ケーシ ョ ンとの互換性を維持するためだけにサポート されています。

BTRCALLBACK

BTRVINIT

BTRVSTOP

RQSHELLINIT

WBRQSHELLINIT

WBTRVINIT

WBTRVSTOP

BRQSHELLINIT

現在のバージ ョ ンではこれらの関数を使用しませんが、 これらの関数を呼

び出す古いアプ リ ケーシ ョ ンは v6.15 以降の MicroKernel でも正常に実行

されます。
3



Btrieve API の紹介
Btrieve API 関数のパラ メ ーター

呼び出しのたびにすべてのパラ メーターを入力する必要があ り ますが、 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスではオペレーシ ョ ンのたびにすべて

のパラ メーターが使用されるわけではあ り ません。 場合によっては、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスではそれらの値が無視されます。 一般

に、 それぞれのオペレーシ ョ ンでは異なるパラ メーターが送られ、 返され

ます。 第 2 章 「Btrieve API オペレーシ ョ ン」 で、 各 Btrieve API オペレー

シ ョ ンに関連するパラ メーターについて詳し く説明します。

メ モ  C 開発者：C 言語インターフェイスで使用されるプラ ッ ト フォー

ムに依存しないデータ型とポインターについては、 BTITYPES.H を参

照してください。

Btrieve API 関数のパラ メーターを以下に示します。

「オペレーシ ョ ン コード」

「ステータス  コード」 （BASIC と  COBOL のみ）

「ポジシ ョ ン ブロ ッ ク」

「データ  バッファー」

「データ  バッファー長」

「キー バッファー」

「キー番号」

「ク ラ イアン ト  ID」 （BTRVID と  BTRCALLID 関数のみ）

「キー長」 （BTRCALL、 BTRCALLID、 BTRCALL32、 BTRCALLID32 関
数のみ）

オペレーシ ョ ン コー ド

オペレーシ ョ ン コード  パラ メーターは、 Btrieve API 関数によって実行さ

れる動作を決定します。 たとえば、 1 つまたは複数のレコードの読み取り、

書き込み、削除、更新などのオペレーシ ョ ンです。アプリ ケーシ ョ ンでは、

すべての Btrieve API 呼び出しに対して有効なオペレーシ ョ ン コードを指

定する必要があ り ます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがオペレー

シ ョ ン コードを変更するこ とはあ り ません。指定する変数の値は、第 2 章
「Btrieve API オペレーシ ョ ン」 に示されている  Btrieve API の正しいオペ

レーシ ョ ン コードのいずれかでなければなり ません。
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メ モ  C 開発者：指定する変数は BTI_WORD 型（符号なし  short integer）
でなければならず、 値渡しする必要があ り ます。

ステータ ス コー ド

ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、符号付き整数と してステータス

コードを返します。ほとんどのプログラ ミ ング環境で、 ステータス  コード

は Btrieve API 関数呼び出しの戻り値です。 ただし、 一部の BASIC および

COBOL 言語インターフェイスでは、 ステータス  コード  パラ メーターが必

要とな り ます。 このパラ メーターは 2 バイ トの整数で、 オペレーシ ョ ンの

実行中に何らかのエラーが発生したかど うかを示すコード化された値を含

みます。 Btrieve API 呼び出しの終了後、 アプリ ケーシ ョ ンではステータス

変数の値を必ずチェッ ク し、 その呼び出しが正常に終了したかど うかを確

認する必要があ り ます。

Pervasive PSQL コンポーネン トによって、 呼び出しから  API へステータス

コードが返されます。 これらの API に書き込む場合は、 以下の 3 つの状態

に対して処理を行う必要があ り ます。

API の成功

予期された API の失敗

予期されなかった API の失敗

以下は、 3 つすべての状態を処理する  C コードの例です。

status = BTRVID(B_VERSION, posBlock1, &versionBuffer, 
&dataLen, keyBuf1, keyNum, (BTI_BUFFER_PTR) &clientID);
if (status == B_NO_ERROR)
{
  /* 通常のオペレーシ ョ ンを続行 */
  status = BTRVID(...);
}
else if (status == B_RECORD_MANAGER_INACTIVE)
{
  /* 予期されたエラーの処理 */
  printf("Btrieve Get Version() returned 

B_RECORD_MANAGER_INACTIVE\n");
}
else
{
  /* 予期されなかったエラー */
  printf("Btrieve Get Version() returned %d\n", status);
} /* 別の場合は終了 */
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このステータス  コードの処理方法に従う と、Pervasive Software がお使いの

アプリ ケーシ ョ ンの将来的な安定性を確保する上で役立ちます。 Pervasive
Software は、 製品を改良し続けるために、 開発者からのフ ィードバッ クを

奨励し、 これを反映させています。 たとえば、 Pervasive PSQL 7 では、 ス

テータス  コード  20 はカスタマーのフ ィードバッ クに応じてさ らにいくつ

かのステータス  コードに分かれていました。こ こで示したよ うにステータ

ス情報を処理しているアプリ ケーシ ョ ンは、 このよ うな拡張に速やかに対

応する こ とができます （ステータス  コードの区分に関する詳細について

は、 『Status Codes and Messages』 を参照して ください）。

ポジシ ョ ン ブロ ッ ク

ポジシ ョ ン ブロ ッ ク  パラ メーターは、 128 バイ ト配列のアドレスで、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスがファイル I/O 構造体や Open （0） オペ

レーシ ョ ンに関連するポジシ ョ ニング情報を格納するために使用されま

す。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ファ イルを開く たびに、 固有のポジシ ョ ン  ブ
ロッ クを割り当てる必要があ り ます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 アプリ ケーシ ョ ンが Open オペ

レーシ ョ ンを実行する際にポジシ ョ ン ブロッ クを初期化し、その後ファイ

ルの操作中にこのポジシ ョ ン ブロ ッ クを参照して更新します。 このため、

アプリ ケーシ ョ ンでは、そのファイルに対する以降すべての Btrieve API オ
ペレーシ ョ ンで同じポジシ ョ ン ブロッ クを指定する必要があ り ます。

メ モ  ポジシ ョ ン ブロ ッ クへの書き込みを行ってはいけません。 書き

込みを行う と、ポジシ ョ ン喪失エラーやその他のエラー、あるいはファ

イルの損傷などの原因とな り ます。

一度に複数のファイルを開く場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

はポジシ ョ ン ブロ ッ クを使って、特定の呼び出しで対象となるファ イルを

判別します。 同様に、 同じファ イルを複数回開く場合、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスは Open オペレーシ ョ ンご とにそれぞれ異なるポジ

シ ョ ン ブロ ッ クを使用します。さ らに、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスは、 同じファ イルを開く ク ラ イアン ト ご とにも別個のポジシ ョ ン  ブ
ロ ッ クを使用します。複数のクライアン トでポジシ ョ ン  ブロ ッ クを共有す

るこ とはできません。

データ  バッ フ ァー

アプリ ケーシ ョ ンでは、データ  バッファーを使用してファイルとのデータ

のやり取り を行います。データ  バッファーを使って ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイス との間でやり取り される情報は、実行される  Btrieve API オ
ペレーシ ョ ンによって異なり ます。 しばしば、 データ  バッファーには、 ア

プ リ ケーシ ョ ン と ファ イルの間で相互に転送される  1 つまたは複数のレ

コードが格納されています。 しかし、 Btrieve API オペレーシ ョ ンによって
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は、 ファ イル仕様やキー仕様、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスの

バージ ョ ン情報など、その他の情報がデータ  バッファーに格納されるこ と

もあ り ます。

必ず、 ファ イル内の最長レコードを収容できるだけの長さのデータ  バッ

ファーを割り当ててください。データ  バッファーの割り当てサイズよ り も

大きな値をデータ  バッファー長パラ メーターに指定した場合、 ト ランザク

シ ョ ナル インターフェ イ ス変更オペレーシ ョ ンによって、 データ  バッ

ファーの後に続くデータが破壊される可能性があ り ます。

データ  バッ フ ァー長

データ  バッファーを必要とするオペレーシ ョ ンでは、アプリ ケーシ ョ ンは

データ  バッファーのサイズ （バイ ト単位） を示す変数を渡す必要があ り ま

す。 このデータ  バッファーは、オペレーシ ョ ンによって返されるデータを

十分格納できるだけの大きさでなければなり ません。

メ モ  BASIC 開発者：データ  バッファー長パラ メーターと して、ByRef
の長整数を渡す必要があ り ます。

C、 COBOL、 Pascal の開発者 ： データ  バッファー長パラ メーターと

して、2 バイ トの符号なし整数へのポインターを渡す必要があ り ます。

可変長レコードを含むファイルにレコードを挿入したり、 そのファイルを

更新する場合、データ  バッファー長は、 ファ イルを最初に作成したと きに

指定したレコード長に、 固定長部分を超えて含まれる文字数を加算した値

と等し く なければな り ません。 可変長レコード を取得する場合、 データ

バッファー長はファイル内の最長レコードに対応できる長さである必要が

あ り ます。 1 件のレコードが 64 KB よ り長い場合は、 レコードの部分を操

作するためにチャンク  オペレーシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ナル インターフェ イスはデータ  バッ フ ァー長パラ メー

ターによって、 データ  バッファーに使用可能なスペース量を判断します。

割り当てたデータ  バッファーよ り長いデータ  バッファー長を渡すと、ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスによってメモ リが上書き される場合が

あ り ます。 データ  バッ フ ァー長は、 実際に割り当てられたデータ  バッ

ファーのサイズを常に正確に表すよ うにして ください。

キー バッ フ ァー
Btrieve API オペレーシ ョ ンでキー バッファーが使用されない場合でも、ア

プ リ ケーシ ョ ンは各 Btrieve オペレーシ ョ ンにキー バッファー パラ メー

ターを渡す必要があ り ます。 オペレーシ ョ ンによっては、 アプリ ケーシ ョ

ンがキー バッファーのデータを設定する場合や、Btrieve API 関数がこれを

返す場合があ り ます。
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メ モ  BASIC 開発者：キー バッファー パラ メーターと して文字列を渡

す必要があ り ます。 キー値が整数である場合、 アプリ ケーシ ョ ンでは

Btrieve API 関数を呼び出す前に、 MKI$ ステー ト メ ン ト を使用して

キー値を文字列に変換しておく必要があ り ます。 キーが複数のセグメ

ン トから構成されている場合は、 それらを結合して 1 つの文字列変数

にし、 その変数をキー バッファーと して渡す必要があ り ます。

キー バッファーと して渡した文字列変数がキーの定義された長さ よ

り短い場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからエラーが返さ

れます。アプリ ケーシ ョ ンの最初の呼び出しがキー バッファーの初期

化を必要と しない場合は、文字列変数に SPACE$(x) の値を割り当てま

す。 こ こで x は、 キーの定義されている長さを表します。 アプリ ケー

シ ョ ンが文字列変数に BASIC の何らかの値を割り当てるまで、その長

さは 0 になり ます。

C 開発者：キー バッファー パラ メーターと してキー値を含む変数のア

ド レスを渡す必要があ り ます。 BTITYPES.H ファ イルは、 キー バッ

ファーを VOID ポインター （BTI_VOID_PTR） と して定義しています。

必要に応じて、アプリ ケーシ ョ ンでキー バッファーのデータ型を定義

できます。

COBOL 開発者：キー バッファー パラ メーターと してレコード変数を

渡す必要があ り ます。 キーが複数のセグメン トから構成されている場

合は、 01 レベルのレコード下の個別フ ィールド と して、それらを正し

い順序でリ ス ト します。 これで、 レコード全体をキー バッファーと し

て渡すこ とができます。

Pascal 開発者 ： キー バッファー パラ メーターと してキー値を含む変

数を渡す必要があ り ます。 キーが複数のセグメン トから構成されてい

る場合は、 レコード構造体を使ってキーに含まれる個々のフ ィールド

を定義します。

ほとんどの環境で、アプ リ ケーシ ョ ンが Btrieve API 呼び出しを実行する と

き、ト ランザクシ ョナル インターフェイスはキー バッファー長を決めるこ

とができません。 このため、 バッファーは少なく と も、 キーを最初に作成

したと きに指定したキー長と同じだけの長さがあるよ うにして ください。

そ うでないと、 Btrieve API オペレーシ ョ ンによ り、 メモ リ内でキー バッ

ファーの後に格納されているデータが破壊される可能性があ り ます。 キー

の最大長は 255 なので、常に 255 バイ トのキー バッファーにするこ とをお

勧めします。
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キー番号

キー番号パラ メーターで渡される情報は、 実行しているオペレーシ ョ ンに

よって異なり ます。 ほとんどの場合、 キー番号には、 特定のオペレーシ ョ

ンが最高 119 あるキー （アクセス） パスのうちのどれに従っているかを示

す値が含まれます。 しかし、 ファ イルを開く と きのモードを示す値など、

その他の情報がキー番号パラ メーターから渡されたり、 キー番号パラ メー

ターに返される場合もあ り ます。

BTRV および BTRVID 関数では、 キー番号パラ メーターは 2 バイ ト整数で

す。 BTRCALL、 BTRCALLID、 BTRCALL32、 および BTRCALLID32 関数

では、 キー番号パラ メーターは 1 バイ トの符号付き文字 （BTI_CHAR） で

す。 すべての関数で、 キー番号パラ メーターは 0 から  118 までの範囲の値

とな り ます。 Btrieve API 関数がキー番号パラ メーターを変更するこ とはあ

り ません。

ク ラ イアン ト  ID
ク ラ イアン ト  ID パラ メーターは、 BTRVID 関数および BTRCALLID 関数

でのみ使用されます。 ク ラ イアン ト  ID パラ メーターは、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスがコンピューター上のク ラ イアン ト を区別できる

よ うにする  16 バイ ト構造体のアドレスです。 ク ライアン ト  ID には次のよ

うな構造体を使用します。

表 2  ク ラ イアン ト  ID 構造体

要素 長さ

（バイト単位）

説明

Filler （フ ィ ラー） 12 0 に初期化します。

Service Agent ID
（サービス エージェント

ID）

2 ト ランザクシ ョナル インターフェイスに対するアプリ ケーシ ョ ンの

各インスタンスを識別します。 これは 2 文字の ASCII 値です。 この

ID の値は ASCII 値の AA （0x41 0x41） よ り大きいか等し くなければ

なり ません。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは次の値に特殊

な意味を持たせています。

0x4140 （@A） 内部処理に使用されます。

0xFFFF 内部処理に使用されます。

0x4952 （RI） 内部処理に使用されます。

0x5244 （DR） 内部処理に使用されます。

0x4553 （SE）
0x4353 （SC）
0x4344 （DC）
0x4544 （DE）
0x5544 （DU）

Scalable SQL によって生成されたク ライアン ト を識

別するために使用されます。
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キー長

キー長パラ メーターは、 BTRCALL、 BTRCALLID、 BTRCALL32 および

BTRCALLID32 関数でのみ使用されます。

これらの関数を使用する場合は、 キー長パラ メーターと して、 割り当てら

れたキー バッファー長の値を含む符号なしの文字 （BTI_BYTE） を渡す必

要があ り ます。 指定できる最大長は 255 です （キーの最大長）。

0x5257 （WR） Btrieve リ クエスターによって使用されます。

Client Identifier
（クライアント識別子）

2 アプリ ケーシ ョ ンの現在のインスタンス内でクライアン ト  ID を確立

します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 この一意な識

別子を、並行処理およびト ランザクシ ョ ン処理のために使用します。

表 2  ク ラ イアン ト  ID 構造体

要素 長さ

（バイト単位）

説明
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Btrieve API オペレーシ ョ ンの要約

Btrieve API には、 アプリ ケーシ ョ ン プログラムから呼び出せる  40 以上の

オペレーシ ョ ンが用意されています。 以下の表に、 これらのオペレーシ ョ

ンの要約を示します。 Btrieve API オペレーシ ョ ンの詳細については、 第 2
章 「Btrieve API オペレーシ ョ ン」 を参照して ください。 オペレーシ ョ ン

コードで指示する  Btrieve API オペレーシ ョ ンの要約については、 付録 A
「Btrieve オペレーシ ョ ンのク ィ ッ ク  リ ファレンス」 を参照して ください。

セ ッ シ ョ ン固有のオペレーシ ョ ン

次のオペレーシ ョ ンを使用する と、現在のディ レク ト リの設定と取得、ワー

クステーシ ョ ン ト ランザクシ ョナル インターフェイスのシャ ッ ト ダウン、

ト ランザクシ ョナル インターフェイス  バージ ョ ン番号の取得、 サーバー

ト ランザクシ ョナル インターフェイスに接続されている ク ラ イアン ト の

終了、 ト ランザクシ ョ ンの開始、 終了または中止といった処理を実行でき

ます。 複数のクライアン ト を処理するアプリ ケーシ ョ ンでは、 これらのオ

ペレーシ ョ ンは呼び出し元のク ライアン トに固有のものとな り ます。

表 3  セ ッ シ ョ ン固有のオペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明

Set Directory 17 現在のディ レク ト リ を指定されたパス名に設定しま

す。

Get Directory 18 指定された論理ディ スク  ド ライブの現在のディ レク

ト リ を返します。

Stop 25 ワーク ステーシ ョ ン  ト ランザクシ ョ ナル インター

フェイスを終了します （サーバー ベースの ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスでは使用できません）。

Version 26 ト ランザクシ ョナル インターフェイスのバージ ョ ン

番号を返します。

Reset 28 ク ラ イアン ト によって保持されているすべての リ

ソースを解放します。

Begin Transaction 19
1019

論理的に関連している一連のオペレーシ ョ ンの開始

を指定します。オペレーシ ョ ン  19 は排他ト ランザク

シ ョ ンを開始します。オペレーシ ョ ン  1019 は並行ト

ランザクシ ョ ンを開始します。

End Transaction 20 論理的に関連している一連のオペレーシ ョ ンの終了

を指定します。

Abort Transaction 21 完了しなかった ト ランザクシ ョ ン中に実行されたオ

ペレーシ ョ ンを取り消します。
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フ ァ イル固有のオペレーシ ョ ン

次のオペレーシ ョ ンは特定のファイルを取り扱います。 このため、 操作対

象となるファ イルを識別するためにポジシ ョ ン ブロ ッ ク  パラ メーターが

使用されます。 ファ イル固有のオペレーシ ョ ンは次の 3 つのタイプに分類

されます。

フ ァ イル アクセス と情報。 これらのオペレーシ ョ ンでは、 ファ イルの

作成、ファ イルの開閉、ファ イル統計情報の取得、ファ イルのオーナー

ネームの設定と削除、 ファ イルに対する  Continuous オペレーシ ョ ン

モードの開始と終了、 ファ イルのロ ッ ク解除、 ファ イルに対するイン

デッ クスの作成と削除といった処理を実行できます。

デー タ取得。 これらのオペレーシ ョ ンでは、 指定した条件に基づい

て単一レコード またはレコードのセッ ト を取得する こ とができます。

Btrieve API は、 インデッ クス  パスによる論理的位置、 または物理的位

置に基づ く データ検索をサポー ト し ています。 詳細については、

『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「レコードへのアクセス」 を

参照して ください。

さ らに、オペレーシ ョ ン コードにバイアスを適用して、マルチク ライ

アン ト状況にあるファ イルやレコードのロ ッ クを制御するこ と もでき

ます。 詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「複

数のク ライアン トのサポート 」 を参照して ください。

データ操作。 これらのオペレーシ ョ ンでは、 データの挿入、 更新、 ま

たは削除が行えます。

表 4  フ ァ イル アクセスおよび情報オペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明

Open 0 ファイルをアクセス可能な状態にします。

Close 1 ファイルをアクセス可能な状態から解放します。

Create 14 指定された特性を持つファイルを作成します。

Stat 15 ファ イルおよびインデッ クスの特性と レコードの数

を返します。

Stat Extended 65 拡張フ ァ イルの構成要素のパス と フ ァ イル名を返

し、 ファ イルがシステム定義のログ キーを使用して

いるかど うかを報告します。

Set Owner 29 ファイルにオーナー ネームを割り当てます。

Clear Owner 30 ファイルからオーナー ネームを削除します。
12



Btrieve API オペレーシ ョ ンの要約
Continuous 
Operation

42 アクティブな ト ランザクシ ョナル インターフェイス

ファ イルを閉じずに、 システム バッ クアップを実行

できるよ うにします。

Unlock 27 レコードのロ ッ クを解除します。

Create Index 31 インデッ クスを作成します。

Drop Index 32 インデッ クスを削除します。

表 5  データ取得オペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明

イ ンデッ クス ベースの （論理） データ取得

Get Equal 5 指定されたインデッ クス  パス内で、 指定されたキー

値と合致するキー値を持つ最初のレコードを返しま

す。

Get Next 6 インデッ ク ス  パスで現在のレコードの次にあるレ

コードを返します。

Get Previous 7 インデッ ク ス  パスで現在のレコードの前にあるレ

コードを返します。

Get Greater Than 8 指定されたインデッ クス  パス内で、 指定されたキー

値よ り大きいキー値を持つ最初のレコードを返しま

す。

Get Greater Than 
or Equal

9 指定されたインデッ クス  パス内で、 指定されたキー

値よ り大きいまたは等しいキー値を持つ最初のレ

コードを返します。

Get Less Than 10 指定されたインデッ クス  パス内で、 指定されたキー

値よ り小さいキー値を持つ最初のレコードを返しま

す。

Get Less Than or 
Equal

11 指定されたインデッ クス  パス内で、 指定されたキー

値よ り小さいまたは等しいキー値を持つ最初のレ

コードを返します。

Get First 12 指定されたインデッ クス  パスの先頭のレコードを返

します。

Get Last 13 指定されたインデッ クス  パスの末尾のレコードを返

します。

表 4  フ ァ イル アクセスおよび情報オペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明
13
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Get Next 
Extended

36 インデッ クス  パスで現在のレコードの次にある  1 つ
または複数のレコードを返します。 フ ィルター条件

を適用できます。

Get Previous 
Extended

37 インデッ クス  パスで現在のレコードの前にある  1 つ
または複数のレコードを返します。 フ ィルター条件

を適用できます。

Get Key +50 実際のレコードを返すこ とな く、 ファ イル内に特定

のキー値が存在するかど うかを検出します。

Get By Percentage 44 指定されたパーセンテージ値によって示される位置

の最も近くにあるレコードを返します。

Find Percentage 45 ファ イル内における現在のレコード位置に基づいた

パーセンテージ値を返します。

非イ ンデ ッ クス ベースの （物理） データ取得

Get Position 22 現在のレコードの位置を返します。

Get Direct/Chunk 23 指定された位置にあるレコードの指定部分 （チャン

ク） からデータを返します。

Get Direct/Record 23 指定された位置にあるレコードを返します。

Step Next 24 物理的に現在のレコードの次にあるレコードを返し

ます。

Step First 33 ファ イル内で物理的な先頭位置にあるレコードを返

します。

Step Last 34 ファ イル内で物理的な末尾位置にあるレコードを返

します。

Step Previous 35 物理的に現在のレコードの前にあるレコードを返し

ます。

Step Next 
Extended

38 物理的に現在のレコードの次の位置から  1 つまたは

複数の連続するレコードを返します。 フ ィルター条

件を適用できます。

Step Previous 
Extended

39 物理的に現在のレコードの前の位置から  1 つまたは

複数の連続するレコードを返します。 フ ィルター条

件を適用できます。

Get By Percentage 44 指定されたパーセンテージ値によって示される位置

の最も近くにあるレコードを返します。

表 5  データ取得オペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明
14
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Find Percentage 45 ファ イル内における現在のレコード位置に基づいた

パーセンテージ値を返します。

並行制御バイアス （適切なオペレーシ ョ ン コー ド に追加）

単一レ コード の

読み取 り ウ ェ イ

ト  ロ ッ ク

+100 一度に 1 つのレコードだけをロ ッ ク します。 レコー

ドが既にロ ッ ク されている場合、 ク ラ イアン ト に

よってオペレーシ ョ ンが再試行されます。

単一レ コード の

読 み 取 り ノ ー

ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 一度に 1 つのレコードだけをロ ッ ク します。 レコー

ドが既にロ ッ ク されている場合、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスからエラー ステータス  コード

が返されます。

複数レ コード の

読み取 り ウ ェ イ

ト  ロ ッ ク

+300 同一ファ イルの複数のレコードを並行的にロ ッ ク し

ます。 レコードが既にロ ッ ク されている場合、 ク ラ

イアン ト によってオペレーシ ョ ンが再試行されま

す。

複数レ コード の

読 み 取 り ノ ー

ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 同一ファ イルの複数のレコードを並行的にロ ッ ク し

ます。 レコードが既にロ ッ ク されている場合、 ト ラ

ンザク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スからエラー ス
テータス  コードが返されます。

書 き 込 み ノ ー

ウェイ ト  ページ

ロ ッ ク

+500 並行ト ランザクシ ョ ンで、 変更しよ う と したページ

がアクテ ィブな別の並行ト ランザクシ ョ ンによって

既に変更されている場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェ イ スにウェ イ ト しないよ う に指示します。

このバイアスは、 どのレコード読み取り ロ ッ ク  バイ

アス （+100、 +200、 +300、 +400） とでも組み合わせ

るこ とができます。

表 6  データ操作オペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明

Insert 2 ファイルに新しいレコードを挿入します。

Update 3 現在のレコードを更新します。

Delete 4 ファイルから現在のレコードを削除します。

Insert Extended 40 ファイルに 1 つまたは複数のレコードを挿入します。

Update Chunk 53 現在のレコードの指定された部分 （チャンク） を更

新します。このオペレーシ ョ ンでは、レコードにデー

タを追加した り、 レコードを切り詰める こ と もでき

ます。

表 5  データ取得オペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明
15
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サポー ト されないオペレーシ ョ ン

ト ランザクシ ョナル インターフェイス  ト レースや SDK ヘッダー ファ イル

を見たと きに Btrieve API オペレーシ ョ ンの リ ファレンスに記載されてい

ないオペレーシ ョ ンがあるかもしれません。 これらは Pervasive PSQL が内

部的に使用するもので、 アプ リ ケーシ ョ ンで使用する必要はあ り ません。

以下に示すオペレーシ ョ ンはサポート されません。

表 7  サポー ト されないオペレーシ ョ ン

オペレーション コード 説明

B_MISC_DATA 41 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

が使用するために予約されています。

B_EXTEND 16 SQL エンジンが使用するために予約さ

れています。

Btrieve による （ネス ト された）
Begin Transaction

2019 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

が使用するために予約されています。
16
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Btrieve API オペレーシ ョ ンの実行における一連のイベン ト

Btrieve API オペレーシ ョ ンを実行するには、アプ リ ケーシ ョ ンで以下の

タ スク を完了する必要があ り ます。

1 オペレーシ ョ ンが要求する必要条件をすべて満たします。 たとえば、

ファ イルの I/O オペレーシ ョ ンを実行する前に、 対象となるファ イル

で Open オペレーシ ョ ン （0） を実行し、 そのファイルを使用可能な状

態にしておく必要があ り ます。

2 Btrieve API オペレーシ ョ ンが要求するパラ メーターを初期化します。

パラ メーターとはプログラム変数またはデータ構造体のこ とで、 その

型とサイズは、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがオペレーシ ョ

ンに期待する特定の値に対応していなければなり ません。

将来の互換性を維持するため、 使用するかど うかに関係なく、 すべて

のパラ メーターを初期化して ください。 INTEGER 型のパラ メーター

の場合、 値をバイナリ  0 に設定します。 文字配列の場合、 バッファー

へのポインターを渡します。 この場合は、 バッファーの先頭バイ ト を

バイナリ  0 に初期化します。

3 適切な Btrieve API 関数を呼び出します （「Btrieve API 関数」 を参照し

てください）。

4 関数呼び出しの実行結果を評価します。すべての Btrieve API オペレー

シ ョ ンからステータス  コードが返されます。アプリ ケーシ ョ ンではス

テータス  コードをチェッ ク し、適切な操作を行う必要があ り ます。 ま

た、 オペレーシ ョ ンからはその目的に基づいて、 個々のパラ メーター

にデータやその他の情報も返されます。
17
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2
Btrieve API オペレーシ ョ ン
この章では、アプ リ ケーシ ョ ンが Btrieve API を使って実行できるオペレー

シ ョ ンについて説明します。 各オペレーシ ョ ンについて、 この章では以下

の情報を示します。

オペレーシ ョ ンの名前、 コードおよび説明。

パラ メーター - オペレーシ ョ ンを実行する際に、 6 個のパラ メーター

のうちのどの値がアプケーシ ョ ンから送られ、 アプリ ケーシ ョ ンに返

されるのかを表に示しています。「送り値」 の行のパラ メーターはアプ

リ ケーシ ョ ンからオペレーシ ョ ンに送られます。「戻り値」 の行のパラ

メーターは、 オペレーシ ョ ン完了後にオペレーシ ョ ンからアプリ ケー

シ ョ ンに返されます。

前提条件 - オペレーシ ョ ンを正常に実行させるためにアプリ ケーシ ョ

ンが満たすべき条件を示します。

手順 - オペレーシ ョ ンが要求するパラ メーターを初期化する手順を示

します。

詳細 - オペレーシ ョ ンについての追加情報を示します。

結果 - オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合と、 何らかのエラーが発

生した場合の結果を示します。それぞれのオペレーシ ョ ンは、オペレー

シ ョ ンの結果をアプリケーシ ョ ンに通知するステータス  コードを返し

ます。 ステータス  コード  0 は、 オペレーシ ョ ンが正常に終了したこ と

を示します。 0 以外のステータス  コードは、 通常は何らかのエラーが

発生したこ とを示します。 ただし、 0 以外のステータス  コードの中に

は、 単に情報を提供するだけで、 関連するオペレーシ ョ ンが正常に終

了したと きにも示されるものがあ り ます。 たとえば、 ステータス  コー

ド  60 は指定した リジェク ト  カウン トに到達したこ とを意味します。

ポジシ ョ ニング - オペレーシ ョ ンがファイル内のレコードの論理カレ

ンシーあるいは物理カレンシーに与える影響を示します。
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この章では、以下の Btrieve API オペレーシ ョ ンをアルファベッ ト順に説明

します。

「Abort Transaction （21）」 

「Begin Transaction （19 または 1019）」

「Clear Owner （30）」

「Close （1）」

「Continuous Operation （42）」

「Create （14）」

「Create Index （31）」

「Delete （4）」

「Drop Index （32）」

「End Transaction （20）」

「Find Percentage （45）」

「Get By Percentage （44）」

「Get Direct/Chunk （23）」

「Get Direct/Record （23）」

「Get Directory （18）」

「Get Equal （5）」

「Get First （12）」

「Get Greater （8）」

「Get Key （+50）」

「Get Last （13）」

「Get Less Than or Equal （11）」

「Get Next （6）」

「Get Next Extended （36）」

「Get Position （22）」

「Get Previous （7）」

「Get Previous Extended （37）」

「Insert （2）」

「Insert Extended （40）」

「Login/Logout （78）」

「Open （0）」

「Reset （28）」

「Set Directory （17）」

「Set Owner （29）」

「Stat （15）」

「Stat Extended （65）」
20



「Step First （33）」

「Step Last （34）」

「Step Next （24）」

「Step Next Extended （38）」

「Step Previous （35）」

「Step Previous Extended （39）」

「Stop （25）」

「Unlock （27）」

「Update （3）」

「Update Chunk （53）」

「Version （26）」
21
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Abort Transaction （21）

Abort Transaction オペレーシ ョ ン （B_ABORT_TRAN） では、現在の ト ラン

ザクシ ョ ンを終了し、 この ト ランザクシ ョ ンの開始以降に実行されたすべ

てのオペレーシ ョ ンの結果を削除します。 また、 ト ランザクシ ョ ンによっ

て設定されたすべてのファイルとレコードのロ ッ クを解除します。

パラ メ ーター

前提条件 Abort Transaction オペレーシ ョ ンを発行する前に、 Begin Transaction オペ

レーシ ョ ン （19 または 1019） が正常に実行されている必要があ り ます。

手順 オペレーシ ョ ン コードに 21 を設定します。 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは、 オペレーシ ョ ン コード以外の Abort Transaction 呼び出しパ

ラ メーターはすべて無視されます。

結果 Abort Transaction オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスからステータス  コード  0 が返されます。ト ランザク

シ ョ ンの開始以降に発行されたすべての Insert、 Update および Delete オペ

レーシ ョ ンの結果がファイルから削除されます。

Abort Transaction オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれか

が返されます。

ポジシ ョ ニング Abort Transaction オペレーシ ョ ンは、 ファ イルのカレンシー情報にまった

く影響しません。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○

戻り値

36 アプリ ケーシ ョ ンで ト ランザクシ ョ ン  エラーが発生しました。

39 End Transaction オペレーシ ョ ンまたは Abort Transaction オペレーシ ョ ン

を実行する前に、Begin Transaction オペレーシ ョ ンを実行する必要があ り

ます。
22
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Begin Transaction （19 または 1019）

Begin Transaction オペレーシ ョ ン （B_BEGIN_TRAN） では、 ト ラ ンザク

シ ョ ンの開始を定義します。 ト ランザクシ ョ ンは、複数の Btrieve API オペ

レーシ ョ ンを単一イベン ト と して実行する必要がある場合に有用です。 た

とえば、 い くつかのオペレーシ ョ ンの う ち少な く と も  1 つでもオペレー

シ ョ ンが正常に終了しないと、 データベースの論理的整合性が保てなくな

る場合には、 ト ランザクシ ョ ンを使用して ください。

一連のオペレーシ ョ ンを Begin Transaction と  End Transaction オペレーシ ョ

ンで囲んでおく と、 明示的な End Transaction オペレーシ ョ ン （20） で ト ラ

ンザクシ ョ ンの完了を要求しない限り、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスはその間に実行された複数のオペレーシ ョ ンをすべて取り消すこ とが

できます。 ト ランザクシ ョ ン内で加えられた変更は、 End Transaction オペ

レーシ ョ ンの実行が正常に終了するまで、 ほかのユーザーからは見るこ と

ができません。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、ファ イルやパフォーマンスに多

大な影響を与える という理由で、 いくつかのオペレーシ ョ ンについて ト ラ

ンザクシ ョ ン中の実行を禁止しています。この特定のオペレーシ ョ ンとは、

Set Owner、 Clear Owner、 Create Index、 Drop Index です。

パラ メ ーター

前提条件 Begin Transaction オペレーシ ョ ンを発行する前に、先行する ト ランザクシ ョ

ンを終了または中止しておく必要があ り ます。

手順 オペレーシ ョ ン コードに 19 を設定して排他ト ランザクシ ョ ンを開始する

か、 1019 を設定して並行ト ランザクシ ョ ンを開始します。 ト ランザクシ ョ

ナル イ ン ターフ ェ イ スでは、 オペレーシ ョ ン  コー ド以外の Begin
Transaction 呼び出しパラ メーターはすべて無視されます。

Begin Transaction オペレーシ ョ ンでは、 デフォルトのロ ッ ク  バイアスを指

定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○

戻り値
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並行ト ランザクシ ョ ンの Begin Transaction オペレーシ ョ ンでは、 +500 をオ

ペレーシ ョ ン コードに追加できます （1519）。追加する と、 ト ランザクシ ョ

ン内の Insert、 Update、 Delete の各オペレーシ ョ ンが、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスによって再試行されなくな り ます。

さ らに、 +500 バイアスをデフォル トのロ ッ ク  バイアス と組み合わせるこ

と もできます。 たとえば、 1019 + 500 + 200 （1719） を使用する と、 Insert、
Update および Delete オペレーシ ョ ンの再試行を抑え、並行ト ランザクシ ョ

ンが実行されます。 また同時に、 単一レコードの読み取り ノーウェ イ ト

ロ ッ クが指定されます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ンおよびロ ッ ク の詳細については、 『Pervasive PSQL
Programmer's Guide』 を参照してください。

結果 Begin Transaction オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスからステータス  コード  0 が返されます。

Begin Transaction オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれか

が返されます。

ポジシ ョ ニング Begin Transaction オペレーシ ョ ンは、 ファ イルのカレンシー情報にまった

く影響しません。

36 アプリ ケーシ ョ ンで ト ランザクシ ョ ン  エラーが発生しました。

37 別のト ランザクシ ョ ンが実行中です。
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Clear Owner （30）

Clear Owner オペレーシ ョ ン （B_CLEAR_OWNER） では、 あらかじめ Set
Owner オペレーシ ョ ンを使ってファ イルに割り当ててあるオーナー ネー

ムを削除します。 ファ イルがあらかじめ暗号化されている場合は、 Clear
Owner オペレーシ ョ ンの実行中に ト ランザクシ ョナル インターフェイス

によってファイルの解読も行われます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いており、オーナー ネームが指定されている

こ とが必要です。

ト ランザクシ ョ ンが実行中でないこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 30 を設定します。

2 対象となるファ イルを識別するポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

結果 Clear Owner オペレーシ ョ ンが正常に実行される と、それ以降、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスはファ イルを開いた り変更した りする と きに

オーナー ネームを要求しなくな り ます。オーナーを割り当てる と きにファ

イルのデータを暗号化した場合には、 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スは Clear Owner オペレーシ ョ ンの実行中にデータの解読も行います。 暗

号化されているデータが多いほど、Clear Owner オペレーシ ョ ンの実行にか

かる時間は長くな り ます。

Clear Owner オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ポジシ ョ ニング Clear Owner オペレーシ ョ ンは、ファ イルのカレンシー情報にまったく影響

しません。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○

戻り値 ○

3 ファイルが開いていません。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。
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Close （1）

Close オペレーシ ョ ン （B_CLOSE） では、 指定されたポジシ ョ ン  ブロ ッ ク

に関連付けられているファイルを閉じ、 そのファイルに対して実行された

ロ ッ クをすべて解除します。 ファ イルへのアクセスを終了する と き、 アプ

リ ケーシ ョ ンでは必ず Close オペレーシ ョ ンを実行する必要があ り ます。

Close オペレーシ ョ ンの実行後は、 も う一度 Open オペレーシ ョ ン （0） を

発行しない限り、 そのファイルにはアクセスできな くな り ます。

ト ランザクシ ョ ン中でも、ファ イルを閉じるこ とができます。ただし、Close
オペレーシ ョ ンを実行しても、 ト ランザクシ ョ ンは終了しません。 ト ラン

ザクシ ョ ンは明示的に終了または中止する必要があ り ます。 ト ランザク

シ ョ ンを中止する と、ト ランザクシ ョ ン中に行われた変更は削除されます。

ト ランザクシ ョ ンを終了する と、 変更が反映されます。

メ モ  ト ランザクシ ョ ン中にファ イルを閉じた場合、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスではそのファ イルへの更新を正し く処理でき

るよ うに、 ト ランザクシ ョ ンが中止または終了されるまでファイルの

オープン ハンドルを保持します。 ただし、そのファイルのポジシ ョ ン

ブロ ッ クをアプリ ケーシ ョ ンで使用するこ とはできな くな り ます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 1 を設定します。

2 閉じるファ イルに対応する有効なポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

結果 Close オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 閉じたファ イルに対応す

るポジシ ョ ン ブロ ッ クは有効でなくな り ます。

Close オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ファ イルが開い

たままになり、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス

コードが返されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○

戻り値

3 ファイルが開いていません。
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ポジシ ョ ニング Close オペレーシ ョ ンを実行する と、 ファ イルの物理カレンシー情報およ

び論理カレンシー情報は消去されます。
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Continuous Operation （42）

Continuous オペレーシ ョ ン （B_CONTINOUS） では、 アクティブな ト ラン

ザクシ ョ ナル インターフェ イ ス  フ ァ イルを閉じ る こ と な く、 システム

バッ クアップを実行できます。ファ イルのバッ クアップ中に行った変更は、

デルタ  ファ イルと呼ばれる一時ファイルに記憶されます。デルタ  ファ イル

に書き込まれた変更を除き、 Continuous オペレーシ ョ ン モードに置かれた

すべてのファイルの内容がシステム バッ クアップの対象になり ます。バッ

クアップされたファ イルが Continuous オペレーシ ョ ン モードから抜ける

と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスによ り、デルタ  ファ イルの変更

がこれらのファイルに自動的にロール インされます。

メ モ  このオペレーシ ョ ンは、 ローカル エンジンで動作しているアプ

リ ケーシ ョ ンにのみ使用できます。ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは

リ モート  マシンにあるファ イルに対してこのオペレーシ ョ ンを使用

するこ とはできません。

このオペレーシ ョ ンを使う と、 ファ イルがアクティブな状態のまま、 それ

を安全にコピーできます。 ク ラ イアン ト / サーバー セッ ト アップでは、 あ

るファ イルで Continuous オペレーシ ョ ンを開始するク ライアン トは、 その

ファイルで Continuous オペレーシ ョ ンを終了するク ライアン トでもなけれ

ばなり ません。

パラ メ ーター

メ モ  キー番号パラ メーターの値が 0（Continuous オペレーシ ョ ン モー

ドを開始） または 2 （Continuous オペレーシ ョ ン モードを終了） の場

合にのみ、 データ  バッファー パラ メーターおよびデータ  バッファー

長パラ メーターの値が必要です。 以下に、 これらのキー番号の値につ

いて説明し ます。 キー番号パラ メーターが 1 の場合、 データ  バッ

ファー長は 0 である必要があ り ます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○
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手順 Continuous オペレーシ ョ ン モー ド を開始するには、 以下の手順を実行

し て く だ さい。

1 バッ クアップの対象となるファ イルまたはファイルのセッ ト を定義す

るか、 目的のファイルを現在バッ クアップの対象と して定義されてい

るファイルのセッ トに追加します。

a. オペレーシ ョ ン コードに 42 を設定します。

b. Continuous オペレーシ ョ ン モードに置く ファ イルの名前をデータ

バッファー パラ メーターに入れます。サーバー名のみを除いたフ

ル パス名を入れます。名前をカンマで区切り、名前のリ ス トの最

後にバイナリ  0 を付けます。

次の例は、 Windows サーバーの場合の例です。

f:\acct\march.mkd,f:\acct\april.mkd

c. 名前の長さをデータ  バッファー長パラ メーターに入れます。この

値は、データ  バッファー自体に入っている、バイナリ  0 を含めた

実際の名前の長さ以上の値にする必要があ り ます。 たとえば、 例

に挙げた名前の場合、 データ  バッファー長には 40 以上の値を入

れるこ とが必要です。

d. キー番号パラ メーターに 0 を設定します。

2 バッ クアップを実行します。

3 Continuous オペレーシ ョ ン モードを終了します。

a. オペレーシ ョ ン コードに 42 を設定します。

b. キー番号パラ メーターに 1 を設定します。

1 つまたは複数の特定のファイルで Continuous オペレーシ ョ ンを

終了するには、キー番号パラ メーターに 2 を設定し、手順 1b で説

明したよ うにファ イル名をデータ  バッファー パラ メーターに入

れます。 さ らに、手順 1c で説明したよ うに、名前の長さをデータ

バッファー長パラ メーターに入れます。

詳細 一連のファイルをバッ クアップするよ うに定義する場合は、 以下の点に留

意してください。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、データ  バッファーにファイ

ル名が入っていなくてもエラーと見なしません。 ファ イル名が見つか

らない場合、ト ランザクシ ョナル インターフェイスは Continuous オペ

レーシ ョ ンで何の動作も行いません。

データ  バッファーに重複するファイル名が存在しても、 Continuous オ
ペレーシ ョ ンの動作状況には影響しません。 MKDE では、 指定した

ファイルを 1 度だけ Continuous オペレーシ ョ ン モードに置きます。

同じディ レク ト リに、 ファ イル名が同一で拡張子のみが異なるよ うな

ファ イルを置かないでください。 たとえば、 Invoice.btr とい う名前の

データ  ファ イルと  Invoice.mkd とい う名前のファ イルが同じディ レク

ト リ内にあってはなり ません。このよ うな制限が設けられているのは、
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データベース  エンジンがさまざまな機能でファ イル名のみを使用し、

ファ イルの拡張子を無視するためです。 Continuous オペレーシ ョ ンで

は、デルタ  ファ イル名と して、対応するファイルの名前に拡張子「.^^^」
を付けた名前を使用します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは

両方のファ イルについて同一のデルタ  ファ イルに書き込も う とする

ため、データの破損につながるか、も し くはステータス  85 が返される

可能性があ り ます。 また、 これらのフ ァ イルが Continuous オペレー

シ ョ ン モードに置く ファ イルの大きな リ ス ト の一部であったと して

も、 この状況が発生する場合には、 フ ァ イルは一切 Continuous オペ

レーシ ョ ン モードに置かれません。

アプリ ケーシ ョ ンでは、 Continuous オペレーシ ョ ンを反復的に呼び出

して、 Continuous オペレーシ ョ ン モードに置く フ ァ イルの リ ス ト に

ファ イル名を追加できます。 ただし、 SRDE によってファイルの一部

に参照整合性 （RI） 制約が設定されている場合は、 この操作によ り、

バッ クアップが壊れる可能性があ り ます。 参照整合性制約と関連付け

られているファイルは、単独の Continuous オペレーシ ョ ン呼び出しで

渡す必要があ り ます。

既に Continuous オペレーシ ョ ン モードに入っているファ イルを指定

する と、ト ランザクシ ョナル インターフェイスからステータス  コード

88 が返されます。

Continuous オペレーシ ョ ンを呼び出すサーバー ベースのアプリ ケーシ ョ ン

を作成する場合は、 必ず BTRVID を呼び出し、 有効なク ライアン ト  ID を
使用するこ とで、同一ク ライアン トのも とで Continuous オペレーシ ョ ンの

開始と終了を行えるよ うにします。

Btrieve API では、BTRVID 関数を使ってバッ クアップ セッ ト ごとに異なる

ク ラ イアン ト  ID を指定し、 複数のバッ クアップ セッ ト を定義できます。

ただし、 同じファ イルを 2 つのセッ トに入れるこ とはできません。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスによってデルタ  ファ イルからデー

タ  ファ イルに変更内容がロール インされている と きでも、ユーザーは通常

の場合と同じよ うに、ト ランザクシ ョナル インターフェイス  ファ イルの更

新、挿入および読み取り を引き続き実行できます。 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスは挿入作業で必要となれば、変更内容のロール イン中でも

デルタ  ファ イルに新しいページを追加します。 このため、変更内容が失わ

れるこ とはあ り ません。

メ モ  デルタ  ファ イルは決して手動で削除しないでください。

アプリ ケーシ ョ ンで BTRV 関数を使用する場合は、 ファ イルが Continuous
オペレーシ ョ ン モードに入っている と きにそのアプ リ ケーシ ョ ンをアン

ロード しないで く ださい。 アン ロードする と、 対象と なる フ ァ イルを

Continuous オペレーシ ョ ン モードから削除できな くなるこ とがあ り ます。

これは、 対象となるファ イルのオーナーと して ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスが当初割り当てたデフォル トのク ラ イアン ト  ID が、 別のア
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プリ ケーシ ョ ンに再割り当てされてしま う可能性があるからです。 ト ラン

ザクシ ョ ナル インターフェ イ スでは対象と なるフ ァ イルの正しいオー

ナーがわからな くなるため、 それらのファイルを  Continuous オペレーシ ョ

ン モードから削除できなくなってしまいます。

Continuous オペレーシ ョ ン モードに入る と き、 または ト ランザクシ ョナル

インターフェイスによってデルタ  ファ イルからデータ  ファ イルに変更内

容がロール インされている最中にシステムがク ラ ッシュした場合は、シス

テムの再起動後初めてそのファイルを開く と きに、 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスによってすべての変更内容がファ イルにロール インされ

ます。

結果 Continuous オペレーショ ンが正常に終了した場合、ト ランザクショ ナル イン

ターフェイスからステータス  コード  0 が返されますが、 データ  バッファー

およびデータ  バッファー長パラ メーターには何の値も返されません。

このオペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されます。

上記のコードに加え、 アプ リ ケーシ ョ ンには、 ステータス  コード  18 のよ

うな標準の I/O エラーが返されるこ とがあ り ます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスから  0 以外のステータス  コードが

返される場合、 Continuous オペレーシ ョ ンは、 エラーを発生させた入力文

字列の一部をデータ  バッファーに返します。入力文字列が使用されていな

い場合、データ  バッファーにはエラーの原因となったファイル名が返され

ます。データ  バッファー長には、データ  バッファー内の出力文字列の長さ

が反映されます。 この場合は、 エラーの原因となったファイル名の長さが

入り ます。

ポジシ ョ ニング Continuous オペレーシ ョ ンを実行しても、 ファ イルにカレンシーは確立し

ません。

11 指定されたファイル名は不正です。

12 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは指定されたファ イルを見つけ

られません。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。

51 オーナー ネームが不正です。

88 アプリ ケーシ ョ ンでモードの不一致エラーが発生しました。

91 アプリ ケーシ ョ ンでサーバー エラーが発生しました。
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Create （14）

Create オペレーシ ョ ン （B_CREATE） では、 アプ リ ケーシ ョ ン内部から新

しいデータ  ファ イルを生成できます。 Create オペレーシ ョ ンにはファイル

の削除または名前変更ができるサブファンクシ ョ ンもあ り ます（「Create オ
ペレーシ ョ ンによる削除および名前変更サブファンクシ ョ ン」 を参照）。

メ モ  同じディ レク ト リに、 ファ イル名が同一で拡張子のみが異なる

よ うなファ イルを置かないでください。 たとえば、 同じディ レク ト リ

内のデータ  ファ イルの 1 つに Invoice.btr、も う  1 つに Invoice.mkd とい

う名前を付けてはいけません。このよ うな制限が設けられているのは、

データベース  エンジンがさまざまな機能でファ イル名のみを使用し、

ファ イルの拡張子を無視するためです。 ファ イルの識別にはファイル

名のみが使用されるため、ファ イルの拡張子だけが異なるファイルは、

データベース  エンジンでは同一のものである と認識されます。

パラ メ ーター

前提条件 既存のファ イルを基に空のファ イルを作成する場合は、 Create オペレー

シ ョ ンを実行する前に必ずその既存ファイルは閉じているよ うにします。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 14 を設定します。

2 「詳細」 の説明に従い、 データ  バッファーにファイル仕様、 キー仕様、

およびオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を指定します

（格納するファイル仕様とキー仕様の値はすべて、バイナリ形式でなけ

ればなり ません）。

3 データ  バッファー長を指定します。 これは、 Create の指定を含むバッ

ファーの長さであ り、 ファ イルのレコード長ではあ り ません。

4 キー バッファーにファイルのパス名を指定します。パス名の終端は必

ず空白かバイナリ  ゼロにします。パス名は、ボ リ ューム名および終端

文字を含めて、 255 文字までの範囲で指定するこ とができます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値
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Pervasive PSQL ク ラ イアン ト でサポー ト するパス名の詳細について

は、 『Getting Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive リ クエスター

でサポー ト するネ ッ ト ワーク  パスの形式」 を参照して く ださい。

『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「データベース  URI」 も参照し

てください。

5 キー番号パラ メーターの値を、表 14 の値のいずれかを使って指定しま

す。

詳細 表 8 は、 ファ イル仕様およびキー仕様を格納する順序を示しています。

表 8  Create オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァー構造体

説明 データ型 1 バイト番号 値の例 2

フ ァ イル仕様

論理固定レコード長 3 Short Int4 0, 1 すべてのフ ィールド を結

合したサイズです。

ページ サイズ

Pervasive PSQL 6.x から  9.4 

Short Int 2, 3

  512

Pervasive PSQL 6.x 以上  1,024

Pervasive PSQL 6.x から  9.4  1,536

Pervasive PSQL 6.x 以上  2,048

Pervasive PSQL 6.x から  9.4  3,072

 3,584

Pervasive PSQL 6.x 以上  4,096

Pervasive PSQL 9.0 から  9.4x  8,192

Pervasive PSQL 9.5 以上 16,384

ほとんどのファ イルでは最小サイズの 4096 バイ トが最も効率的です。微調整を行う場

合の詳細については、「ページ レベル圧縮を用いたファ イルの作成」 を参照してくださ

い。

9.5 ファイル形式のファイルを作成する場合、指定された論理ページ サイズがそのファ

イル形式で有効ならば、 MicroKernel は指定値の次に大きな有効値があるかど うかを調

べ、 存在する場合はその値に切り上げます。 それ以外の値やファ イル形式の場合、 オ

ペレーシ ョ ンはステータス  コード  24 で失敗します。古いバージ ョ ンのファ イル形式で

は切り上げは行われません。

キー （インデッ クス） 数 Byte 4
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ファ イル バージ ョ ン Byte 5

0x60 バージ ョ ン 6.0

0x70 バージ ョ ン 7.0

0x80 バージ ョ ン 8.0

0x90 バージ ョ ン 9.0

0x95 バージ ョ ン 9.5

0x00 デー タ ベー ス

エ ン ジ ン のデ

フォルト を使用

予約済み （Create オペレーシ ョ ンでは使用しません） 予約済み 6- 9 0

ファ イル フラグ。 ファ イル属性を指定します。 ファ

イルの例では、ファ イル フラグを使用していません。

Short Int 10, 11 0

追加ポインター数。将来のキーの追加のために予約す

る重複ポインター数を設定します。 ファ イル属性で

予約重複ポインターを指定する場合に使用します。

Byte 12 0

予約済み （Create オペレーシ ョ ンでは使用しません） 予約済み 13 0

プ リ アロケー ト  ページ数。 事前に割り当てられる

ページ数を設定します。 ファ イル属性でページ プリ

アロケーシ ョ ンを指定する場合に使用します。

Short Int 14, 15 0

キー 0 （ラ ス ト  ネーム） のキー仕様

キー ポジシ ョ ン。 レコード内のキーの最初のバイ ト

の位置を指定します。 レコード内の最初のバイ トは

1 です。

Short Int 16, 17 1

キー長。 バイ ト単位でキーの長さを指定します。 Short Int 18, 19 25

キー フラグ。 キー属性を指定します。 Short Int 20, 21 EXTTYPE_KEY + 
NOCASE_KEY + DUP + 
MOD

Create には使用しません。 Byte 22-25 0

拡張キー タイプ。キー フラグで 「拡張キー タイプを

使用する」 を指定する場合に使用します。 拡張デー

タ型のうちの 1 つを指定します。

Byte 26 ZSTRING

ヌル値 （レガシー ヌルのみ）。 キー フラグで 「ヌル

キー （すべてのセグメン ト ）」 または 「ヌルキー （任

意のセグ メ ン ト ） 」 を指定する場合に使用します。

キーの除外値を指定します。 レガシー ヌルと真のヌ

ルの概念については、「ヌル値」を参照して ください。

Byte 27 0

Create には使用しません。 Byte 28, 29 0

表 8  Create オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァー構造体

説明 データ型 1 バイト番号 値の例 2
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メ モ  ト ランザクショ ナル インターフェイスは Create オペレーショ ンで

はデータ  バッファーの 「未使用」 および 「予約済み」 領域を使用しま

せんが、 それらを割り当てておく必要があ り ます。 将来のリ リース と

の互換性を維持するため、予約済み領域はゼロに初期化して ください。

手動割り当てキー番号。 ファ イル属性で 「キー番号」

を指定する場合に使用します。 キー番号を割り当て

ます。

Byte 30 0

ACS 番号。キー フラグで 「デフォルトの ACS を使用

する」 、 「ファ イル内の番号付きの ACS を使用する」

または 「名前付きの ACS を使用する」 を指定する場

合に使用します。 使用する  ACS 番号を指定します。

Byte 31 0

キー 1 （社員 ID） のキー仕様

キー ポジシ ョ ン。 （社員 ID は、 ミ ドル イニシャルの

後の最初のバイ トから始ま り ます。）

Short Int 32, 33 52

キー長。 Short Int 34, 35 4

キー フラグ。 Short Int 36, 37 EXTTYPE_KEY + MOD

Create には使用しません。 Byte 38-41 0

拡張キー タイプ。 Byte 42 INTEGER

ヌル値。 Byte 43 0

Create には使用しません。 Byte 44, 45 0

手動割り当てキー番号。 Byte 46 0

ACS 番号。 Byte 47 0

ページ圧縮のキー仕様

物理ページ サイズ 5 Char A 512 
（デフォルト値）

1 特に指定がない場合、 すべてのデータ型は符号なしです。

2 簡素化を図るため、 数値以外の値の例は C アプリ ケーシ ョ ンの場合です。

3 可変長レコードを持つファ イルの場合、 論理レコード長はレコードの固定長部分のみを指します。

4 Short Integer （Short Int） は 「 リ トル エンディアン」 のバイ ト順、 つま り、 Intel 系のコンピューターが採用

している下位バイ トから上位バイ トへ記録する方式で格納する必要があ り ます。

5 ページ レベル圧縮でのみ使用します。 ページ圧縮ファ イル フラグ （表 6 を参照） と組み合わせて使用する

必要があ り ます。詳細については、『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「ページ レベル圧縮を用いたファ

イルの作成」 を参照して ください。

表 8  Create オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァー構造体

説明 データ型 1 バイト番号 値の例 2
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フ ァ イ ル仕様

データ  バッファーの先頭 16 バイ トにはファイル仕様を格納します。 バイ

トは 0 から数え始めます。 レコード長、ページ サイズおよびインデッ クス

数の情報を整数で格納します。

論理レ コー ド 長。 （オフセッ ト  0x00） 論理レコード長はファ イルの固定長

データのバイ ト数です （論理レコード長には可変長データを含めないでく

ださい）。

ページ サイズ。 （オフセッ ト  0x02） ページ サイズはファ イル形式のバー

ジ ョ ンによって決まっています。 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の

「ページ サイズの選択」 を参照してください。

イ ンデ ッ ク ス数。 （オフセッ ト  0x04） インデッ クス数はファ イルに対して

定義しているキーの数です。 キー セグメン ト数ではあ り ません。データオ

ン リー ファ イルを作成するには、 インデッ クス数に 0 を設定します。

フ ァ イル バージ ョ ン。 （オフセッ ト  0x05） 作成する ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスのファイル バージ ョ ンです。前のリ リースでは、 ト ランザ

クシ ョ ナル インターフェ イ スは 2 バイ ト 整数を使って Create オペレー

シ ョ ンでインデッ ク ス数を取得していました。 インデッ ク スの最大数は

119 であるため、 この整数の上位バイ トは常にゼロでした。 この上位バイ

トは、 Stat オペレーシ ョ ンではファイル バージ ョ ンを返すために常に使用

されていますが、 以前のアプリ ケーシ ョ ンを破棄しな く と も、 Create オペ

レーシ ョ ンでファ イル バージ ョ ンの指定に使用できるよ うにな り ました。

Create でサポート されるファ イル バージ ョ ンは 6.x、 7.x、 8.x、 9.x、 9.5 で
す。 これらは、 それぞれ 16 進数の値 0x50、 0x60、 0x70、 0x80、 0x90、 0x95
で特定のバイ トに示されます。

物理ページ サイズ。 （オフセッ ト  0xA） このフ ィールドは、 以前は 「未使

用」 とマーク されていました。 このフ ィールドはページ圧縮ファイル フラ

グと組み合わせて使用されます。 ページ圧縮フラグが指定されていなけれ

ば、 このフ ィールドは無視されます。

バージ ョ ン 6.x 以降のデータ  ファ イルでは、 論理ページは物理ページに割

り当て、ページ アロケーシ ョ ン テーブル （PAT） に格納します。物理ペー

ジのサイズは論理ページのサイズと同一です。 ページ圧縮は 9.5 以降の

ファイル形式で使用できます。データベース  ページはページ レベルで圧縮

されます。各論理ページは、1 つ以上の物理ページ単位に圧縮されます。こ

れら個々の物理ページのサイズは、 1 論理ページよ り も小さ くな り ます。

物理ページ サイズ フ ィールドを使用して、ファ イルで使用する物理ページ

サイズを指定できます。 このフ ィールドで指定する値は、 使用される実際

の物理ページ サイズを決定するため、 512 の倍数にします。 ゼロを指定す

る と、エンジンは物理ページ サイズのデフォルト値を使用します。デフォ

ルト値は 512 バイ トです。

物理ページ サイズに指定された値は、論理ページ サイズに指定された値よ

り も大き くするこ とはできません。物理ページ サイズに指定された値の方

が大きい場合、エンジンは論理ページ サイズと同じになるよ うその値を切
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り捨てます。論理ページ サイズは物理ページ サイズの倍数になっていなけ

ればなり ません。倍数でない場合、その論理ページ サイズの値は物理ペー

ジ サイズの値のちょ う ど倍数になるよ う切り捨てられます。このよ うな操

作の結果と して、論理ページ サイズと物理ページ サイズの値が同じになっ

た場合、ページ レベルの圧縮はこのファイルに適用されません。『Pervasive
PSQL Programmer's Guide』の「ページ レベル圧縮を用いたファイルの作成」

も参照して ください。

フ ァ イル フ ラグ。 （オフセッ ト  0x0A） ファ イル フラグ ワードのビッ ト を

セッ ト して、 ファ イルの属性を指定します。表 9 に、 ファ イル フラグの値

の 2 進、 16 進、 および 10 進表記を示します。

表 9  フ ァ イル フ ラグの値

属性 定数 2 進数 16 進数 10 進数

可変長レコード  VAR_RECS 0000 0000 
0000 0001

1 1

ブランク  ト ランケーシ ョ ン BLANK_TRUNC 0000 0000 
0000 0010

2 2

ページ プリ アロケーシ ョ ン PRE_ALLOC 0000 0000 
0000 0100

04 4

データ圧縮 DATA_COMP 0000 0000 
0000 1000

08 8

キーオン リー ファ イル KEY_ONLY 0000 0000 
0001 0000

10 16

インデッ クス  バランス BALANCED_KEYS 0000 0000 
0010 0000

20 32

10% 空きスペース  スレッシ ョルド FREE_10 0000 0000 
0100 0000

40 64

20% 空きスペース  スレッシ ョルド FREE_20 0000 0000 
1000 0000

80 128

30% 空きスペース  スレッシ ョルド FREE_30 0000 0000 
1100 0000

C0 192

予約重複ポインター DUP_PTRS 0000 0001 
0000 0000

100 256

システムデータを含める 1 INCLUDE_SYSTEM_DATA 0000 0010 
0000 0000

200 512

システム データを含めない NO_INCLUDE_SYSTEM_DATA 0001 0010 
0000 0000

1200 4,608

キー番号 SPECIFY_KEY_NUMS 0000 0100 
0000 0000

400 1,024
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互換性のないフラグの使用は避けてください。 同一ビッ ト位置を使用する

フラグ間には互換性はあ り ません。 未使用のビッ トは将来使用するために

予約されています。 これらのビッ トには 0 を設定します。

ファ イルの属性を組み合わせるには、対応するファイル フラグの値を加算

します。 たとえば、 可変長レコードを含むこ とができ、 ブランク  ト ラン

ケーシ ョ ンを行う ファ イルを指定するには、 ファ イル フラグ ワードを 3
（2 + 1） に初期化して ください。 可変長レコードのビッ トが 0 に設定され

ている場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではブランク  ト ラン

ケーシ ョ ンおよび空きスペース  スレッシ ョルドのビッ ト を無視します。

ページ プ リ アロケーシ ョ ンのビッ ト を設定する場合は、 ファ イル仕様ブ

ロ ッ ク （アロケーシ ョ ン） の最後の 2 バイ ト を使用して、 ファ イルにプリ

アロケートするページ数を指定する整数値を格納して ください。 データ圧

縮のビッ ト を設定した場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは可

変長レコードのビッ トが無視されます。キーオン リー ファ イルのビッ ト を

設定した場合、ト ランザクシ ョナル インターフェイスではシステム  データ

のビッ トが無視されます。

データベース  エンジンは、システム データを使用しており、レコード長が

許容最大サイズを超えるファ イルについては自動的にデータ圧縮を使用し

ます。 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の表 12 を参照してください。

ファ イルを作成した後でインデッ クスの追加が予想され、 そのインデッ ク

スに多数の重複した値が含まれる場合は、 重複ポインターのビッ ト を設定

します。 このビッ ト を設定する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

では重複した値を リ ンクするポインターのためにファイルの各レコードに

スペースが確保されるよ うにな り ます。 このよ うなスペースを確保するこ

とによ り、 特に、 キーが長く、 多数のレコードが重複するキー値を持つこ

とが予測される場合には、 検索時間を短縮し、 ディ スク領域を節約できる

場合があ り ます。

VAT の使用 VATS_SUPPORT 0000 1000 
0000 0000

800 2,048

ページ圧縮の使用 2 PAGE_COMPRESSED 0010 0000 
0000 0000

2000 8,192

1 システム  データをファイルに含めるかど うかを明示的に指定していない場合、 Btrieve API は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイス設定オプシ ョ ンの 「システム  データ」 のその時点の設定を使用します。

2 ページ レベル圧縮でのみ使用します。 「物理ページ サイズ」 キー仕様と組み合わせて使用されます。 詳細

については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「ページ レベル圧縮を用いたファイルの作成」 を参照

してください。

表 9  フ ァ イル フ ラグの値

属性 定数 2 進数 16 進数 10 進数
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メ モ  重複ポインターの領域は、ファ イル作成後に追加されるインデッ

クスのみを対象に予約できます。 したがって、 重複値へのポインター

のために領域を確保する と きは、 この Create オペレーシ ョ ンの実行中

に作成されるインデッ クスの領域は含めないでください。 また、 繰り

返し重複キーと して指定されるキーについて、 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスは重複ポインターの領域を確保しません。

特定の番号をキーに割り当てるこ とが必要な場合は、 キー番号のビッ ト を

設定し、 希望するキー番号をキー仕様ブロ ッ クの手動割り当てキー番号要

素 （オフセッ ト  0x0E） に入れます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スではキー番号が連続している必要はあ り ません。つま り、ファ イルのキー

番号は飛んでいてもかまいません。 キーが作成される と、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスはデフォルトで、 0 から始まるキー番号のうち使用

可能な最小の番号をそのインデッ クスに割り当てます。ただし、アプリ ケー

シ ョ ンによっては、 デフォルトの割り当てとは異なるキー番号が必要なこ

と もあ り ます。

ファ イルで可変長部割り当てテーブルを使用する場合は、 VAT の使用の

ビッ ト を設定します。VAT を使うには、 ファ イルで可変長レコードを使用

しているこ とが必要です。

予約する重複ポイ ン ター数。 （オフセッ ト  0x0C） 予約する重複ポインター

数をファイルごとに指定できます。予約重複ポインターのファイル フラグ

を指定した場合にのみ、 この要素を使用して ください。 重複キーの詳細に

ついては、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「重複キー」 を参照し

てください。

アロケーシ ョ ン。 （オフセッ ト  0x0E） プ リ アロケートするページ数を指定

できます。ページ プリ アロケーシ ョ ンのファイル フラグを指定した場合に

のみ、 この要素を使用して ください。 ページのプリ アロケーシ ョ ンの詳細

については、『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「ページ プリ アロケー

シ ョ ン」 を参照して ください。
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キー仕様ブロッ ク

ファ イル仕様のすぐ後にキー仕様ブロッ クを配置します。 ファ イルのキー

セグメン ト ごとに 16 バイ トのキー仕様ブロ ッ クを割り当てます。 キー ポ
ジシ ョ ンおよびキー長の情報は整数で格納します。

キー セグメン トの最大許容数は、ファ イルのページ サイズによって異なり

ます。

『Status Codes and Messages』 のステータス  コード  「26 ： 指定されたキーの

数が不正です。」 および 「29 ： キー長が不正です。」 を参照してください。

キー ポジシ ョ ン。 （オフセッ ト  0x00） キー ポジシ ョ ンは、 キーまたはキー

セグメン トの開始位置のバイ ト  オフセッ トです。ポジシ ョ ンは 1 からの相

対になり ます。 レコードの先頭に位置するキーは、 ポジシ ョ ン  1 から始ま

り ます。 ポジシ ョ ン 0 はあ り ません。

キー長。 （オフセッ ト  0x02） キーまたはキー セグメン トの長さです。 キー

の最大長は、 すべてのキー セグメン ト を含めて、 255 バイ トです。

ページ サイズ

（バイト数）

キー セグメントの最大数 （ファイル バージョン別）

8.x 以前 9.0 9.5

512 8 8 切り上げ 2

1,024 23 23 97

1,536 24 24 切り上げ 2

2,048 54 54 97

2,560 54 54 切り上げ 2

3,072 54 54 切り上げ 2

3,584 54 54 切り上げ 2

4,096 119 119 204 （または 119） 3

8,192 N/A1 119 420 （または 119） 3

16,384 N/A1 N/A1 420 （または 119） 3

1 N/A は 「適用外」 を意味します。

2 「切り上げ」 は、 ページ サイズを、 ファ イル バージ ョ ンでサポート される次

のサイズへ切り上げるこ とを意味します。 たとえば、 512 は 1,024 に切り上げら

れ、 2,560 は 4,096 に切り上げる という こ とです。

3 リ レーシ ョナル インターフェイスで使用できるインデッ クス  セグメン トの最

大数は 119 です。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスの場合、最大数は、ペー

ジ サイズ 4,096 では 204、 ページ サイズ 8,192 および 16,384 では 420 です。
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キー フ ラグ。 （オフセッ ト  0x04） キー フラグ ワードのビッ ト をセッ ト し

て、 キーの属性を指定します。 表 10 に、 キー フラグの値の 2 進、 16 進、

および 10 進表記を示します。

互換性のないフラグの使用は避けてください。 同一ビッ ト位置を使用する

フラグ間には互換性はあ り ません。 未使用のビッ トは将来使用するために

予約されています。 これらのビッ トには 0 を設定します。

キーの属性を組み合わせるには、 対応するキー フラグの値を加算します。

たとえば、キーが拡張キー タイプで、セグメン ト  キーの一部であ り、 さ ら

に降順に照合される場合は、 キー フラグ ワードを  336 （256 + 16 + 64） に

初期化します。

セグメン ト  キー属性は、データ  バッファー内の次のキー仕様ブロッ クが同

一キーの次のセグメン ト を指すこ とを示します。セグメン ト  キーについて

は以下の規則に従ってください。

表 10  キー フ ラグの値

属性 定数 2 進数 16 進数 10 進数

重複許可 （リ ンク された重複はデフォル

ト、 あ る い は 繰 り 返 し 重 複 用 に

REPEAT_DUPS_KEY と組み合わせる）

DUP 0000 0000 0000 0001 1 1

変更可能キー値 MOD 0000 0000 0000 0010 2 2

旧形式の BINARY データ型を使用 BIN 0000 0000 0000 0100 4 4

旧形式の STRING データ型を使用 （ビッ

ト  2 および 8 は 0 にする必要があ り ます）

0000 0000 0000 0000 0 0

ヌル キー （全セグメン ト ） NUL 0000 0000 0000 1000 8 8

セグメン ト  キー SEG 0000 0000 0001 0000 10 16

デフォルトの ACS を使用 ALT 0000 0000 0010 0000 20 32

ファ イル内の番号付きの ACS を使用 NUMBERED_ACS 0000 0100 0010 0000 420 1,056

名前付きの ACS を使用 NAMED_ACS 0000 1100 0010 0000 C20 3,104

降順ソート DESC_KEY 0000 0000 0100 0000 40 64

繰り返し重複（DUP 属性と組み合わせる） REPEAT_DUPS_KEY 0000 0000 1000 0000 80 128

拡張データ型を使用 EXTTYPE_KEY 0000 0001 0000 0000 100 256

ヌル キー （一部セグメン ト ） MANUAL_KEY 0000 0010 0000 0000 200 512

大文字小文字無視キー NOCASE_KEY 0000 0100 0000 0000 400 1,024
41



Btrieve API オペレーシ ョ ン
同一キーのすべてのセグメン トで、 重複可能、 繰り返し重複、 変更可

能およびヌル キーの値はそれぞれ同じでなければな り ません （レガ

シー ヌル キー属性を指定する場合は、全セグメン ト または一部セグメ

ン トのどちらの場合にも、 セグメン ト ごとに異なるヌル値を割り当て

るこ とができます）。

同一キーのすべてのセグメン トで、同一 ACS を使用する必要があ り ま

す。

同一キーのセグメン ト ごとに、 異なる降順ソートおよび拡張データ型

の値を設定できます。

ACS は、 STRING、 LSTRING および ZSTRING キーにのみ適用できます。

大文字小文字の区別を無視し、かつ ACS を使用するキーを定義するこ とは

できません。あるキーの一部のセグメン トにしか ACS が指定されていない

ファ イルの場合、 ACS が指定されているセグメン トはその ACS に従って

ソート され、ACS が指定されていないセグメン トはそれぞれの型に従って

ソート されます。

拡張データ型。 （オフセッ ト  0x0A） 拡張データ型をキー仕様ブロ ッ クのバ

イ ト  10 にバイナリ値で指定します。表 11 に、拡張データ型に対応するコー

ドを示します。

拡張データ型のコード  12、13、16 および 21 から  24 までは将来使用するた

めに予約されています。

表 11  拡張データ型

データ型 コード データ型 コード

CHAR 0 ZSTRING 11

INTEGER 1 UNSIGNED BINARY 14

FLOAT 2 AUTOINCREMENT 15

DATE 3 NUMERICSTS 17

TIME 4 NUMERICSA 18

DECIMAL 5 CURRENCY 19

MONEY 6 TIMESTAMP 20

LOGICAL 7 WSTRING 25

NUMERIC 8 WZSTRING 26

BFLOAT 9 GUID 27

LSTRING 10 NULL INDICATOR SEGMENT 255
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STRING および UNSIGNED BINARY データ型は、 標準型と拡張型のどち

ら と しても定義できます。 これによ り、以前のバージ ョ ンの Btrieve API を
使って開発したアプリ ケーシ ョ ンとの互換性が保てる一方、 新しいアプリ

ケーシ ョ ンで拡張データ型を排他的に使用できるよ うにな り ます。

キーに割り当てるデータ型に関し、 入力したレコードがそのキーに定義さ

れているデータ型に合っているかど うかは、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは確認されません。 たとえば、 TIMESTAMP キーをファイルに

定義する こ とができますが、 そこに文字列を格納する こ と もでき ます。

Btrieve API アプリ ケーシ ョ ンでは問題なく動作していても、 ODBC アプリ

ケーシ ョ ンで同じデータに ODBC TIMESTAMP データ型を使ってアクセ

スし よ う とする と、 正常に動作しないこ とがあ り ます。 これはおそら く、

バイ トの形式が異なり、 タイムスタンプ値を生成するアルゴ リズムが異な

るからです。 データ型の説明については、 『SQL Engine Reference』 を参照

してください。

ヌル値。 （オフセッ ト  0x0B） キー仕様ブロ ッ クのこのオフセッ トは、 キー

の除外値を表します。 あるキーをヌル キーと して定義した場合は、各キー

セグ メ ン ト のヌル値と して認識させる値を ト ランザクシ ョナル インター

フェイスに提供する必要があ り ます。 これは、 レガシー ヌルへの参照内に

あ り、 真のヌルには影響し ません。 ヌルのサポー ト の説明については、

『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「ヌル値」 を参照して ください。

手動割り当てキー番号。 （オフセッ ト  0x0E） ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは、インデッ クス付きのファイルを作成する と きに、アプリ ケー

シ ョ ンで特定のキー番号を割り当てるこ とができます。 ファ イルの各イン

デッ ク スに手動でキー番号を割り当てるには、 各キー番号をキー仕様ブ

ロ ッ クのバイ ト  14 にバイナリ値で指定し、 ファ イル フラグ ワードにキー

番号ビッ ト （0x400） を設定します。

キー番号はファイルで一意であ り、 キー 0 から昇順に指定されていなけれ

ばなり ません。 また、 有効な値、 つま り、 ファ イルのページ サイズに対す

るキーの最大数よ り も小さい値でなければなり ません。

手動でキー番号を割り当てる という機能は、 キーを削除して、 その削除し

たキーよ り も大きなキー番号を持つすべてのキーの番号を ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスに付け替えさせないよ うにする機能と相補関係に

あ り ます。 たとえば、 アプリ ケーシ ョ ンからインデッ クスを削除し、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスにそれよ り も大きな番号を持つキーの

番号を付け替えないよ うに指示を出した場合、 その後でユーザーが具体的

なキー番号を割り当てずに影響を受けたファイルを複製する と、 複製した

ファイルには元のファイルとは別のキー番号が割り当てられます。

ACS 番号。 （オフセッ ト  0x0F） 特定の ACS を使用するキーの場合、 キー

仕様ブロ ッ クのオフセッ ト  0x0F によ り、 キーの照合に使用する  ACS 番号

が示されます。ACS 番号はデータ  バッファー内の位置に基づいて決ま り ま

す。 最後のキー仕様ブロッ クに続く最初の ACS は、 ACS 番号 0 になり ま

す。 ACS 0 の次には ACS 1、 その次には ACS 2、 という よ うに続きます。
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オルタ ネート  コ レーティ ング シーケンス（ ACS）

アプリ ケーシ ョ ンでは、データ  バッファー内の最後のキー仕様ブロッ クの

直後から  ACS を 1 つずつ順に指定します。

ユーザー定義の ACS。文字列値を ASCII 標準とは異なる並び順でソートす

る  ACS を作成するには、 表 12 に示す形式を使って、 アプリ ケーシ ョ ンか

らデータ  バッファーに直接 265 バイ ト を設定する必要があ り ます。

ユーザー定義の ACS の例については、『Pervasive PSQL Programmer's Guide』
の 「オルタネート  コレーティング シーケンス」 を参照して ください。

イ ン ターナシ ョ ナル ソー ト 規則 （ISR）。 ISR を指定するには、 以下の形式

でアプ リ ケーシ ョ ンからデータ  バッファーに直接 265 バイ ト を設定する

こ とが必要です。

表 12  ユーザー定義の ACS を作成するためのデータ  バッ フ ァー

位置

（オフセット）

長さ 
（バイト単位）

説明

0 1 識別バイ ト。 0xAC を指定します。

1 8 ト ランザクシ ョナル インターフェイスに ACS を識

別させる、 8 バイ トの一意の名前。

9 256 256 バイ トのマップ。 マップ内の 1 バイ トの位置は

それぞれ、マップ内でのその位置のオフセッ ト と同

じ値を持つコード  ポイン ト に対応します。 その位

置にあるバイ ト の値は、 コード  ポイン ト に割り当

てられるコレーティング ウェイ トです。 たとえば、

コード  ポイン ト  0x61 （'a'） をコード  ポイン ト  0x41
（'A'） と同じウェイ トでソート させるには、オフセッ

ト  0x61 および 0x41 に同一の値を設定します。

表 13  ISR ACS を指定するためのデータ  バッ フ ァー

位置

（オフセット）

長さ

（バイト単位）

説明

0 1 識別バイ ト。 0xAE を指定します。

1 16 ト ランザクシ ョナル インターフェイスに ISR テー

ブルを識別させる、 16 バイ ト の一意の名前。 ISR
テーブル名の リ ス ト については、 『Pervasive PSQL
Programmer's Guide』 を参照してください。

17 248 Filler
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データ  バッ フ ァ ー長

データ  バッファー長は、 ファ イル仕様、 キー仕様、 および定義されている

ACS を十分に格納できるだけの長さを持つ必要があ り ます。 このパラ メー

ターにファイルのレコード長を指定しないでください。

たとえば、 1 セグメン トのキーを  2 つと  ACS を 1 つ持つファイルを作成す

るには、 Create オペレーシ ョ ンのデータ  バッファーには、 以下のよ うに、

少なく と も  313 バイ トの長さが必要です。

キー番号

Create オペレーシ ョ ンのキー番号パラ メーターは、 同名のファイルが既に

存在する場合に ト ランザクシ ョナル インターフェイスが警告を出すかど

うかを決定するために、 また、 ファ イルの作成時にト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスがローカル エンジンと リモート  エンジンのどちらを使用

するかを決定するために使用されます。

表 14 を使って、 キー番号パラ メーターで使用する値を決定します。

メ モ  ローカル エンジンでファ イルを作成するよ う指定する場合は、

ワークグループ エンジンでもサーバー エンジンでも、Create オペレー

シ ョ ンに何ら違いはあ り ません。

ファイル仕様 + キー仕様 + キー 2 仕様 + ACS

16 + 16 + 16 + 265 = 313

表 14  Create オペレーシ ョ ンのキー番号パラ メ ーター

CREATE オペレーション 選択しない ローカル エンジ

ンにファイルを

作成させる

リモート エンジ

ンにファイルを

作成させる

標準の作成 （ファ イルが既存の

場合、 上書きする）

0 6 99

ファイルが既存の場合、ステー

タス  59 を返す

-1 7 100
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Create オペレ ーショ ン によ る 削除およ び名前変更サブフ ァ
ンク ショ ン

Create オペレーシ ョ ンには 2 つのサブファンクシ ョ ンがあ り、 これを使用

してファイルの削除または名前変更ができます。

Pervasive.SQL v8.5 よ り前の リ リースでは、 オペレーティング システムを

介して ト ランザクシ ョナル インターフェイス  ファ イルを操作するこ とは

常に可能でした。 これは、 オペレーテ ィ ング システムが Pervasive PSQL
ユーザーに与える権限に ト ランザクシ ョナル インターフェイスが依存し

ていたためです。

しかし現在は、 セキュ リ ティが設定された Pervasive PSQL データベースが

ある場合、 承認されていないアクセスからデータベースを保護する過程に

おいて、このよ うなオペレーティング システムのアクセス権は除去される

こ とがあ り ます。 これによ り、 必ずしも必要な権限を利用できる とは限ら

なくなるため、 プログラムによるファ イルの削除や移動が困難になり まし

た。

名前変更と削除のサブファンクシ ョ ンは、代替キー番号を持つ Create オペ

レーシ ョ ンと して実装されています。新規データ  ファ イルを作成する場合

のよ うにファ イル仕様を指定する必要はあ り ません。 Create オペレーシ ョ

ンで名前変更と削除サブファンクシ ョ ンを使用するための設定方法を、 次

の表に示します。

これらのサブファンクシ ョ ンはセキュ リ テ ィ  モデルで動作するよ うに変

更されました。 その変更点と して、 サブファンクシ ョ ンは削除または名前

変更する ト ランザクシ ョナル インターフェイス  ファ イルを示すために、必

要に応じて、キー バッファーおよびデータ  バッファーでファイル名の代わ

りに URI を受け入れるよ うにな り ました。 これによ り、 セキュ リ ティ情報

をオペレーシ ョ ンに指定するこ とができます。 URI 接続文字列の詳細につ

いては、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「データベース  URI」 を参

照してください。

セキュ リ ティ情報は、 通常の Create または Open オペレーシ ョ ンとまった

く同様に処理されます。 ユーザーは認証され、 かつ、 既存のファイルに対

表 15  Create オペレーシ ョ ンのサブ フ ァ ン クシ ョ ン

機能 使用する

キー番号

説明 データ バッファー

に指定するもの

キー バッファー

に指定するもの

フ ァ イルの

名前変更

-127 データ  バッ

フ ァーの既存の

ファイルを、キー

バ ッ フ ァーの名

前に変更します。

既存のファ イル

名

新しいフ ァ イ

ル名

フ ァ イルの

削除

-128 フ ァ イルを削除

します。

適用外 既存のフ ァ イ

ル名
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し て、 また新しいフ ァ イルの保存場所 と な るデ ィ レ ク ト リ に対し て

DB_RIGHT_CREATE、DB_RIGHT_ALTER、および DB_RIGHT_OPEN 権限

を持っている必要があ り ます。

名前変更および削除サブフ ァ ンク ショ ンでの注意

以前の Create オペレーシ ョ ンの機能は変更されていません。 ト ランザ

クシ ョ ナル インターフェ イス  データ  フ ァ イルを新規作成する場合

は、既存マニュアルの Create オペレーシ ョ ンの説明に従ってください。

RenameFile および DeleteFile サブファンクシ ョ ンは種々雑多なページ

の内容には影響しないため、 特定のデータベースにバインド されてい

るファ イルに使用するこ とはできません。

ファ イルにオーナー ネームが含まれている場合、新しいサブファンク

シ ョ ンではオーナー ネームのチェッ クは行われません。オーナー ネー

ムはファイルの内容を表示させるためには、 引き続き必要です。

結果 Create オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスから同名のファイルが既に存在する と警告されるか、 仕様に

従って新しいファイルが作成されます。 新規ファイルにはレコードは含ま

れていません。Create オペレーシ ョ ンでは作成したファイルを開きません。

したがって、 ファ イルにアクセスするには、 アプ リ ケーシ ョ ンで Open オ
ペレーシ ョ ンを実行する必要があ り ます。

Create オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されます。

表 16  Create サブ フ ァ ン クシ ョ ン －キー バッ フ ァーでの URI パラ メ ーターの使用

機能 URI パラメーター 
file=

URI パラメーター 
dbfile=

URI パラメーター 
table=

名前変更 ○ ○ ×

削除 ○ ○ ×

表 17  Create サブフ ァ ンク ショ ン  －データ  バッ フ ァ ーでの URI パラ メ ータ ーの使用

機能 file= dbfile= table=

名前変更 ○ ○ ×

削除 適用外 適用外 適用外

2 アプリ ケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。

11 指定されたファイル名は不正です。

18 ディ スクがいっぱいです。
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ポジシ ョ ニング Create オペレーシ ョ ンを実行しても、 ファ イルにカレンシーは確立しませ

ん。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

24 ページ サイズまたはデータ  バッファー サイズが不正です。

25 アプリ ケーシ ョ ンが指定されたファイルを作成できません。

26 指定されたキーの数が不正です。

27 キー ポジシ ョ ンが不正です。

28 レコード長が不正です。

29 キー長が不正です。

48 オルタネート  コレーティング シーケンス定義が不正です。

49 拡張キー タイプが不正です。

59 指定されたファイルは既に存在します。

104 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがロケールを認識しません。

105 このファ イルは、 可変長部割り当てテーブル （VAT） 付きで作成するこ

とはできません。

134 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがインターナシ ョナル ソー ト規

則 （ISR） を読み取れません。

135 指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損して

いるか、 または不正です。
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Create Index （31） 
Create Index オペレーシ ョ ン （B_BUILD_INDEX） では、 既存のファイルに

キーを追加します。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イル内の既存のキー セグメン ト数は、許容されるキー セグメン ト

の最大数から追加するキー セグ メ ン ト数を差し引いた値以下でなけ

ればなり ません。

許容されるキー セグメン トの最大数は、 ファ イルのページ サイズに

よって決ま り ます。次の表に、ページ サイズとキー セグメン トの最大

数を示します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値

ページ サイズ

（バイト数）

キー セグメントの最大数 （ファイル バージョン別）

8.x 以前 9.0 9.5

512 8 8 切り上げ 2

1,024 23 23 97

1,536 24 24 切り上げ 2

2,048 54 54 97

2,560 54 54 切り上げ 2

3,072 54 54 切り上げ 2

3,584 54 54 切り上げ 2

4,096 119 119 204 （または 119） 3

8,192 N/A1 119 420 （または 119） 3
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『Status Codes and Messages』のステータス  コード  「26：指定されたキー

の数が不正です。」 および 「29 ： キー長が不正です。」 を参照して くだ

さい。

新しいキーのキー フラグ、位置および長さが、 キーを追加しよ う と し

ているファ イルに対して適切であるこ とを確認します。

ト ランザクシ ョ ンが実行中でないこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 31 を設定します。

2 キーを追加するファイルのポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

3 キーの各セグメン トについて、16 バイ トのキー仕様ブロ ッ クをデータ

バッファーに格納します。 表 8 で定義されているものと同じ構造体を

使用します。 キー ポジシ ョ ンおよびキー長の情報は整数で格納しま

す。システム定義のログ キー （システム データ と も言います） を再構

築している場合、データ  バッファーは少なく と も  16 バイ トの長さで、

ゼロに初期化されている必要があ り ます。

4 新しいキーに ACS を定義するには、次のいずれかの手順を実行します。

デフォルトの ACS、つま り、 ファ イルに既に定義されている先頭

の ACS を使用するには、 キー フラグ ワードに 「デフォル ト の

ACS を使用」 属性を指定します。

新しい ACS を定義するには、 キー フラグ ワードに 「番号付きの

ACS を使用」 属性を指定し、 ACS 番号フ ィールドにゼロ （0） を

設定します。 さ らに、データ  バッファーの最後のキー仕様ブロッ

クの後に 265 バイ トの ACS を格納します。

16,384 N/A1 N/A1 420 （または 119） 3

1 N/A は 「適用外」 を意味します。

2 「切り上げ」 は、 ページ サイズを、 ファ イル バージ ョ ンでサポート される次

のサイズへ切り上げるこ とを意味します。 たとえば、 512 は 1,024 に切り上げら

れ、 2,560 は 4,096 に切り上げる という こ とです。

3 リ レーシ ョナル インターフェイスで使用できるインデッ クス  セグメン トの最

大数は 119 です。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスの場合、最大数は、ペー

ジ サイズ 4,096 では 204、 ページ サイズ 8,192 および 16,384 では 420 です。

ページ サイズ

（バイト数）

キー セグメントの最大数 （ファイル バージョン別）

8.x 以前 9.0 9.5
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名前によって既存の ACS を指定するには、 キー フラグ ワードに

「名前付きの ACS を使用」 属性を指定し、 ACS 番号フ ィールドに

ゼロ （0） を設定します。 さ らに、 ACS 名を、 データ  バッファー

の最後のキー仕様ブロッ クの後にある  265 バイ トのブロ ッ クの先

頭から格納します（名前よ り後の ACS ブロ ッ クの残り部分は無視

されます）。名前の形式は次のいずれかに従っている必要があ り ま

す。

5 データ  バッファー長パラ メーターにデータ  バッファー内のバイ ト数

を設定します。新しいキーが ACS を持たない、 も し くはデフォルトの

ACS を使用する場合は、次の式を使って正しいデータ  バッファー長を

決定します。

16 * ( セグメン ト数 )

新しいキーでデフォルト以外の ACS を指定する場合は、次の式を使っ

て正しいデータ  バッファー長を決定します。

16 * ( セグメン ト数 ) + 265

6 作成されるキーに特定のキー番号を割り当てるには、 目的のキー番号

に 0x80 を加算し、その合計値をキー番号パラ メーターに入れます。シ

ステム定義のログ キー （システム データ） を再構築している場合は、

0xFD （つま り、 キー番号 125 + 128） を指定します。

メ モ  キー番号はファ イルで一意であるこ とが必要です。 また、 有効

な値でなければなり ません （つま り、 各キー番号の値は、 ファ イルの

ページ サイズに対して許容されるキーの最大数よ り も小さい値でな

ければなり ません）。

詳細 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、キーを作成する と きに特定の

キー番号を割り当てるこ とができます。 この機能は、 キーを削除して、 そ

の削除したキーよ り も大きなキー番号を持つすべてのキーの番号を ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスに付け替えさせないよ うにする機能と相

補関係にあ り ます。 アプリ ケーシ ョ ンがインデッ クスを削除し、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスにそれよ り も大きな番号を持つキーの番号

ACS の種類 長さ （バイト単位） 説明

ユーザー定義の ACS 1 識別バイ ト  0xAC

〃 8 ACS テーブル名

ISR 1 識別バイ ト  0xAE

〃 16 ISR テーブル名
51



Btrieve API オペレーシ ョ ン
を付け替えないよ うに指示を出した場合、 その後でユーザーが具体的な

キー番号を割り当てずに影響を受けたファ イルを複製する と、 複製した

ファイルには元のファイルとは別のキー番号が割り当てられます。

データ  バッファーで ACS を定義する と、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスは ACS 定義をファ イルに追加する前に、 まず指定された名前を

使って既存の ACS をチェッ ク します。 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスが指定された名前を持つ既存の ACS を検出した場合、ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスはファイル内で ACS 定義の複製は行わず、 既存の

ACS と新しいキーとの関連付けを行います。

キー フラグ ワードに 「名前付きの ACS を使用」 属性を指定した場合、 ト

ランザクシ ョ ナル インターフェ イスはデータ  バッ フ ァーに指定された

ACS 名を使ってファイル内で同名の ACS を検索してから、 その ACS を新

しいキーに割り当てます。

ファ イルが複数の ト ランザクシ ョナル インターフェイスによって開かれ

ており、ある ク ライアン トが Create Index プロセスを開始した場合、 リモー

ト  ク ライアン トは、ト ランザクシ ョナル インターフェイスによってキーが

作成されている間も、同じファ イルに対して Get および Step オペレーシ ョ

ンを実行できます。

作成されるキーが AUTOINCREMENT キーでない場合は、リモート  ク ライ

アン ト の Get および Step オペレーシ ョ ンにロ ッ ク  バイアスを使用でき、

Create Index プロセスが完了したと きに、読み取りオペレーシ ョ ンをさ らに

発行しなくても、 ロ ッ ク されていたレコードを更新したり削除したりでき

ます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではキーを作成するためにレ

コードのイ メージを変更する必要がないため、 このよ うな処理が可能にな

り ます。

ただし、 作成されるキーが AUTOINCREMENT キーである場合は、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスではインデッ クスを構築し、 かつ適切な

フ ィールドでゼロ値を使ってすべてのレコードを変更する必要があ り ま

す。キーの作成前または最中にロッ ク  バイアスを使わずに Get または Step
オペレーシ ョ ンを実行した リモート  ク ライアン トは、キーの作成が正常に

終了した後で Update または Delete オペレーシ ョ ンを実行する と き、ステー

タス  コード  80 を受け取り ます。

また、 ある ク ラ イアン トがレコードをロ ッ ク している最中に、 別のク ライ

アン トが AUTOINCREMENT キーを作成しよ う とする と、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスからステータス  コード  84 が返されます。 同様に、

あるク ラ イアン トが AUTOINCREMENT キーのインデッ クスを作成してい

る最中に、別のク ライアン トがロ ッ ク  バイアスを使って Get または Step オ
ペレーシ ョ ンを実行しよ う とする と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スからステータス  コード  85 が返されます。
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結果 ト ランザクシ ョナル インターフェイスはファ イルに新しいキーを直ちに

追加します。 このオペレーシ ョ ンの所要時間は、 インデッ クスが作成され

る総レコード数、 フ ァ イルのサイズおよび新しいインデッ ク スの長さに

よって変わり ます。

Create Index オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、新しいキーの番号は指

定した番号になるか、 または次のいずれかになり ます。

キー番号が飛んでいないファイルの場合は、 新しいキー番号は以前の

最大のキー番号よ り  1 つ大き くな り ます。

キー番号が飛んでいるファイルの場合は、 新しいキー番号は欠けてい

るキー番号のうちの最小の番号になり ます。

オペレーシ ョ ンの終了しだい、 新しいキーを使ってデータにアクセスする

こ とができるよ うにな り ます。

Create Index オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合、 新しいイン

デッ クスの一部が既に構築されていたと しても、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスはそれをすべて削除します。 エラーが発生する前に新しいイ

ンデッ クスに割り当てられたファイル ページは、ファ イルの空き領域リ ス

トに置かれ、 レコードを挿入したり別のキーを作成したりする と きに再利

用されます。

AUTOINCREMENT キーの作成中にエラーが発生する と、 それまでに変更

されている値はそのまま残り ます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

から返される可能性のあるステータス  コードは次のとおりです。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

27 キー ポジシ ョ ンが不正です。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。

45 指定したキー フラグが不正です。

49 拡張キー タイプが不正です。

56 インデッ クスが不完全です。

84 レコードまたはページがロ ッ ク されています。

85 ファイルはロ ッ ク されています。

104 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがロケールを認識しません。

134 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがインターナシ ョナル ソー ト規

則 （ISR） を読み取れません。

135 指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損して

いるか、 または不正です。

136 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 指定されたオルタネート  コ
レーティング シーケンスをファ イル内に見つけられません。
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キーの作成中に処理が中断されても、 ファ イルのほかのキーを使ってファ

イルのデータにアクセスするこ とはできます。 しかし、 不完全なインデッ

クスを使ってデータにアクセスしよ う とする と、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスから  0 以外のステータス  コードが返されます。この問題を解

決するには、 Drop Index オペレーシ ョ ン （32） を使って不完全なインデッ

クスを削除し、 Create Index オペレーシ ョ ンを再発行して ください。

ポジシ ョ ニング Create Index オペレーシ ョ ンは、ファ イルのカレンシー情報にまったく影響

しません。
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Delete （4）

Delete オペレーシ ョ ン （B_DELETE） では、 ファ イルから既存のレコード

を削除します。削除したレコードが占有していたスペースは、新しいレコー

ドを挿入するために再利用されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

対象となるファ イルの物理カレンシーまたは論理カレンシーを確立し

ておく こ とが必要です。 この要件を満たすオペレーシ ョ ンには次のも

のがあ り ます。 Get、 Step、 Insert および Update オペレーシ ョ ンです。

ただし、 Get ... Extended、 Get Key、 Step ... Extended は除きます。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 4 を設定します。

2 削除するレコードを含むファイルのポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

詳細 Delete オペレーシ ョ ンを Extended Get または Extended Step オペレーシ ョ ン

の直後に実行した場合、 これは有効なオペレーシ ョ ンにな り ません。

Get オペレーシ ョ ンの直後に Delete オペレーシ ョ ンを実行する場合は、Get
オペレーシ ョ ンから返されるキー番号を変更しないでください。 変更して

しま う と、レコードはト ランザクシ ョナル インターフェイスで正常に削除

されますが、 レコード削除後に実行する最初の Get オペレーシ ョ ンでス

テータス  コード  7 が返されます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、Get Key オペレーシ ョ ン（+50）
の後に Delete オペレーシ ョ ンを実行する こ とはできません。 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスで Delete オペレーシ ョ ンを実行する前に、変更

しよ う と しているデータ  ページの現在の使用回数と、レコードを読み取っ

た時点のデータ  ページの使用回数が比較されます。使用回数を取得するに

は、ト ランザクシ ョナル インターフェイスがデータ  ページを読み取る必要

があ り ます。

Get Key オペレーシ ョ ンではデータ  ページを読み取らないので、 Delete オ
ペレーシ ョ ンで比較するための使用回数が利用可能になり ません。 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスでは、比較なしにパッシブ並行制御の矛盾

チェッ クを実行できないため、 Delete オペレーシ ョ ンは正常に実行されま

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○

戻り値 ○
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せん。 Delete オペレーシ ョ ンが正常に実行されないと、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスからステータス  コード  8 が返されます。

結果 Delete オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスによってファイルからレコードが削除され、 削除したレコー

ドにロ ッ クが設定されていた場合はそのロ ッ クが解除され、 さ らに削除の

結果を反映して、 すべてのキー インデッ クスを調整されます。

Delete オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されま

す。

Delete オペレーシ ョ ンを実行してもファ イル サイズは小さ くな り ません。

レコードの削除によって生じる空き領域は、 今後レコードを追加する と き

に再利用されます。ディ スク容量を回復するには、ファ イルを再作成して、

そのファイルにすべてのレコードを挿入するしかあ り ません。

ポジシ ョ ニング Delete オペレーシ ョ ンを実行する と、 すべての物理位置情報と現在のレ

コードの論理位置は消去されますが、 次のレコードまたは前のレコードの

論理位置は変わり ません。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

80 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでレコード  レベルの矛盾が発生

しました。

84 レコードまたはページがロ ッ ク されています。

85 ファイルはロ ッ ク されています。
56



Drop Index （32）
Drop Index （32）

Drop Index オペレーシ ョ ン （B_DROP_INDEX） では、既存のファイルから

キーを削除します。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イル内にキーが存在しているこ とが必要です。

ト ランザクシ ョ ンが実行中でないこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 32 を設定します。

2 削除するキーを含むファイルのポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

3 キー番号パラ メーターに削除するキーの番号を格納します。 システム

定義のログ キー（システム データ と も言います） を削除するには、125
を指定します。

詳細 システム定義のログ キーを削除した場合、 Create Index （31） オペレーシ ョ

ンを使ってそれを再構築するこ とができます。

キーを削除する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは特に指定が

なければ、 削除したキーよ り もキー番号の大きなキーはすべて自動的に番

号が付け替えられます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、削除

したキーよ り もキー番号の大きなキーは、 番号が 1 ずつ小さ くな り ます。

たとえば、 キー番号 1、 4、 および 7 を含むファイルがある と します。 キー

4 を削除する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは残ったキーの

番号が 1 と  6 に付け替えられます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスによってキー番号を自動的に付け

替えられたくない場合は、 128 とい うバイアスをキー番号パラ メーターに

入れる値に加算します。 これによ り、 キー番号は飛んだままにしておく こ

とができ、 その結果、 ファ イル内のほかのキー番号に影響を及ぼすこ とな

く、 壊れたインデッ クスを削除し、 そのインデッ クスを作成し直すこ とが

できます。 インデッ クスを再構築するには、 Create Index オペレーシ ョ ン

（31） を使います。 このオペレーシ ョ ンではキー番号を指定できます。

ただし、 キーを削除し、 それよ りキー番号の大きなキーの番号を付け替え

なかった場合、 その後でユーザーが具体的なキー番号を割り当てずに影響
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を受けたファイルを複製する と、 複製したファイルには元のファイルとは

別のキー番号が割り当てられます。 （ユーザーは Btrieve Maintenance ユー

ティ リ ティ を使ってファイルを複製できます。 複製とは、 ある既存のファ

イルと同じ統計情報を使って新しい空のファイルを作成する処理です。）

結果 Drop Index オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 指定したインデッ クス

は ト ランザクシ ョナル インターフェイスによって削除され、そのインデッ

クスに割り当てられていたページは、 今後の使用のために空き領域のリ ス

トに配置されます。 また、 特に指定しなければ、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでは削除したキーよ り もキー番号の大きなキーの番号が付け

替えられます。

Drop Index オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスがインデッ クスを削除中に処理が

中断されても、 ファ イルのほかのキーを使ってファイルのデータにアクセ

スするこ とはできます。 しかし、 不完全なインデッ クスを使ってファイル

にアクセスしよ う とする と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからス

テータス  コード  56 が返されます。処理が中断された場合は、Drop Index オ
ペレーシ ョ ンを再発行して ください。

ポジシ ョ ニング Drop Index オペレーシ ョ ンは、 ファ イルの物理カレンシー情報にはまった

く影響しません。 ただし、 直前に論理カレンシーを確立するために使用し

たキーを削除する と、 論理カレンシーは消去されます。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。
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End Transaction （20）

End Transaction オペレーシ ョ ン （B_END_TRAN） では、 ト ランザクシ ョ ン

を終了し、 データ  ファ イルに適切な変更を加えます。 また、 ト ランザク

シ ョ ンによって設定されたすべてのファイルとレコードのロ ッ クを解除し

ます。

パラ メ ーター

前提条件 End Transaction オペレーシ ョ ンを発行する前に、Begin Transaction オペレー

シ ョ ン （19 または 1019） が正常に終了している必要があ り ます。

手順 オペレーシ ョ ン コードに 20 を設定します。 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは、オペレーシ ョ ン コード以外の End Transaction 呼び出しパラ

メーターはすべて無視されますが、 将来のリ リース との互換性を確保する

ために 0 に初期化してください。

結果 End Transaction オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザクシ ョ

ン内で実行されたすべてのオペレーシ ョ ンの結果がファイルに保存されま

す。 End Transaction オペレーシ ョ ンを実行した後で ト ランザクシ ョ ンを中

止するこ とはできません。

End Transaction オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードが返されます。

ポジシ ョ ニング End Transaction オペレーシ ョ ンは、 ファ イルのカレンシー情報にまったく

影響しません。
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38 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで、 ト ランザクシ ョ ン制御ファイ

ル I/O エラーが発生しました。
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Find Percentage （45）

Find Percentage オペレーシ ョ ン （B_GET_PERCENT） は、 スク ロール バー

を実装するウ ィ ン ド ウ指向のアプ リ ケーシ ョ ンで使用する こ とのできる

2 つの Btrieve API オペレーシ ョ ンのうちの 1 つです。 も う  1 つのオペレー

シ ョ ンは Get By Percentage オペレーシ ョ ン （44） です。 Find Percentage で
は、 キー パスまたはファイル内でのレコードの物理位置を基準と して、そ

れに対応するレコードのおおよその位置を検出します。 位置はパーセン

テージ値で表されます。 パーセンテージ値の範囲の定義については、 「結

果」 のセクシ ョ ンを参照して ください。

パラ メ ーター

メ モ  Find Percentage を使って、 キー パスを基準に対応するパーセン

テージをシークする場合は、データ  バッファー パラ メーターに値を入

力する必要はあ り ません。 ファ イル内でのレコードの物理位置を基準

に対応するパーセンテージをシークする場合は、キー バッファー パラ

メーターに値を入力する必要はあ り ません。

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

キー パスに基づいてパーセンテージをシークする場合は、対象となる

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

ファ イル内のレコードの物理位置に基づいてパーセンテージをシーク

する場合は、そのレコードの 4 バイ ト物理位置をデータ  バッファー パ
ラ メーターに指定する必要があ り ます。 この値は、 Get Position オペ

レーシ ョ ン （22） を使って取得できます。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 45 を設定します。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。
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3 ファ イル内のレコードの物理位置を基準にパーセンテージをシークす

る場合は、レコードの物理アドレスをデータ  バッファー パラ メーター

に格納します。レコードのキー パスを基準にパーセンテージをシーク

し、その検索に精度を指定する場合は、「精度」 で指定されているよ う

にデータ  バッファー パラ メーターを設定します。 それ以外の場合は、

データ  バッファー パラ メーターに値を入れる必要はあ り ません。

4 データ  バッファー長に最小値である  4 バイ ト を設定します （この 4 バ
イ ト とい う最小長は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスの内部的

な実装に必要と されます）。検索に精度を設定する場合は、データ  バッ

ファー長を最小値の 12 バイ トに設定します。

5 キー パスを基準にパーセンテージをシークする場合は、キー値をキー

バッファー パラ メーターに設定します。それ以外の場合は、キー バッ

ファー パラ メーターに値を入れる必要はあ り ません。

6 キー番号パラ メーターを以下のとおりに設定します。

a. キー パスによってパーセンテージをシークする場合は、キー番号

パラ メーターに実際のキー番号を設定します。

b. レコードの物理位置によってパーセンテージをシークする場合

は、 キー番号パラ メーターに -1 （0xFF） を設定します。

詳細 Find Percentage オペレーシ ョ ンは、 特にスクロール バーの実装をサポート

する目的で用意されています。 このオペレーシ ョ ンの精度、 つま り、 返さ

れたパーセンテージ値がレコードまたはキー値の位置をどれだけ精確に反

映しているかど うかは、 さまざまな要因によって影響を受けます。 このた

め、 ス ク ロール バーの実装以外の目的で使用する場合は、 このオペレー

シ ョ ンの精度を信頼しないでください。

Find Percentage オペレーシ ョ ンを最適化するため、 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスでは、 ファ イルのレコードはデータ  ページ間に、 キーはイ

ンデッ クス  ページ間に均等に分布しているこ とを前提と しています。ただ

し、 分布状態は次のよ うな状況によって影響を受けます。

ファ イルがインデッ クス  バランスを使用しておらず、 同一範囲内の

キーで多数のレコードが削除されている。

同一範囲内の物理アドレスで多数のレコードが削除されている。

ファ イルに多数の重複するキー値が含まれており、 そのキーがリ ンク

重複キーになっている。

精度

精度の設定はオプシ ョ ンで、 パーセンテージを測定する要素を選択するこ

とができ ます。 Pervasive PSQL 9 よ り前の リ リ ースでは、 この値は常に

10,000 でした。

精度を指定する場合は、 以下の手順に従ってください。
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Find Percentage オペレーシ ョ ンの精度を指定するには

1 データ  バッファーの 2 番目の 4 バイ トに ExPc を設定します。

2 3 番目の 4 バイ トに希望する精度を LoHi Intel 整数で指定します。選択

できる精度は、 1 から  0xFFFFFFFF までの数値です。

3 データ  バッファー長が少なく と も  12 バイ ト あるこ とを確認して くだ

さい。

たとえば、 365 件のレコードが入っているファ イルから  100 番目のレコー

ド を取得したい場合、 パーセンテージに 100、 精度に 365 を使用して

FindPercentage を実行するこ とができます。

結果 Find Percentage オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスによって、指定したキー値またはレコードの相対位

置がデータ  バッファーに返されます。この位置は、キー パスまたはファイ

ルにおけるオフセッ トのパーセンテージと して表され、0（0 %）から  10,000
（100.00%） までの範囲の値になり ます。 これは、 物理位置でも論理位置で

もないので注意して ください。

パーセンテージ値は、 下位バイ ト、 上位バイ トの順の 2 バイ ト整数と して

返されます。 たとえば、 次のよ うにな り ます。

また、オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合には、 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスからデータ  バッファー長に 4 が返されます。

Find Percentage オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが

返されます。

16 進数の戻り値 10 進数の戻り値 キー パスまたはファイル内での

パーセンテージ

88h 13h 00 50 50%

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

7 キー番号が変更されました。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。

43 指定されたレコード  アドレスが不正です。

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。
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ポジシ ョ ニング Find Percentage オペレーシ ョ ンを実行しても、 カレンシー情報は変更され

ません。
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Get By Percentage （44）

Get By Percentage オペレーシ ョ ン （B_SEEK_PERCENT） は、 ス ク ロール

バーを実装するウ ィンド ウ指向のアプリ ケーシ ョ ンで使用するこ とのでき

る  2 つの Btrieve API オペレーシ ョ ンのうちの 1 つです。 も う  1 つは 「Find
Percentage （45）」 です。 Get By Percentage オペレーシ ョ ンは、 ファ イル内の

レコードの相対位置によってレコードを取得します。この位置は、オペレー

シ ョ ンを呼び出すと きに指定したパーセンテージ値に基づきます。 また、

この位置は特定のキー パスを基準とするのか、ファ イル内のレコードの実

際の物理位置を表すのかを指定する必要があ り ます。

パラ メ ーター

メ モ  ファ イル内のレコードの物理位置を基準と してレコードをシー

クする場合、Get By Percentage オペレーシ ョ ンからキー バッファー パ
ラ メーターには何の情報も返されません。

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

キー パスに基づいてレコードをシークする場合は、対象となるファ イ

ルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 44 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 パーセンテージの値を 2 バイ ト整数でデータ  バッファーに格納しま

す。 パーセンテージ値の許容範囲および関連情報については、 「詳細」

を参照して ください。
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戻り値 ○ ○ ○ ○
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4 データ  バッファー長に、返される可能性のある最大レコード長以上の

値を設定します （ ト ランザクシ ョナル インターフェイスの内部的な実

装は、データ  バッファー長に最小値の 4 バイ トが設定されているこ と

を必要と します）。 検索に精度を設定する場合は、 データ  バッファー

長を最小値の 12 バイ トに設定します。

5 キー番号パラ メーターを設定します。

a. キー パスによってレコードをシークする場合は、 キー番号パラ

メーターに実際のキー番号を設定します。 システム定義のログ

キー （システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

b. ファ イル内のレコードの物理位置によってレコードをシークする

場合は、 キー番号パラ メーターに -1 （0xFF） を設定します。

詳細 精度を指定しない場合 （「精度」 を参照）、データ  バッファー パラ メーター

の最初の 2 バイ トに対するパーセンテージ値の許容範囲は、 0 （キー パス

またはファイルの先頭を表します） から  10,000 （キー パスまたはファイル

の末尾を表します） までです。 この値は、 小数点以下 2 桁を含むものと し

て、 0% から  100.00% の範囲に対応しています。 ファ イル中の 33.33% あた

りにあるレコードを検索する場合は、 データ  バッファーに値 3333 を渡し

ます。値は、下位バイ ト、上位バイ トの順の整数と して格納して ください。

たとえば、 ファ イル内の 50% の地点をシークするには、 5,000 （0x1388） と

い う値を使います。0x1388 の下位バイ ト と上位バイ ト を入れ替え、0x88 と
0x13 をデータ  バッファー パラ メーターの先頭の 2 バイ トに格納します。

レコードのキー パスを基準にパーセンテージをシークし、その検索に精度

を指定する場合は、 「精度」 で指定されているよ うにデータ  バッファー パ
ラ メーターを設定します。

Get By Percentage オペレーシ ョ ンは、 特にスクロール バーの実装をサポー

トする目的で用意されています。 このオペレーシ ョ ンの精度、 つま り、 返

されたレコードがファイル内の指定したパーセンテージ地点に実際に位置

しているかど うかは、さまざまな要因によって影響を受けます。このため、

スクロール バーの実装以外の目的で使用する場合は、このオペレーシ ョ ン

の精度を信頼しないでください。

Get By Percentage オペレーシ ョ ンを最適化するため、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスでは、 ファ イルのレコードはデータ  ページ間に、 キーは

インデッ クス  ページ間に均等に分布しているこ とを前提と しています。た

だし、 分布状態は次のよ うな状況によって影響を受けます。

ファ イルがインデッ クス  バランスを使用しておらず、 同一範囲内の

キーで多数のレコードが削除されている。

同一範囲内の物理アドレスで多数のレコードが削除されている。

ファ イルに多数の重複するキー値が含まれており、 そのキーがリ ンク

重複キーになっている。
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精度

精度の設定はオプシ ョ ンで、 パーセンテージを測定する要素を選択するこ

とができ ます。 Pervasive PSQL 9 よ り前の リ リ ースでは、 この値は常に

10,000 でした。

精度を指定する場合は、 以下の手順に従ってください。

Get By Percentage オペレーシ ョ ンの精度を指定するには

1 データ  バッファーの 2 番目の 4 バイ トに ExPc を設定します。

2 3 番目の 4 バイ トに希望する精度を LoHi Intel 整数で指定します。選択

できる精度は、 1 から  0xFFFFFFFF までの数値です。

3 データ  バッファー長が少なく と も  12 バイ ト あるこ とを確認して くだ

さい。

たとえば、 365 件のレコードが入っているファ イルから  100 番目のレコー

ド を取得したい場合、 パーセンテージに 100、 精度に 365 を使用して

GetByPercentage を実行するこ とができます。

結果 Get By Percentage オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスによって、指定したキー パスを基準とする位置

またはファ イル内の物理位置にあるレコードがデータ  バッファーに返さ

れます。さ らに ト ランザクシ ョナル インターフェイスからは、データ  バッ

ファー長パラ メーターにレコード長がバイ ト単位で返されます。キー パス

によってレコードをシークした場合は、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスからキー バッファー パラ メーターに指定したキー パスのキー値が返

されます。 物理レコード順によってレコードをシークした場合は、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスからキー バッファー パラ メーターには何

の情報も返されません。

メ モ  Get By Percentage オペレーシ ョ ンでキー パスを基準と してレ

コードをシーク した場合、 そのキーに重複値が含まれている と きは、

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは常に重複値を含む先頭の

レコードが返されます。このよ うな実装の細部によって、オペレーシ ョ

ンの精度が影響を受ける場合があ り ます。

Get By Percentage オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれか

が返されます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

7 キー番号が変更されました。
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ポジシ ョ ニング 指定し たキー パス を基準と し てレ コー ド をシークする と き、 Get By
Percentage オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 指定したキー番号と

取得したレコードのそれぞれに基づいて新しい論理カレンシーおよび物理

カレンシーが確立されます。

ファ イル内のレコードの物理位置を基準と してレコード をシークする と

き、 Get By Percentage オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 取得した

レコードに基づいて新しい物理カレンシーが確立されます。

Get By Percentage オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスではカレンシーは変更されません。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。

43 指定されたレコード  アドレスが不正です。

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。
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Get Direct/Chunk （23）

Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ン （B_GET_DIRECT） では、 チャンク と呼

ばれるレコードの部分を 1 つまたは複数取得できます。 このオペレーシ ョ

ンは、65,535 バイ ト よ り長いレコードを含むファイルで特に役に立ちます。

データ  バッファー パラ メーターの長さには制限があるため、このよ うなレ

コードは長すぎて、ほかの Get および Step オペレーシ ョ ンでは取得できま

せん。 アプリ ケーシ ョ ンでは、 物理アドレスを指定するこ とで、 チャンク

が取得されるレコードを指定します。 通常、 レコード内でのチャンクの位

置は、 そのオフセッ ト と長さで指定されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

4 バイ トから成るレコードの物理位置を用意する必要があ り ます。 こ

の値は、 Get Position オペレーシ ョ ン （22） を使って取得できます。

Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンから返されるすべての値を格納する

のに十分な大きさのデータ  バッファーを用意する必要があ り ます。ま

た、 Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンが間接チャンク  オペレーシ ョ ン

を実行する と き、データ  バッファーにはチャンク  ディ スク リプター全

体 （すべてのチャンク定義） を格納できなければなり ません。 データ

バッファーの最大サイズは、 表 18 に示すよ うに制限されています。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○

表 18  環境によるデータ  バッ フ ァー サイズの制限

環境 最大データ バッファー サイズ

サーバーまたはワークステーシ ョ ン  エンジンへ

のローカル呼び出し

64,512 バイ ト

DOS リ クエスター（BREQNT） を経由した リモー

ト呼び出し

55,512 バイ ト

Windows または Linux リ クエスターを経由した

リモート呼び出し

65,153 バイ ト
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手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 23 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照して ください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 「詳細」 の説明に従って、 データ  バッファーを指定します。

4 データ  バッファー長に、 入力構造体の長さ （表 19 または表 20） と ト

ランザクシ ョナル インターフェイスに取得するよ うに要求したバイ

ト数の、 どちらか大きい方を指定します。

Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンの一部のオプシ ョ ンでは、データ  バッ

ファー以外の場所にチャンクを取得します。データ  バッファー長を計

算する方法については、 「詳細」 を参照して ください。

5 キー番号パラ メーターに -2 （0xFE） を設定します。

詳細 データ  バッファーでは、次のチャンク  ディ スク リプターのいずれかを使用

します。

ランダム チャンク  ディ スク リプター - オペレーシ ョ ンに付き  1 つの

チャンクを取得するため、 またはチャンクがレコード全体にわたって

ランダムに配置されている と きに、 1 回のオペレーシ ョ ンで複数の

チャンクを取得するために使用します。

矩形チャンク  ディ スク リプター - 各チャンクの長さが同じで、 チャン

クがレコード内に等間隔に配置されている と きに、 1 回のオペレー

シ ョ ンで複数のチャンクを取得するために使用します。
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ラ ンダム チャ ンク

次の例は、 ランダムに配置されている  3 つのチャンク （[*] がある部分） を

含むレコードを示しています。 チャンク  0 （バイ ト  0x12 から  0x16）、 チャ

ンク 1 （バイ ト  0x2A から  0x31）およびチャンク 2 （バイ ト  0x41 から  0x4E）
です。

ランダム チャンクを取り出すには、次の表に基づいてデータ  バッファー内

に構造体を作成する必要があ り ます。

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

10 11 [*] [*] [*] [*] [*] 17 18 19 1A 1B 1C 1D 1E 1F

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 [*] [*] [*] [*] [*] [*]

[*] [*] 32 33 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F

40 [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] 4F

表 19  ラ ンダム チャ ン ク  オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァー

要素 長さ （バイト単位） 説明

レコード  アドレス 4 レコードの 4 バイ ト物理アドレス。 この値は、 Get Position オペ

レーシ ョ ン （22） を使って取得できます。

ラ ンダム チャ ン ク  デ ィ スク リ プ ター

サブファンクシ ョ ン 4 チャンク  ディ スク リプターの種類。次のいずれかを指定します。

0x80000000 （直接ランダム  チャンク  ディ スク リプター） -
チャンクを直接データ  バッ ファーに取得します。 1 つ目の

チャンクが取得される とデータ  バッフ ァーのオフセッ ト  0
に格納され、 2 つ目のチャンクが 1 つ目のチャンクの直後に

続き、 と以下同様に続きます。

0x80000001 （間接ランダム  チャンク  ディ スク リプター） -
チャンクをチャンク定義によって指定されるア ド レス内に

取得します。

チャンク数 4 取得するチャンク数。 この値は少な く と も  1 以上である こ とが

必要です。 明確な最大値はあ り ませんが、 チャンク  ディ スク リ

プターはデータ  バッファーに収まらなければな り ません。 デー

タ  バッファーのサイズは、表 18 の説明のとおり制限されていま

す。
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次の表は、 直接ランダム チャンクを取り出す場合の 32 ビッ ト  アプリ ケー

シ ョ ン用データ  バッファーの例を示しています。

チャンク定義

（各チャン クについ

て繰り返す）

12（32 ビッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

16（64 ビッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

各チャンク定義は、 以下に示すよ うに、 4 バイ ト のチャンク  オ
フセッ ト 、 それに続く  4 バイ トのチャンク長、 さ らに 32 ビッ ト

アプ リ ケーシ ョ ンの場合は 4 バイ トのユーザー データ、 または

64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの場合は 8 バイ トのユーザー データ

から構成されます。

チャンク  オフセッ ト  - チャンクの開始地点を、 レコードの先

頭からのオフセッ ト （バイ ト単位） で示します。最小値は 0、
最大値はレコードの末尾のバイ トのオフセッ トです。

チャンク長 - チャンク内のバイ ト数を示します。最小値は 0、
最大値は 65,535 です。 ただし、 チャンク  ディ ス ク リプター

はデータ  バッファーに収まらなければな り ません。 データ

バッファーのサイズは、 表 18 の説明のとおり制限されてい

ます。

ユーザー データ  - （間接ディ スク リプターでのみ使用しま

す。 ） 32 ビッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 実際のチャンク

データへの 32 ビッ ト  ポインターです。64 ビッ ト  アプリ ケー

シ ョ ンの場合、 実際のチャンク  データへの 64 ビッ ト  ポイン

ターです。使用すべき形式は、オペレーティング システムに

よって異なり ます。 1 直接チャンク  ディ スク リプターのサブ

ファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スではこの要素は無視されます。

1 DOS アプリ ケーシ ョ ンの場合、 ユーザー データは 16 ビッ ト  オフセッ トおよび 16 ビッ ト  セグメン ト と し

て初期化してください。 ユーザー データでは、 そのセグメン トの最後を越えてメモ リ をアドレス指定するこ

とはできません。 チャンク長をユーザー データのオフセッ ト部分に加算したと き、 その結果は、 ユーザー

データによって定義されるセグメン トの範囲内でなければなり ません。 デフォルトで、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスではこの規則に対する違反はチェッ ク されず、 このよ うな違反は適切に処理されません。

表 19  ラ ンダム チャ ン ク  オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァー

要素 長さ （バイト単位） 説明

要素 サンプル値 長さ （バイト単位）

レコード  アドレス 0x00000628 4

サブファンクシ ョ ン 0x80000000 4

チャンク数 3 4

チャ ン ク  0

チャンク  オフセッ ト 18 4

チャンク長 5 4

ユーザー データ 適用外 4
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矩形チャ ンク  ディ スク リ プタ ー構造体

同じ長さのチャンクがレコード全体にわたって等間隔に配置されている場

合は、矩形チャンク  ディ スク リプターを使って、取得するすべてのチャン

クを記述するこ とができます。 たとえば、 次のよ うな図を考えてみまし ょ

う。 この図は、 レコード内のオフセッ ト  0x00 から  0x4F までを表していま

す。

このレコードには 3 つのチャンク （[*] がある部分） が含まれています。

チャンク  0 （バイ ト  0x19 から  0x1C）、チャンク 1 （バイ ト  0x29 から  0x2C）、
およびチャンク 2 （バイ ト 0x39 から  0x3C） です。各チャンクはどれも  4 バ

イ トの長さで、 チャンク同士は、 各チャンクの先頭から計算する と、 いず

れも合計 16 （0x10） バイ トずつ離れています。

チャ ン ク  1

チャンク  オフセッ ト 42 4

チャンク長 8 4

ユーザー データ 適用外 4

チャ ン ク  2

チャンク  オフセッ ト 65 4

チャンク長 14 4

ユーザー データ 適用外 4

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

10 11 12 13 14 15 16 17 18 [*] [*] [*] [*] 1D 1E 1F

20 21 22 23 24 25 26 27 28 [*] [*] [*] [*] 2D 2E 2F

30 31 32 33 34 35 36 37 38 [*] [*] [*] [*] 3D 3E 3F

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F

要素 サンプル値 長さ （バイト単位）
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1 つの矩形ディ スク リプターを使って、3 つのチャンクをすべて取得できま

す。矩形チャンクを取り出すには、次の表に基づいてデータ  バッファー内

に構造体を作成する必要があ り ます。

表 20  矩形チャ ン クのデータ  バッ フ ァー

要素 長さ （バイト単位） 説明

レコード  アドレス 4 レコードの 4 バイ ト物理アドレス。 この値は、 Get Position オペ

レーシ ョ ン （22） を使って取得できます。

矩形チャ ン ク  デ ィ スク リ プ ター

サブファンクシ ョ ン 4 チャンク  ディ スク リプターの種類。次のいずれかを指定します。

0x80000002 （直接矩形チャンク  ディ スク リプター） - チャン

クを直接データ  バッファーに取得します。 1 つ目のチャンク

が取得される とデータ  バッファーのオフセッ ト  0 に格納さ

れ、 2 つ目のチャンクが 1 つ目のチャンクの直後に続き、 と

以下同様に続きます。

0x80000003 （間接矩形チャンク  ディ スク リプター） - チャン

クをユーザー データ要素およびアプ リ ケーシ ョ ンの行間隔

要素によって指定されるアドレス内に取得します。

行数 4 矩形チャンク  ディ ス ク リ プターの操作対象とするチャンク数。

最小値は 1 です。 明確な最大値はあ り ません。

位置 （オフセッ ト ） 4 取得する最初のバイ トの、レコードの先頭からのオフセッ ト 。最

小値は 0、 最大値はレコードの末尾のバイ トのオフセッ トです。

レコードが 1 つの矩形と して表される場合、 この要素は、 取得

される先頭行にある先頭バイ トのオフセッ ト を指します。

行のバイ ト数 4 各チャンクで取得するバイ ト数。最小値は 0、最大値は 65,535 で
す。 ただし、 チャンク  ディ スク リプターはデータ  バッファーに

収まらなければなり ません。 データ  バッファーのサイズは、 表

18 の説明のとおり制限されています。

行間隔 4 チャンクの先頭から次のチャンクの先頭までのバイ ト数。

ユーザー データ 4 （32 ビッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

8 （64 ビッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

（間接ディ スク リプターでのみ使用します。 ） 32 ビッ ト  アプ リ

ケーシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスが各

行からバイ ト を取得した後でそれらを格納する場所への 32 ビッ

ト  ポインター。 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの場合、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスが各行からバイ ト を取得した後でそ

れらを格納する場所への 64 ビッ ト  ポインター。

使用すべき形式は、 オペレーティング システムによって異なり

ます。 1 直接矩形ディ スク リプターの場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスではこの要素は無視されます。 ただしそれで

も、 この要素を割り当て、 0 に初期化しておく必要があ り ます。
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間接矩形ディ スク リプターを使用する と きは、 取得されたチャンクがチャ

ンク  ディ ス ク リ プターを上書き しないよ う に、 ユーザー データ  ポイン

ターが初期化されているこ とを確認して ください。 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスは、返されたチャンクをユーザー データ要素が示す場所に

コピーする と き、ディ スク リプターを使用します。チャンク  ディ スク リプ

ターを上書きしてしまった場合は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

からステータス  コード  62 が返されます。

矩形がメモ リ内にある と き、 各行の間隔がレコード と して格納されている

と き と同じバイ ト数になる場合は、 アプリ ケーシ ョ ンの行間隔に行間隔と

同じ値を設定します。 しかし、 矩形がアプリ ケーシ ョ ンのメモ リ内で再配

置され、 行の間隔が何バイ トか増減する場合は、 アプリ ケーシ ョ ンの行間

隔によ り、その情報を ト ランザクシ ョナル インターフェイスに渡すこ とが

できます。

間接矩形ディ ス ク リプターを使用する と きは、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスはユーザー データ要素およびアプ リ ケーシ ョ ンの行間隔要

素を使って、 取得後のデータの格納場所を決定します。 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスでは 1 行目のデータはユーザー データのオフセッ ト  0
に格納されます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは 2 行目のデー

タは、ユーザー データ  + アプリ ケーシ ョ ンの行間隔で指定されるアドレス

に格納されます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは 3 行目のデー

タは、 ユーザー データ  + ( アプリ ケーシ ョ ンの行間隔 * 2) で指定されるア

ドレスに格納され、 以下同様です。

次の表は、 直接矩形チャンクを取り出す場合の 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ

ン用データ  バッファーの例を示しています。

アプ リ ケーシ ョ ン

の行間隔

4 （間接矩形ディ スク リプターでのみ使用します。 ） 矩形がアプリ

ケーシ ョ ンのメモ リ （つま り、 ユーザー データで指定したアド

レス） に格納される と きの、 矩形内のチャンクの先頭から次の

チャンクの先頭までのバイ ト数。 直接矩形ディ ス ク リプターの

場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではこの要素は無

視されます。 ただしそれでも、 この要素を割り当て、 0 に初期化

しておく必要があ り ます。

1 DOS アプリ ケーシ ョ ンの場合、ユーザー データは 16 ビッ ト  オフセッ ト とそれに続く  16 ビッ ト  セグメン ト

で表してください。

表 20  矩形チャ ン クのデータ  バッ フ ァー

要素 長さ （バイト単位） 説明

要素名 サンプル値 長さ （バイト単位）

レコード  アドレス 0x00000628 4

サブファンクシ ョ ン 0x80000002 4

行数 3 4
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ネク スト イ ンレコ ード  サブフ ァ ンク ショ ン  バイ アス

これまでに述べたサブファンクシ ョ ンの値にバイアス  0x40000000 を加算

する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではレコード内の物理カレ

ンシー （つま り、 レコード内の現在の物理位置） に基づいてサブファンク

シ ョ ンのオフセッ ト要素の値が算出されます。ネクス ト インレコード  サブ

ファンクシ ョ ンを使用する場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで

はチャンク  ディ スク リプターのオフセッ ト要素は無視されます。

結果 Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスでは直接チャンク  ディ スク リプターを使用している

と きは、 データ  バッファーにチャンクが順に返されます。 間接ランダム

チャンク  ディスク リプターを使用している と き、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでは各チャンクのユーザー データ要素で指定した場所にデー

タが返されます。 また、 間接矩形ディ スク リプターを使用している と き、

ト ランザクシ ョナル インターフェイスではユーザー データ要素およびア

プリ ケーシ ョ ンの行間隔要素から計算される場所にデータが返されます。

さ らに ト ランザクシ ョナル インターフェイスから、データ  バッファー長パ

ラ メーターには、 取得されたチャンクの長さの総計が格納されます （この

戻り値は、 チャンクが取得されて直接データ  バッファーに格納されたか、

間接ディ スク リプターによってチャンクが取得され別の場所に格納された

かど うかに関係なく、取得された全バイ ト数を反映しています）。オペレー

シ ョ ンが部分的にしか正常に実行されなかった場合、 アプリ ケーシ ョ ンで

はデータ  バッファー長パラ メーターに返された値を使って、どのチャンク

が取得されなかったか、 また最後のチャンクの何バイ ト までが取得された

かを調べるこ とができます。

いずれかのチャンクで、開始位置がレコードの末尾を超えてしま う場合（結

果と して、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからステータス  コード

103 が返されます）、またはチャンクのオフセッ ト と長さの合計がレコード

長を超えてしま う場合には、Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンの一部だけが

正常に実行されます。後者の場合はト ランザクシ ョナル インターフェイス

からステータス  コード  0 が返されますが、 このオペレーシ ョ ンに後続の

チャンクがある場合、 その処理は中止されます。

位置 （オフセッ ト ） 25 4

行のバイ ト数 4 4

行間隔 16 4

ユーザー データ 0 4

アプリ ケーシ ョ ンの行間隔 0 4

要素名 サンプル値 長さ （バイト単位）
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メ モ  すべてのチャンクが適切に取得されたかど うかを知らせるもの

は、データ  バッファー長パラ メーターだけです。このため、Get Direct/
Chunk オペレーシ ョ ンの実行後は、必ずデータ  バッファー長パラ メー

ターに返された値をチェッ ク して ください。

次のステータス  コードは、 Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンの一部だけが

実行されたこ とを示します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからこ

れらのステータス  コードのいずれかが返された場合は、アプリ ケーシ ョ ン

でデータ  バッファー長パラ メーターの戻り値を調べて、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから実際に返されたデータ量を確認する必要があ り

ます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードが返さ

れる場合、 データはまったく取得されません。

ポジシ ョ ニング Get Direct/Chunk オペレーシ ョ ンは、論理カレンシーにまったく影響しませ

ん。 物理カレンシーについては、 チャンクが取り出されたレコードが現在

の物理レコードにな り ます。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

54 レコードの可変長部分が破損しています。

103 チャンク  オフセッ トが大きすぎます。

43 指定されたレコード  アドレスが不正です。

58 圧縮バッファー長が短すぎます。

62 ディ スク リプターが不正です。

97 データ  バッファーが小さすぎます。

106 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 Get Next Chunk オペレーシ ョ

ンを実行できません。
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Get Direct/Record （23）

Get Direct/Record オペレーシ ョ ン （B_GET_DIRECT） では、定義されている

キー パスではなく、ファイル内の物理位置を使ってレコードを取得します。

以下のよ う な操作を実行する場合は、 Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを

使用して ください。

キー値の代わりに物理位置を使って、よ り高速にレコードを取得する。

Get Position オペレーシ ョ ン （22） を使ってレコードの 4 バイ ト物理位

置を取得し、 その位置を保存する。 それから、 カレンシーに影響を与

えるほかのオペレーシ ョ ンを実行した後で Get Direct/Record オペレー

シ ョ ンを使って、 その位置に直接戻る。

一連の重複レコードの中から  1 つのレコードを取得する と き、 その一

連のレコードを先頭からすべて読み取り し直すこ とな く、 4 バイ トの

物理位置を使って取得する。

現在のキー パスを変更する。Get Position オペレーシ ョ ンに続けて、別

のキー番号を使った Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを実行する と、

別のインデッ クス  パスに現在のレコードのポジシ ョ ニングが確立し

ます。 この後で Get Next オペレーシ ョ ンを実行する と、新しいキー パ
スに基づいてファイル内の次のレコードが返されます。

パラ メ ーター

メ モ  データオン リー ファ イルで Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを

実行する場合は、 キー番号パラ メーターは必要あ り ません。

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

4 バイ トから成るレコードの物理位置を用意する必要があ り ます。 こ

の値は、 Get Position オペレーシ ョ ン （22） を使って取得できます。 こ

のオペレーシ ョ ンを実行する と、 現在のレコードの物理アドレスが返

されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 23 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファーの先頭の 4 バイ トに、目的のレコードの位置を表す

4 バイ ト値を格納します。

4 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

5 キー番号には、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで論理カレン

シーを確立するパスのキー番号を設定します。 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスで論理カレンシーの確立を必要と しない場合は、 -1 を
指定します。システム定義のログ キー （システム データ） を使用する

には、 125 を指定します。

結果 Get Direct/Record オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスでは要求したレコードがデータ  バッファーに、 レ

コード長がデータ  バッ フ ァー長に、 指定したキー パスのキー値がキー

バッファーにそれぞれ返されます。

Get Direct/Record オペレーシ ョ ンが正常に実行されず、 要求したレコード

を ト ランザクシ ョナル インターフェイスが取得できなかった場合は、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれか

が返されます。

ポジシ ョ ニング Get Direct/Record オペレーシ ョ ンを実行する と、 既存の論理カレンシー情

報が消去され、 指定したキー番号に従って新しい論理カレンシーが確立さ

れます。 物理カレンシー情報にはまったく影響しません。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。 （論理カレンシーはまだ

確立されています）

43 指定されたレコード  アド レスが不正です。 （論理カレンシーは確立され

ていません）

44 指定されたキー パスが不正です。 （論理カレンシーは確立されていませ

ん）

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。

（論理カレンシーは確立されていません）
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Get Directory （18）

Get Directory オペレーシ ョ ン （B_GET_DIR） では、 指定された論理ディ ス

ク  ド ラ イブの現在のディ レク ト リ を返します。

パラ メ ーター

前提条件 Get Directory オペレーシ ョ ンはいつでも発行する こ とができます。 キー

バッファーには少なく と も  65 文字の長さが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 18 を設定します。

2 キー番号パラ メーターに論理ディ スク  ド ラ イブ番号を格納します。 ド

ラ イブは、 A の場合は 1、 B の場合は 2、 という よ うに指定します。デ

フォルトのド ラ イブを使用するには 0 を指定します。

結果 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、オペレーシ ョ ンが正常に終了

した場合、バイナリ  0 で終端する現在のディ レク ト リがキー バッファーに

返されます。

ポジシ ョ ニング Get Directory オペレーシ ョ ンは、 ファ イルのカレンシー情報にはまった く

影響しません。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○

戻り値 ○
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Get Equal （5）

Get Equal オペレーシ ョ ン （B_GET_EQUAL） では、 キー バッファーに指

定されたキー値と等しいキー値を持つレコードを取得します。 キーの重複

が可能な場合は、 同じキー値を持つグループの中で先頭のレコード （作成

順） が取得されます。 「Get Key （+50）」 バイアスを使う と、 ファ イル内に

値が存在するかど うかを検出するこ と もできます。 一般に、 Get Key オペ

レーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 5 を設定します。オプシ ョ ンで、ロ ッ ク  バイ

アスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファーに目的のキー値を指定します。キーが複数のセグメン

トから成る場合は、 必ずすべてのセグメン ト を記述し、 それらすべて

に値を設定するよ う キー バッファーを定義してください。すべてのセ

グメン トについて検索条件を設定しない場合は、 代わりに Get Greater
Than Or Equal オペレーシ ョ ンを使用してください。

5 キー番号に正しいキー パスを設定します。 システム定義のログ キー

（システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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結果 Get Equal オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスでは要求したレコードがデータ  バッファーに、そのレコー

ドの長さがデータ  バッファー長に返されます。

Get Equal オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

このオペレーシ ョ ンは、キーのヌル インジケーター セグメン トにゼロ以外

の値が含まれている場合にはステータス  コード  4 を返します。Get Equal を
使ってヌルのレコードは検索できません。 これは、 ヌルの定義はあいまい

なものであ り、 どの値と も等し くならないからです。 ヌル値の検索が必要

な場合は、 Get First オペレーシ ョ ンに続けて Get Next オペレーシ ョ ンを使

用します。

ポジシ ョ ニング Get Equal オペレーシ ョ ンを実行する と、完全な論理カレンシーおよび物理

カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

4 アプリ ケーシ ョ ンがキー値を見つけられません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Get First （12）

Get First オペレーシ ョ ン （B_GET_FIRST） では、 指定されたキーに基づい

て先頭の論理レコードを取得します。 「Get Key （+50）」 バイアスを使う と、

ファ イル内に値が存在するかど うかを検出する こ と もできます。 一般に、

Get Key オペレーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 12 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー番号にキー パスを設定します。システム定義のログ キー （システ

ム データ） を使用するには、 125 を指定します。

結果 Get First オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスでは要求したレコードがデータ  バッファーに返され、対応

するキー値がキー バッファーに格納され、 さ らにそのレコードの長さが

データ  バッファー長に返されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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Get First オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ポジシ ョ ニング Get First オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレンシーおよび物理

カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな り ます。 論

理位置の直前は、 ファ イルの先頭よ り も前を指すこ とにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Get Greater （8）

Get Greater オペレーシ ョ ン （B_GET_GT） では、 キー番号で指定された

フ ィールドが、キー バッファーの値よ り も次に大きな値を含むレコードを

取得します。 キーの重複が可能な場合は、 同じキー値を持つグループの中

で先頭のレコード （作成順） が取得されます。 「Get Key （+50）」 バイアス

を使う と、ファ イル内に値が存在するかど うかを検出するこ と もできます。

一般に、 Get Key オペレーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

メ モ  降順キーで Get Greater オペレーシ ョ ンを実行する場合、「次に大

きな値」 というのは、実際にはキー バッファーで指定された値よ り も

小さな値を指すこ とにな り ます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 8 を設定します。オプシ ョ ンで、ロ ッ ク  バイ

アスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファー パラ メーターに目的のキー値を指定します。

5 キー番号パラ メーターに正しいキー パスを設定します。システム定義

のログ キー （システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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Get Greater （8）
結果 Get Greater オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスでは要求したレコードがデータ  バッファーに、 キー値が

キー バッファーに、さ らにそのレコードの長さがデータ  バッファー長に格

納されます。

Get Greater オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ポジシ ョ ニング Get Greater オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレンシーおよび物

理カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Btrieve API オペレーシ ョ ン
Get Greater Than or Equal （9）

Get Greater Than or Equal オペレーシ ョ ン （B_GET_GE） では、 キー番号で

指定されたキーが、キー バッファーに指定された値と等しいかそれよ り も

大きな値を持つレコードを取得します。 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスではまず、 等しいという条件を満たすレコードが検索されます。 キー

の重複が可能な場合は、 同じキー値を持つグループの中で先頭のレコード

（作成順） が取得されます。 「Get Key （+50）」 バイアスを使う と、 ファ イル

内に値が存在するかど うかを検出するこ と もできます。一般に、Get Key オ
ペレーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

メ モ  降順キーで Get Greater Than or Equal オペレーシ ョ ンを実行する

場合、 「次に大きな値」 とい うのは、 実際にはキー バッファーで指定

された値よ り も小さな値を指すこ とにな り ます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 9 を設定します。オプシ ョ ンで、ロ ッ ク  バイ

アスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファー パラ メーターにキー値を指定します。

5 キー番号パラ メーターに正しいキー パスを設定します。システム定義

のログ キー （システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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Get Greater Than or Equal （9）
結果 Get Greater Than or Equal オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスでは要求したレコードがデータ  バッファー

に、キー値がキー バッファーに、さ らにそのレコードの長さがデータ  バッ

ファー長に格納されます。

Get Greater Than or Equal オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合

は、ト ランザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのい

ずれかが返されます。

ポジシ ョ ニング Get Greater Than or Equal オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレン

シーおよび物理カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコード

にな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Btrieve API オペレーシ ョ ン
Get Key （+50）

Get Key バイアスを使用する と、 実際にデータ  レコードを取得するこ とな

く  Get オペレーシ ョ ンを実行できます。 Get Key を使って、 ファ イル内に

ある値が存在するかど うかを検出できます。一般に、Get Key オペレーシ ョ

ンは対応する  Get オペレーシ ョ ンよ り も高速に実行できます。 Get Key オ
ペレーシ ョ ンは、以下のいずれかの Get オペレーシ ョ ンと共に使用します。

「Get Equal （5）」

「Get Next （6）」

「Get Previous （7）」

「Get Greater （8）」

「Get Greater Than or Equal （9）」

「Get Less Than （10）」

「Get Less Than or Equal （11）」

「Get First （12）」

「Get Last （13）」

パラ メ ーター パラ メーターは対応する  Get オペレーシ ョ ンと同様です。 ただし、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスではデータ  バッファー長の設定は無視さ

れ、 データ  バッファーにはレコードが返されません。

前提条件 Get Key オペレーシ ョ ンの前提条件は、 対応する  Get オペレーシ ョ ンの前

提条件と同じです。

手順 1 対応する  Get オペレーシ ョ ンの場合と同じよ うにパラ メーターを設定

します。 データ  バッファー長を初期化する必要はあ り ません。

2 オペレーシ ョ ン コードには、実行する  Get オペレーシ ョ ンのオペレー

シ ョ ン コードに 50 を加算した値を設定します。 たとえば、 Get Equal
オペレーシ ョ ン （5） と共に Get Key （+50） を実行するには、オペレー

シ ョ ン コードに 55 を設定します。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、Get Key オペレーシ ョ ン（+50）
の後に Delete または Update オペレーシ ョ ンを実行するこ とはできません。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスで、 Delete または Update オペレー

シ ョ ンを実行する前に、変更しよ う と しているデータ  ページの現在の使用

回数と、レコードを読み取った時点のデータ  ページの使用回数が比較され

ます。使用回数を取得するには、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスが

データ  ページを読み取る必要があ り ます。
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Get Key （+50）
Get Key オペレーシ ョ ンではデータ  ページを読み取らないので、 Delete ま
たは Update オペレーシ ョ ンで比較するための使用回数が利用可能にな り

ません。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、比較なしにパッシブ

並行制御の矛盾チェ ッ クを実行できないため、 Update または Delete オペ

レーシ ョ ンは正常に実行されません。Update または Delete オペレーシ ョ ン

が正常に実行されないと、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからス

テータス  コード  8 が返されます。

結果 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで要求したキーが検出される と、そ

のキー値がキー バッファーに格納され、 ステータス  コード  0 が返されま

す。そ うでない場合は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからキー値

を検出できなかった理由を示すステータス  コードが返されます。

ポジシ ョ ニング Get Key オペレーシ ョ ンを実行する と、 対応する  Get オペレーシ ョ ンと同

様の方法で現在のポジシ ョ ニングが確立されます。 ただし、 Get Key オペ

レーシ ョ ンの対象となるキーが重複を許可している場合、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスでは取得された現在のキー値の重複インスタンス

は無視されます。 Get Key オペレーシ ョ ンの実行後、 論理位置の直前は次

に小さなキー値を含むレコードを指します。 また、 論理位置の直後は次に

大きなキー値を含むレコードを指します。

た と えば、 Smith が 8 回と  Smythe が 1 回出現する姓のキーを対象に、

Get Key を Get Equal オペレーシ ョ ン （55） と共に実行したと します。 論理

位置の直後は次の Smith ではなく、 Smythe を指すこ とにな り ます。

Get Key オペレーシ ョ ンではどれか 1 つのレコードが識別されるわけでは

ないため、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは Get Key オペレー

シ ョ ンに続けて Update または Delete オペレーシ ョ ンを実行するこ とはで

きません。
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Btrieve API オペレーシ ョ ン
Get Last （13）

Get Last オペレーシ ョ ン （B_GET_LAST） では、 指定されたキーに基づい

て末尾の論理レコードを取得します。末尾のキー値が重複している場合は、

同じキー値を持つグループの中で末尾のレコードが返されます。 「Get Key
（+50） 」 バイアスを使う と、 ファ イル内に値が存在するかど うかを検出す

るこ と もできます。 一般に、 Get Key オペレーシ ョ ンの方が高速に処理さ

れます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 13 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー番号にキー パスを設定します。システム定義のログ キー （システ

ム データ） を使用するには、 125 を指定します。

結果 Get Last オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでは要求したレコードがデータ  バッファーに返され、対応す

るキー値がキー バッファーに格納され、さ らにそのレコードの長さがデー

タ  バッファー長に返されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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Get Last （13）
Get Last オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ポジシ ョ ニング Get Last オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレンシーおよび物理

カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな り ます。 論

理位置の直後は、 ファ イルの末尾よ り も後を指すこ とにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Btrieve API オペレーシ ョ ン
Get Less Than （10）

Get Less Than オペレーシ ョ ン （B_GET_LT） では、 キー番号で指定された

キーが、キー バッファーに指定された値よ り も次に小さな値を持つレコー

ドを取得します。 キーの重複が可能な場合は、 同じキー値を持つグループ

の中で末尾のレコード （作成順） が取得されます。 「Get Key （+50）」 バイ

アスを使う と、 ファ イル内に値が存在するかど うかを検出するこ と もでき

ます。 一般に、 Get Key オペレーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

メ モ  降順キーで Get Less Than オペレーシ ョ ンを実行する場合、「次に

小さな値」 というのは、実際にはキー バッファーで指定された値よ り

も大きな値を指すこ とにな り ます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 10 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファー パラ メーターに目的のキー値を指定します。

5 キー番号パラ メーターにキー パスを設定します。システム定義のログ

キー （システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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Get Less Than （10）
結果 Get Less Than オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスではレコードがデータ  バッファーに、 そのレコードの

キー値がキー バッ フ ァーに、 さ らにそのレコードの長さがデータ  バッ

ファー長に返されます。

Get Less Than オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返

されます。

ポジシ ョ ニング Get Less Than オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレンシーおよび

物理カレンシーが確立し、取得したレコードが現在のレコードにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
93



Btrieve API オペレーシ ョ ン
Get Less Than or Equal （11）

Get Less Than or Equal オペレーシ ョ ン （B_GET_LE） では、 キー番号で指

定されたキーが、キー バッファーに指定された値と等しいかそれよ り も小

さな値を持つレコードを取得します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スではまず、 等しいという条件を満たすレコードが検索されます。 キーの

重複が可能な場合は、同じキー値を持つグループの中で末尾のレコード（作

成順） が取得されます。 「Get Key （+50）」 バイアスを使う と、 ファ イル内

に値が存在するかど うかを検出するこ と もできます。 一般に、 Get Key オ
ペレーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

メ モ  降順キーで Get Less Than or Equal オペレーシ ョ ンを実行する場

合、 「次に小さな値」 とい うのは、 実際にはキー バッファーで指定さ

れた値よ り も大きな値を指すこ とにな り ます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 11 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファー パラ メーターにキー値を指定します。

5 キー番号パラ メーターにキー パスを設定します。システム定義のログ

キー （システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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Get Less Than or Equal （11）
結果 Get Less Than or Equal オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスではレコードがデータ  バッファーに、 そのレ

コードのキー値がキー バッファーに、さ らにそのレコードの長さがデータ

バッファー長に返されます。

Get Less Than or Equal オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、ト

ランザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれ

かが返されます。

ポジシ ョ ニング Get Less Than or Equal オペレーシ ョ ンを実行する と、完全な論理カレンシー

および物理カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな

り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Get Next （6）

Get Next オペレーシ ョ ン （B_GET_NEXT） では、 指定されたキーに基づい

て、 論理位置で次にあるレコードを取得します。 Get Next オペレーシ ョ ン

を使う と、 重複するキー値を持つレコードのグループの中でレコードを検

索できます。 「Get Key （+50）」 バイアスを使う と、 ファ イル内に値が存在

するかど うかを検出するこ と もできます。 一般に、 Get Key オペレーシ ョ

ンの方が高速に処理されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

アプリ ケーシ ョ ンでは、 指定したキーに基づく次の論理位置を確立し

ておく こ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 6 を設定します。オプシ ョ ンで、ロ ッ ク  バイ

アスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファーに前のオペレーシ ョ ンで取得したキー値を指定しま

す。 キー バッファーには、 前の呼び出しで ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスから返されたキー値とまったく同じものを渡します。 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスでは、ファ イル内の現在の位置を

決定するために、直前にキー バッファーに格納された情報が必要とな

るからです。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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5 キー番号パラ メーターに、前の呼び出しで使用したキー パスを設定し

ます。 Get Next オペレーシ ョ ンを使ってキー パスを変更するこ とはで

きません。

結果 Get Next オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではレコードがデータ  バッファーに、そのレコードのキー値

がキー バッファーに、さ らにそのレコードの長さがデータ  バッファー長に

返されます。

Get Next オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

このオペレーシ ョ ンの実行によ り、 論理位置の直後がファイルの末尾よ り

も後を指す場合は、 ステータス  コード  9 が返されます。

ポジシ ョ ニング Get Next オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレンシーおよび物理

カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

7 キー番号が変更されました。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。
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Get Next Extended （36）

Get Next Extended オペレーシ ョ ン （B_GET_NEXT_EXTENDED） では、 指

定されたキーに基づき、 論理位置の直後からファ イルの末尾へ向かって

1 つまたは複数のレコードを検索します。 検索したレコードがフ ィルター

条件を満たしているかど うかをチェッ ク した上で、 条件を満たすレコード

だけを取得します。 フ ィルター条件は論理式の形を取り、 キー フ ィールド

のみに制限されません。

Get Next Extended オペレーシ ョ ンでは、 レコードから指定した部分だけを

抽出し、 その部分だけをアプリ ケーシ ョ ンに返すこ と もできます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

指定したキーに基づく次の論理位置を確立しておく こ とが必要です。

論理位置は、Get Equal などの Extended でない Get オペレーシ ョ ンをど

れか発行するこ とによって確立できます。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 36 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 入力データ  バッファーと戻りデータ  バッファーのどちらか大きい方

を格納できるよ うに、 十分な長さのデータ  バッファーを指定します。

表 21 に示す構造体に従って、 データ  バッファーを初期化します。

4 データ  バッファー長に、入力構造体 （表 21） と戻り構造体 （表 22） の

どちらか大きい方の長さを指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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5 キー バッファーに前のオペレーシ ョ ンで取得したキー値を指定しま

す。 キー バッファーには、 前の呼び出しで ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスから返されたキー値とまったく同じものを渡します。 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスでは、ファ イル内の現在の位置を

決定するために、直前にキー バッファーに格納された情報が必要とな

るからです。

6 キー番号パラ メーターに、前の呼び出しで使用したキー パスを設定し

ます。Get Next Extended オペレーシ ョ ンを使ってキー パスを変更する

こ とはできません。

詳細 次の表は、 入力データ  バッファーの構造体を示しています。

表 21  Extended Get / Step オペレーシ ョ ンの入力データ  バッ フ ァー構造体

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

ヘッダー 2 データ  バッファー全体の長さ。

2 2 つの文字列定数値のいずれかを指定します （固定

長で、 ヌル終端にしてはいけません）。

"EG" - ポジシ ョ ニングされているレコードの次のレ

コードから検索を開始します。

"UC" - ポジシ ョ ニングされているレコードから検索

を開始します。

Step Next Extended オペレーシ ョ ンの場合は、 この値

には常に "EG" を設定して ください。

フ ィ ル タ ー

（固定部分）

2 リ ジェク ト  カウン トの最大数。 これは、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスでレコードの検索中に、

フ ィルター条件を満たさないものと してスキップで

きるレコードの件数です。 0 から  65,535 までの範囲

の値を指定できます （0 を指定する と、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスではシステム定義の最大

リジェク ト  カウン ト、 4,095 が使用されます）。

2 フ ィルター条件と して使用する論理式の項の数。 （0
を指定する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スではフ ィルター処理が実行されません）。項の数は

データ  バッファーのサイズによってのみ制限されま

す。Pervasive.SQL 2000i SP3 でのみ、項の数が 119 に
制限されています。
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フ ィ ル タ ー

（論理式の各

項について、

このセグ メ ン

ト を 1 回繰り

返す）

1 フ ィールドのデータ型。表 11 に記載されているコー

ドのいずれかを使用します。

2 フ ィールド長。

2 フ ィールドのオフセッ ト （ゼロを基準にした相対的

なオフセッ ト ）。

1 比較演算子のコードを指定します。

1 等しい

2 よ り大きい

3 よ り小さい

4 等し くない

5 以上

6 以下

ファ イルの既存の ACS のいずれかを使って文字列

を比較するには、 +8 バイアスを加算します。

フ ァ イルのデフォル ト の ACS を使って文字列を比

較するには、 +32 バイアスを加算します。 デフォル

ト の ACS とは、 フ ァ イルで定義されている先頭の

ACS のこ とです。+8 バイアス と  +32 バイアスの両方

を使用する と、 +32 バイアスは無視されます。

2 番目のオペランドが定数ではな く、 レコード内の

別のフ ィールドの場合は、 +64 バイアスを加算しま

す。

大文字と小文字を区別しないで文字列を比較するに

は、 +128 バイアスを加算します。

1 AND/OR 論理演算子を指定します。

0 - 最後の項を示します。

1 - 次の項を  AND で結合します。

2 - 次の項を  OR で結合します。

2 または
n

2 つのフ ィールドを比較する場合は、 2 バイ トの、 2
番目のフ ィールドに対するゼロ基準の相対的なオフ

セッ ト を指定します （2 番目のフ ィールドは、 同じ

データ型かつ同じ長さでなければなり ません）。

または
フ ィールドを定数と比較する場合は、 定数の実際の

値を指定します。 定数の長さ （n） は、 フ ィールドの

長さ と等し くなければなり ません。

0、5、9、17 名前によって ACS を指定 （バイアス  +8） する と き

は、 表 12 に示されている名前の形式のいずれかを

使って、 ACS 識別子を指定します。

表 21  Extended Get / Step オペレーシ ョ ンの入力データ  バッ フ ァー構造体

要素 長さ （バ

イト単位）

説明
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ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは Extended Get および Step オペ

レーシ ョ ンのフ ィルターで使用されている  AND および OR 演算子は、 厳

密に左から右へ向かって解釈されます。 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスは、 次の規則に従ってフ ィルター内の式の評価を続けていきます。

現在のレコードに適用された式が真で、 次の演算子が OR の場合、 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスではそのレコードはフ ィルター

条件を満たすものと見なされます。

式が真で、次の演算子が AND の場合、ト ランザクショ ナル インターフェ

イスでは次のいずれかの状況になるまで各式の評価が継続されます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスが次の OR 式に達する。

式の 1 つが偽と評価される。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスがフ ィルターの末尾に達

する。

式が偽で、 次の演算子が OR の場合、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスではフ ィルター内の次の式が引き続き評価されます。

式が偽で、 次の演算子が AND の場合、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスではそのレコードは拒否されます。

次のいずれかの条件が成立する と、 レコードの検索は中止されます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスで、 フ ィルター条件を満たす、

指定した数のレコードが検出される。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスがフ ィルター条件を満たすレ

コードを検索している間に、 検索したレコード数が指定した リジェク

ト  カウン トの最大数を超える。

現在のキー パスがフ ィルター条件のフ ィールド と して使用されてお

り、 それ以降ファイルの残り部分にフ ィルター条件を満たすレコード

はないとする、拒否レコードに ト ランザクシ ョナル インターフェイス

が達する。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスがファイルの末尾に達する。

ディ スク リプ

ター （固定部

分）

2 取得するレコード数。 レコードのセッ ト ではな く  1
つのレコードだけを取得するには、 1 を指定します。

2 各レコードから抽出するフ ィールド数。

デ ィ ス ク リ プ

ター（抽出され

る各フィールド

について、 こ

のセグメントを

繰り返す）

2 抽出するフ ィールド長。

2 フ ィールドのオフセッ ト （ゼロを基準にした相対的

なオフセッ ト ）。

表 21  Extended Get / Step オペレーシ ョ ンの入力データ  バッ フ ァー構造体

要素 長さ （バ

イト単位）

説明
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例

フ ィルター条件を満たす次のレコード全体を取得するには、 フ ィルター部

分を希望どおりに設定し、次のよ うにディ スク リプター フ ィールドを設定

します。

1 レコード数に 1 を設定します。

2 フ ィールド数に 1 を設定します。

3 フ ィールド長に取得するレコード全体の長さを設定します。

4 フ ィールドのオフセッ トに 0 を設定します。

フ ィルター条件を使わずに次の 12 件のレコードを取得し、各レコードから

4 つのフ ィールドを抽出するには、 論理式の項の数に 0 を設定し、 次のよ

うにディ スク リプター フ ィールドを設定します。

1 レコード数に 12 を設定します。

2 フ ィールド数に 4 を設定します。

3 抽出する  4 つのフ ィールドごとにフ ィールド長およびフ ィールドのオ

フセッ ト  パラ メーターを設定します。

レコ ード から のフ ィ ールド の取得 

Extended オペレーシ ョ ンを使ってレコードのフ ィールド（レコードの一部）

を取得する と きは、データ  バッファーがオペレーシ ョ ンから返される情報

を十分に格納できるこ とを確認しておく必要があ り ます。

表 22 は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスから返されるデータ  バッ

ファーの構造体を示しています。

表 22  Extended Get / Step オペレーシ ョ ンの戻りデータ  バッ フ ァー構造体

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

レコード数 2 返されたレコード数。

繰り返し部分 （取得されたレ コー ド ご とに 1 つあ り ます）

長さ  0 2 先頭レコードのイ メージ（すべてのフ ィールドを結合

したもの） の長さ。

位置 0 4 先頭レコードの物理カレンシー （アドレス）。

レコード  0 n 先頭レコードのイ メージ（すべてのフ ィールドを結合

したもの）。

.

.

.
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返されたすべてのレコード （またはレコードのフ ィールド） が固定長であ

る場合、 戻りデータ  バッファー内のデータの位置は簡単に計算できます。

しかし、 Extended オペレーシ ョ ンから返されたデータ  バッファーからレ

コードの可変長部分を抽出するには、 さ らに特別な手順を踏む必要があ り

ます。

レコードの可変長部分が返される と き、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスは戻りデータ  バッファー内に余分なレコード  イ メージを詰め込みま

せん。 したがって、 レコードの可変長部分が占有する最大のバイ ト数を想

定して戻りデータ  バッファー内の領域を確保しても、実際に返されたデー

タがその最大値を下回る場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは

次に返されたフ ィールドのフ ィールド記述は現在のフ ィールドのデータの

直後から始まるこ とにな り ます。

たとえば、 固定レコード長が 100 バイ トで、 可変長部分は最大 300 バイ ト

になる と推定される と きに、 5 件のレコードの可変長部分だけを取得した

いと します。 入力バッファーのディ スク リプター要素を使って、 フ ィール

ド長に 300 を設定し、 フ ィールドのオフセッ トに 100 を設定します。 戻り

バッファーについては、 次の計算式で示すよ うに、 レコード数を示す 2 バ
イ ト と、 レコード当たり  306 バイ ト （つま り、 長さの 2 バイ ト、 アドレス

の 4 バイ ト 、 およびデータの 300 バイ ト ） を加算する必要があ り ます。

2 + ((2 バイ ト  + 4 バイ ト  + 300 バイ ト ) * 5) = 1532 バイ ト

しかし、返された先頭レコードの可変長部分には 50 バイ トのデータしかな

かったと します。 その結果、 2 バイ トから成る  2 番目に返されるレコード

の長さは、 データ  バッ フ ァーのオフセッ ト  58、 つま り先頭レコードの

フ ィールド  イ メージの直後に格納されるこ とになり ます。こ う した状況で

もアプリ ケーシ ョ ンでは、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからデー

タ  バッファーに返された長さ、位置、およびデータを正確に解析する必要

があ り ます。

結果 Get Next Extended オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次の情報が返されます。

データ  バッファーには、取得された 1 つまたは複数のレコードに含ま

れる  1 つまたは複数のフ ィールドが格納されます（表 22 を参照して く

ださい）。

長さ  x 2 末尾レコードのイ メージ（すべてのフ ィールドを結合

したもの） の長さ （バイ ト単位）。

位置 x 4 末尾レコードの物理カレンシー （アドレス）。

レコード  x n 末尾レコードのイ メージ（すべてのフ ィールドを結合

したもの）。

表 22  Extended Get / Step オペレーシ ョ ンの戻りデータ  バッ フ ァー構造体

要素 長さ （バ

イト単位）

説明
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データ  バッファー長には、 受け取った総バイ ト数が格納されます。

キー バッファーには、受け取った最後のデータ  レコードのキー値が格

納されます。

Get Next Extended オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれか

が返されます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 0 以外のステータス  コードが

返されても、有効なデータがデータ  バッファーに返されるこ とがあ り ます。

ただしこの場合、 返された最後のレコードは不完全なものである可能性が

あ り ます。データ  バッファー長パラ メーターに 0 を超える値が返されてい

る場合は、 データ  バッファーに抽出されたデータを確認してください。

データ  バッファーが短すぎるためにフ ィールドを部分的にしか格納でき

ない場合は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではその一部だけの

フ ィールド も含め、 格納できるだけのレコード部分が返されます。 部分

フ ィールドが抽出される最後のフ ィールドである場合、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスではオペレーシ ョ ンが続行されます。 そ うでない場

合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではオペレーシ ョ ンは中止さ

れ、 ステータス  コード  22 が返されます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

7 キー番号が変更されました。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

60 指定された リジェク ト  カウン トに達しました。

61 作業領域が小さすぎます。

62 ディ スク リプターが不正です。

64 フ ィルター制限に達しました。

65 フ ィールド  オフセッ トが不正です。

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。

134 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがインターナシ ョナル ソー ト規

則 （ISR） を読み取れません。

135 指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損して

いるか、 または不正です。

136 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 指定されたオルタネート  コ
レーティング シーケンスをファ イル内に見つけられません。
104



Get Next Extended （36）
たとえば、2 件の可変長レコードから  3 つのフ ィールドを取得する  Get Next
Extended オペレーシ ョ ンを考えてみまし ょ う。 最初のレコードは 55 バイ

トで、2 番目のレコードは 50 バイ トの長さだと します。データ  バッファー

には 50 バイ トのデータを返すこ とができます。取得する  3 つのフ ィールド

は次のよ うに定義されています。

フ ィールド  1 はオフセッ ト  2 から始ま り、 2 バイ ト長です。

フ ィールド  2 はオフセッ ト  45 から始ま り、 10 バイ ト長です。

フ ィールド  3 はオフセッ ト  6 から始ま り、 2 バイ ト長です。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスで Get Next Extended オペレーシ ョ

ンが実行される と き、 最初のレコードは問題な く返されます。 しかし、 2
番目のレコードからフ ィールド  2 の 10 バイ ト を抽出しよ う とする と、オフ

セッ ト  45 とレコードの末尾のオフセッ ト  49 の間では 5 バイ ト しか取得で

きないこ とが ト ランザクシ ョナル インターフェイスによって検出されま

す。 この時点で、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスはフ ィールド  2 の
不足している  5 バイ ト分を詰め込まないため、 フ ィールド  3 は抽出できな

くな り ます。その代わりに、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからス

テータス  コード  22 が返され、 フ ィールド  1 全体とフ ィールド  2 の先頭 5
バイ トが戻りデータ  バッファーに格納されます。

ト ラ ンザクシ ョ ナル インターフェ イ スではフ ィルター条件で使用する

フ ィールド と演算子によって、 要求を最適化できる場合があ り ます。 拒否

レコードに達する と、 ステータス  コード  64 が返され、 ファ イルの未検索

の部分にはフ ィルター条件を満たすレコードがそれ以上ないこ とが示され

ます。

ポジシ ョ ニング Get Next Extended オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な論理カレンシーお

よび物理カレンシーが確立されます。 検索された最後のレコードが現在の

レコードにな り ます。 このレコードは、 フ ィルター条件を満たして取得さ

れたレコードか、またはフ ィルター条件を満たさないために拒否されたが、

まだ最適化の範囲を超えていないレコードのいずれかです。 た と えば、

Extended オペレーシ ョ ンがステータス  9 を返した場合は、 ファ イルの末尾

のレコードが現在のレコードにな り ます。ステータス  60 （ リ ジェ ク ト  カウ

ン トに達しました） が返された場合は、 拒否された最後のレコードが現在

のレコードです。 ステータス  64 （フ ィルター制限に達しました） が返され

た場合には、 最適化条件を満たす最後のレコードが現在のレコードにな り

ます。 これ以降のレコードは最適化の範囲を超えているこ とを確認するた

めに、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスが次のレコードを検索する必

要があったと しても、 現在のレコードの設定は条件を満たす前のレコード

に戻されます。
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メ モ  ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 Get Next Extended
オペレーシ ョ ンの後に Delete または Update オペレーシ ョ ンを実行す

るこ とはできません。 現在のレコードは検索された最後のレコードで

あるため、 アプリ ケーシ ョ ンには、 意図したレコードを適切に削除ま

たは更新しているかど うかを確認する方法があ り ません。
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Get Position （22）

Get Position オペレーシ ョ ン （B_GET_POSITION） では、 4 バイ トで表した

現在のレコードの物理位置を返します。Get Position オペレーシ ョ ンを発行

する と きに物理カレンシーが確立されていないと、 オペレーシ ョ ンは正常

に実行されません。レコードの位置（アドレス）を決定できれば、Get Direct/
Record オペレーシ ョ ン （23） を使って、 ファ イル内の物理位置を基にその

レコードを直接取得できるよ うにな り ます。 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは、 Get Position 要求を処理するためにディ スク  I/O は行われま

せん。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

アプリケーションでは、物理カレンシーを確立しておく こ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 22 を設定します。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に少なく と も  4 バイ ト を設定します。

4 キー番号に 0 を設定します。

結果 Get Position オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスからレコードの位置がデータ  バッファーに返されます。

位置は、High-Low で記録される  4 バイ トのバイナリ値で、ファ イル内での

レコードのオフセッ ト （バイ ト単位） を示します。 また、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスではデータ  バッファー長にも  4 バイ トが設定され

ます。

Get Position オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ポジシ ョ ニング Get Position オペレーシ ョ ンは、 ポジシ ョ ニングにまったく影響しません。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○

3 ファイルが開いていません。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。
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Get Previous （7）

Get Previous オペレーシ ョ ン （B_GET_PREVIOUS） では、 指定されたキー

に基づいて、論理位置で前にあるレコードを取得します。Get Previous オペ

レーシ ョ ンを使う と、 重複するキー値を持つレコードのグループの中でレ

コードを検索できます。 「Get Key （+50）」 バイアスを使う と、 ファ イル内

に値が存在するかど うかを検出するこ と もできます。 一般に、 Get Key オ
ペレーシ ョ ンの方が高速に処理されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

アプリ ケーシ ョ ンでは、 指定したキーに基づく前の論理位置を確立し

ておく こ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 7 を設定します。オプシ ョ ンで、ロ ッ ク  バイ

アスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

4 キー バッファーに前のオペレーシ ョ ンで取得したキー値を指定しま

す。 キー バッファーには、 前の呼び出しで ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスが返したキー値とまったく同じものを渡します。 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスでは、ファ イル内の現在の位置を決定

するために、直前にキー バッファーに格納された情報が必要となるか

らです。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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5 キー番号パラ メーターに、前の呼び出しで使用したキー パスを設定し

ます。 Get Previous オペレーシ ョ ンを使ってキー パスを変更するこ と

はできません。

結果 Get Previous オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスではキー バッファーが新しいレコードのキー値を使っ

て更新され、 データ  バッ フ ァーに前のレコードが返され、 データ  バッ

ファー長にそのレコードの長さが返されます。

Get Previous オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

このオペレーシ ョ ンの実行によ り、 論理位置の直前がファイルの先頭よ り

も前を指す場合は、 ステータス  コード  9 が返されます。

ポジシ ョ ニング Get Previous オペレーシ ョ ンを実行する と、完全な論理カレンシーおよび物

理カレンシーが確立し、 取得したレコードが現在のレコードにな り ます。

3 ファイルが開いていません。

6 キー番号パラ メーターが不正です。

7 キー番号が変更されました。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。
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Get Previous Extended （37）

Get Previous Extended オペレーシ ョ ン （B_GET_PREV_EXTENDED） では、

指定されたキーに基づき、 論理位置の直前からファイルの先頭へ向かって

1 つまたは複数のレコードを検索します。 検索したレコードがフ ィルター

条件を満たしているかど うかをチェッ ク した上で、 条件を満たすレコード

だけを取得します。 フ ィルター条件は論理式の形を取り、 キー フ ィールド

のみに制限されません。

Get Previous Extended オペレーシ ョ ンでは、レコードから指定した部分だけ

を抽出し、 その部分だけをアプリ ケーシ ョ ンに返すこ と もできます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルがデータオン リー ファ イルであってはいけません。

指定したキーに基づく前の論理位置を確立しておく こ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 37 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 入力データ  バッファーと戻りデータ  バッファーのどちらか大きい方

を格納できるよ うに、 十分な長さのデータ  バッファーを指定します。

表 21 に示す構造体に従って、 データ  バッファーを初期化します。

4 データ  バッファー長に、入力構造体 （表 21） と戻り構造体 （表 22） の

どちらか大きい方の長さを指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○ ○
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ト ランザクシ ョ ナル インターフェ イスではバッ フ ァーを用意して、

Extended オペレーシ ョ ンのワークスペース と して使用できるよ うにし

ます。 このバッファーのサイズは、 ［拡張オペレーシ ョ ン  バッファー

サイズ］ オプシ ョ ンを使って構成します。 データ  バッファー構造体、

取得される最長のレコード、 およびリ クエスターのオーバーヘッ ドの

355 バイ ト、 これらの合計が設定したバッファー サイズを超えるこ と

はできません。（ リ クエスターのオーバーヘッ ドは、DOS ワークステー

シ ョ ンのエンジンには適用できません。）

5 キー バッファーに前のオペレーシ ョ ンで取得したキー値を指定しま

す。 キー バッファーには、 前の呼び出しで ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスから返されたキー値とまったく同じものを渡します。 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスでは、ファ イル内の現在の位置を

決定するために、直前にキー バッファーに格納された情報が必要とな

るからです。

6 キー番号パラ メーターに、前の呼び出しで使用したキー パスを設定し

ます。 Get Previous Extended オペレーシ ョ ンを使ってキー パスを変更

するこ とはできません。

詳細 このオペレーシ ョ ンでは、 Get Next Extended オペレーシ ョ ンの場合と同じ

入力データ  バッファーおよび戻りデータ  バッファーを使用します。詳し く

は 「詳細」 をご覧ください。

結果 このオペレーシ ョ ンでは、 Get Next Extended オペレーシ ョ ンと同様の結果

が返されます。 詳し くは 「結果」 をご覧ください。

ポジシ ョ ニング Get Previous Extended オペレーシ ョ ンを実行する と、完全な論理カレンシー

および物理カレンシーが確立されます。 検索された最後のレコードが現在

のレコードにな り ます。 このレコードは、 フ ィルター条件を満たして取得

されたレコードか、 またはフ ィルター条件を満たさないために拒否された

レコードのいずれかです。

メ モ  ト ラ ンザ ク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スでは、 Get Previous
Extended オペレーシ ョ ンの後に Delete または Update オペレーシ ョ ン

を実行するこ とはできません。 現在のレコードは検索された最後のレ

コードであるため、 アプリ ケーシ ョ ンには、 意図したレコードを適切

に削除または更新しているかど うかを確認する方法があ り ません。
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Insert （2）

Insert オペレーシ ョ ン （B_INSERT） では、 ファ イルにレコードを挿入しま

す。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは新しいレコードのキー値を

反映して、 キーの B-ツ リーが調整されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

挿入するレコードは適切なレコード長を持つ必要があ り ます。 また、

キー値は対象となるファ イルで定義されているキーと一致していなけ

ればなり ません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 2 を設定します。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファーに、 挿入するレコードを格納します。

4 データ  バッファー長を指定します。 この値は、少なく と もレコードの

固定長部分と同じ長さでなければなり ません。

5 ポジシ ョニング情報 （カレンシー） の確立にト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスが使用するキー番号を指定します。NCC オプシ ョ ンを使

用するには、 キー番号に -1 （0xFF） を指定します。 システム定義のロ

グ キー （システム データ） を使用するには、 125 を指定します。

メ モ  NCC （No-currency-change ： カレンシー変更なし） オプシ ョ ンを

使用する と、 Insert オペレーシ ョ ンはキー バッファー パラ メーターの

値を更新しません。つま り、キー バッファー パラ メーターには何の情

報も返されません。

結果 Insert オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョ ナル イン

ターフェイスではファイルに新しいレコードが挿入され、 新しいレコード

を反映してキーの B ツ リーが更新されます。 また、 指定したキーの値が

キー バッファーに返されます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで

は、 AUTOINCREMENT キーの値がバイナリ  0 に初期化されているレコー

ドを挿入する と、挿入したレコード もデータ  バッファーに返され、 レコー

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○
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ドには ト ランザクシ ョ ナル インターフェ イ スによって割り当てられた

AUTOINCREMENT 値が入っています。 NCC Insert オペレーシ ョ ンでは、

キー バッファー パラ メーターの値は変更されません。

Insert オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されます。

ポジシ ョ ニング NCC オプシ ョ ンを指定しない Insert オペレーシ ョ ンを実行する と、 完全な

論理カレンシーおよび物理カレンシーが確立し、 挿入したレコードが現在

のレコードにな り ます。 論理カレンシーは指定したキーに基づきます。

NCC Insert オペレーシ ョ ンを実行する と、 論理カレンシーは影響を受けず

に、 物理カレンシーが確立されます。 つま り、 NCC Insert オペレーシ ョ ン

を実行したアプ リ ケーシ ョ ンでは、 フ ァ イル内の論理位置は Insert オペ

レーシ ョ ンを実行する前と変わらないという こ とです。このよ うな状況で、

NCC Insert オペレーシ ョ ンに続けて、Get Next （6）、Get Next Extended （36）、
Get Previous （7）、 および Get Previous Extended （37） などのオペレーシ ョ

ンを実行する と、 NCC Insert オペレーシ ョ ン実行以前のアプリ ケーシ ョ ン

の論理カレンシーに基づく値が返されます。

メ モ  ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、NCC Insert オペレー

シ ョ ンを実行しても、その結果と して何の情報もキー バッファーには

返されません。したがって、論理カレンシーの維持が必要なアプリ ケー

シ ョ ンでは、 NCC Insert オペレーシ ョ ン後にキー バッファーの値を変

更しないでください。 変更する と、 次の Get オペレーシ ョ ンの結果は

予測できないものになり ます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは標準の Insert オペレーシ ョ ンと

NCC Insert オペレーシ ョ ンのどちらを実行しても、 新し く挿入されたレ

コードに対し物理カレンシーが確立されます。 NCC Insert オペレーシ ョ ン

に続く  Step Next （24）、 Step Next Extended （38）、 Step Previous （35）、 Step
Previous Extended （39）、 Update （3）、 Delete （4）、 および Get Position （22）
などのオペレーシ ョ ンは、 新しい物理カレンシーに基づいて機能します。

2 アプリ ケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。

3 ファイルが開いていません。

5 レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があ り ます。

18 ディ スクがいっぱいです。

21 キー バッファー パラ メーターが短すぎます。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Insert Extended （40）

Insert Extended オペレーシ ョ ン （B_EXT_INSERT） では、 ファ イルに 1 つ
または複数のレコードを挿入します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スでは、新しいレコードのキー値を反映して、 キーの B ツ リーが調整され

ます。

パラ メ ーター

メ モ  NCC （No-currency-change ： カレンシー変更なし） オプシ ョ ンを

使用する と、 Insert Extended オペレーシ ョ ンはキー バッファー パラ

メーターの値を更新しません。つま り、キー バッファー パラ メーター

には何の情報も返されません。

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

挿入するレコードは適切なレコード長を持つ必要があ り ます。 また、

キー値は対象となるファ イルで定義されているキーと一致していなけ

ればなり ません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 40 を設定します。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 表 23 に示す構造体に従って、 データ  バッファーを指定します。

4 データ  バッファー長を指定します。この値は、データ  バッファー構造

体のサイズと一致しているこ とが必要です。

5 カレンシーの確立にト ランザクシ ョナル インターフェイスが使用す

るキー番号を指定します。NCC オプシ ョ ンを使用するには、キー番号

に -1 （0xFF） を指定します。システム定義のログ キー （システム デー

タ） を使用するには、 125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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詳細 次の表は、 データ  バッファーの構造体を示しています。

結果 Insert Extended オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスではファイルに新しいレコードが挿入され、新しいレ

コードを反映してすべての B ツ リーが更新されます。 さ らに、 NCC Insert
Extended オペレーシ ョ ンの場合を除き、 最後に挿入したレコードから、 指

定したキーの値がキー バッファーに返されます。 また、 戻りデータ  バッ

ファーの先頭ワードには、 ファ イルに正常に挿入されたレコードの数が ト

ランザクシ ョナル インターフェイスによって格納されます。 データ  バッ

ファーの先頭ワードの後には、 挿入されたレコードのアドレスが ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスによって格納されます。

オペレーシ ョ ンの一部しか正常に実行されず、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスから  0 以外のステータス  コードが返された場合、データ  バッ

ファーの先頭ワードの値は正常に挿入されたレコードの数と等し くな り ま

す。 エラーの原因となったレコードは、 正常に挿入されたレコード数 + 1
番目のレコードです。

Insert Extended オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが

返されます。

ポジシ ョ ニング NCC オプシ ョ ンを指定しない Insert Extended オペレーシ ョ ンを実行する

と、 完全な論理カレンシーおよび物理カレンシーが確立し、 挿入されたレ

コードのキー値がヌルでなければ、 最後に挿入されたレコードが現在のレ

コードにな り ます。 論理カレンシーは指定したキーに基づきます。

表 23  Insert Extended オペレーシ ョ ンのデータ  バッ フ ァー構造体

要素 長さ （バイト単位） 説明

固定部分 2 挿入するレコード数。

繰り返し部分 （レ コー ド ご とに 1 つあ り ます）

2 レコード  イ メージの長さ。

n レコード  イ メージ。

2 アプリ ケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。

3 ファイルが開いていません。

5 レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があ り ます。

18 ディ スクがいっぱいです。

21 キー バッファー パラ メーターが短すぎます。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンを実行する と、 論理カレンシーは影響

を受けずに、物理カレンシーが確立されます。つま り、NCC Insert Extended
オペレーシ ョ ンを実行したアプリ ケーシ ョ ンでは、 ファ イル内の論理位置

はオペレーシ ョ ンを実行する前と変わらないという こ とです。 このよ うな

状況で、 NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンに続けて、 Get Next （6）、 Get
Next Extended （36）、 Get Previous （7）、 および Get Previous Extended （37）
などのオペレーシ ョ ンを実行する と、 NCC Insert Extended オペレーシ ョ ン

実行以前のアプリ ケーシ ョ ンの論理カレンシーに基づく値が返されます。

メ モ  ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、NCC Insert Extended
オペレーシ ョ ンを実行しても、 その結果と して何の情報もキー バッ

ファーには返されません。 したがって、 論理カレンシーの維持が必要

なアプ リ ケーシ ョ ンでは、 NCC Insert Extended オペレーシ ョ ン後に

キー バッファーの値を変更しないでください。 変更する と、 次の Get
オペレーシ ョ ンの結果は予測できないものになり ます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは標準の Insert Extended オペレー

シ ョ ンと  NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンのどちらを実行しても、新し

く挿入されたレコードに対し物理カレンシーが確立されます。したがって、

NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンに続 く  Step Next （24） 、 Step Next
Extended （38） 、 Step Previous （35） 、 Step Previous Extended （39） 、 Update
（3）、 Delete （4）、 および Get Position （22） などのオペレーシ ョ ンは、 新し

い物理カレンシーに基づいて機能します。

Get Next オペレーシ ョ ン （6） のよ うな、元の論理カレンシーに基づくオペ

レーシ ョ ンを実行するために、 アプ リ ケーシ ョ ンで Insert Extended オペ

レーシ ョ ン実行前のファ イルの論理位置を保存しておく必要がある場合

に、 NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンが役立ちます。

NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンを実行しないで同様の結果を得るに

は、 アプリ ケーシ ョ ンで以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 Get Position （22） - 現在の論理レコードの、 4 バイ ト長の物理アドレス

を取得します。 アプリ ケーシ ョ ンでこの値を保存し、 手順 3 でこれを

渡して元に戻します。

2 Insert Extended （40） - 新しいレコードを挿入します。このオペレーシ ョ

ンによ り、 新しい論理カレンシーおよび物理カレンシーが確立されま

す。

3 Get Direct/Record （23） - 手順 1 での状態に論理カレンシーと物理カレ

ンシーを戻します。

NCC Insert Extended オペレーシ ョ ンは、 論理カレンシーについてはこの手

順と同様の結果を得られますが、 物理カレンシーについては異な り ます。

たとえば、 これら  2 つの手順のいずれかに続けて Get Next （6） オペレー

シ ョ ンを実行した場合は、 どちらの手順でも結果は変わり ませんが、 Step
Next（24）を実行した場合は、異なるレコードが返される可能性があ り ます。
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Login/Logout （78）

Login/Logout オペレーシ ョ ン （B_LOGIN/B_LOGOUT） を使用する と、ユー

ザーは自身のユーザー資格情報を指定したり、データベース  エンジンから

認証トークンおよび許可トークンを取得したりするこ とができます。 この

オペレーシ ョ ンでは、 ユーザーが自身のログイン資格情報を リセッ トする

こ と も可能であるため、 データベースヘのアクセスを取得するためにログ

イン資格情報を再入力する必要があ り ます。

パラ メ ーター

前提条件 データベース名およびユーザー ID はあらかじめ定義されている必要

があ り ます。

ログイ ン手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 78 を設定します。

2 キー番号に 0 を設定します。

3 データベース  URI の形式を用いて、 キー バッファーにサーバー名、

データベース名、ユーザー ID、およびパスワードを設定します URI 接
続文字列の詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の

「データベース  URI」 を参照してください。

ログアウ ト 手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 78 を設定します。

2 キー番号に 1 を設定します。

3 データベース  URI の形式を用いて、 キー バッファーにサーバー名、

データベース名、 ユーザー ID、 およびパス ワー ド を設定し ます

（『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「データベース  URI」 を参照

して ください）。

結果 Login または Logout オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ステータス

0 が返されます。 正常に実行されなかった場合は、 次のステータス  コード

のいずれかが返されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○

戻り値

1 不正な操作です。

172 データベース名が見つかり ません。

3103 不明なサーバーです。
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注記 データベース  URI を結合した長さは 255 バイ ト未満でなければな り ませ

ん。 これがキー バッファーの最大サイズだからです。

Login オペレーシ ョ ンではパフォーマンスに負荷がかか り ます。 アプ リ

ケーシ ョ ン、 フ ァ イルご とにログインおよびログアウ トするよ う なコー

ディングをしないでください。 代わりに、 セッシ ョ ンの始めに一度データ

ベースにログインし、 データベース作業が完了したらログアウ トするよ う

にしてください。

ポジシ ョ ニング Login/Logout オペレーシ ョ ンは、 ファ イルのカレンシー情報にはまった く

影響しません。
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Open （0）

Open オペレーシ ョ ン （B_OPEN） は、 ファ イルへのアクセスを可能にしま

す。アプ リ ケーシ ョ ンでファイルにアクセスするには、まず Open オペレー

シ ョ ンを実行する必要があ り ます。フル パス名または相対パス名を指定す

る限り、 対象となるファ イルが現在のディ レク ト リに保存されている必要

はあ り ません。

パラ メ ーター

前提条件 開く ファ イルは、アクセス可能な論理ディ スク  ド ラ イブ上にあるこ と

が必要です。

そのファイルで使用可能なファイル ハンドルが存在するこ とが必要

です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 0 を設定します。

2 ファ イルにオーナーが設定されている場合は、データ  バッファー パラ

メーターにオーナー ネームを指定し、 末尾にバイナリ  0 を付けます。

3 データ  バッファー長パラ メーターに、 バイナリ  0 を含めたオーナー

ネームの長さを指定します。

キー バッファー パラ メーターに、 開く ファ イルのパス名を入れます。

埋め込みスペースの設定に応じて、パス名の終端はヌル （バイナリ  ゼ
ロ） にします。 パス名は半角 255 文字までの範囲で指定できます。 ヌ

ル終端文字を含む完全修飾 UNC （Unified Naming Convention） パス名

は、 半角 255 文字までの範囲で指定できます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスは通常、ファ イル名を完全修飾

UNC ファ イル名に拡張します。 たとえば、 J:\Data\File.dat は \\ サー

バー名 \ 共有名 \Data\File.dat に変換されます。この拡張されたファイ

ル名が、 ヌル終端文字を含めて半角 255 文字までにならなければなり

ません。 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 の 「データベース  URI」
も参照して ください。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○
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ただし、 Btrieve の Open 要求がローカル エンジンに送られる場合は、

MIF はローカルのド ライブ文字をコンピューター名および共有名に置

き換えません。 ローカルで開く場合にもっと長い名前でも受け入れら

れたと しても、 リモート  ク ラ イアン トではそのファイルを開けないこ

とがあ り ます。

ク ライアン トの設定オプシ ョ ン［スペースを含むファイル / ディレク ト

リ名］ によって、 埋め込みスペースを含むファイル名がサポート され

ます。デフォルトでは、 この設定パラ メーターはオンになっています。

つま り、 スペースはパスの一部と見なされます。 この設定がオンの場

合、 ファ イル名はヌル バイ トで区切る必要があ り ます。 この設定がオ

フの場合、 埋め込みスペースを含むファ イル （"C:\My Folder\my
file.mkd" など） を使用するこ とはできません。『Advanced Operations
Guide』 の 「長いファイル名と埋め込みスペースのサポート 」 を参照し

てください。

Pervasive PSQL ク ラ イアン ト でサポー ト するパス名の詳細について

は、 『Getting Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive リ クエスター

でサポートするネッ ト ワーク  パスの形式」 を参照してください。

4 キー番号パラ メーターに、表 24 に記載されているモード値のいずれか

を指定します。

詳細 こ こでは、 サポート されているオープン  モードについて説明します。

注意   データベース  エンジンは、 ク ラ イアン ト がアクセラレイティ ド

モードを使用している間は、ク ラ イアン トの ト ランザクシ ョ ン ア ト ミ

シティ、 ト ランザクシ ョ ン一貫性保守、およびアーカイブ ログの安全

性を保証できません。 この制約があるのは、 ログからの復元が必要な

場合に、 完全な復元を行うために十分な情報がログに含まれていない

可能性があるからです。 なぜなら、 ログは、 1 つのデータ  ファ イル上

で行った操作の部分的な記録でしかないからです。

たとえば、アクセラレイティ ド  モードを使用して追加を実行中のク ラ

イアン ト と、 ノーマル モードを使用して更新を実行中のク ライアン ト

が同じファ イルへアクセス中にシステム障害が発生した場合、 メモ リ

上のアクセラレイテ ィ ドの追加操作はディ ス クに書き出されません

が、 ト ランザクシ ョナルな更新操作はト ランザクシ ョ ン  ログに書き込

まれるため、データ  ファ イルにまだ存在していないレコードに対する

更新がト ランザクシ ョ ン ログに含まれる可能性があ り ます。

この操作の組み合わせを含むアーカイブ ログをロール フォワード し

よ う とする と、 失敗します。
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ファ イルを開く際に、 オープン モードによって、 ローカル エンジンと リ

モー ト  エンジンのどちらを使用するかを ト ランザクシ ョ ナル インター

フェイスに指示できます。キー番号パラ メーターにオープン  モードの値を

指定します。

メ モ  ローカル エンジンでフ ァ イルを開く よ う に指定する場合は、

ワークグループ エンジンでもサーバー エンジンでも、 Open オペレー

シ ョ ンに何ら違いはあ り ません。

 

表 24  オープン モー ド

説明 選択しない ローカル エンジ

ンで実行

リモート エンジ

ンで実行

ノーマル 0 6 99

アクセラレイティ ド

特定のフ ァ イルでのパフ ォーマンスを向上するために、

ファ イルをアクセラレイティ ド  モードで開く こ とができま

す（6.x ト ランザクシ ョナル インターフェイスでもアクセラ

レ イテ ィ ド  モードで開く こ とはできま したが、 ノーマル

モードで開いたものと解釈されました）。アクセラレイティ

ド  モードでファ イルを開く と、 ト ランザクシ ョ ナル イン

ターフェイスは、 そのファ イルに対する ト ランザクシ ョ ン

ログを実行しません。 上記の 「注意」 を参照してください。

-1 7 100

リードオン リー

リードオン リー モードでファ イルを開く と、 ファ イルは読

み取るこ と しかできず、 更新できな くな り ます。 このモー

ドを使う と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは自

動的に回復できない破損データを含むファ イルを開く こ と

ができます。 ファ イルのインデッ クスのデータが壊れてい

る場合は、 リードオン リー モードでファ イルを開き、 Step
Next （24） オペレーシ ョ ンを使用するこ とによって、レコー

ドを取得できます。

-2 8 101

ベリ ファ イ

このモードは無視されます。 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスではこのモードを指定しても、 ファ イルはノーマ

ル モードで開かれます。 以前のバージ ョ ンの ト ランザク

シ ョナル インターフェイスでは、ベリ ファ イ  モードを指定

する と、 ディ ス クに書き込まれたデータが正しいかど うか

が検証されました。

-3 適用外 適用外

エクスクルーシブ

エクスクルーシブ モードはファ イルに対する排他的なアク

セスを可能にします。 あるアプ リ ケーシ ョ ンが排他的にア

クセスしているファイルは、閉じるまで、ほかのアプリ ケー

シ ョ ンから開く こ とができな くな り ます。

-4 10 103
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開いているファイルの最大数について定められた制限はあり ません。同時に

開く こ とができるファ イルの数は、使用可能なメモ リに応じて変わり ます。

ファ イルは、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスによって 1 回だけ開か

れます。 （ ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 複数のク ラ イアン ト

が同時に 1 つのファイルを開いている状況や、 単独のク ライアン トがファ

イルのポジシ ョ ン ブロ ッ クを複数持っている状況を認識し、処理します。）

拡張ファイルを開く と き、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは 1 つ
のハンドルが使用され、ベース  ファ イルとすべてのエクステンシ ョ ン  ファ

イルが開かれます。

結果 Open オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョ ナル イン

ターフェイスでは目的のファイルにファイル ハンドルが割り当てられ、新

し く開いたファイルの Open 呼び出しで渡したポジシ ョ ン ブロ ッ クが予約

されて、 そのファイルがアクセス可能な状態になり ます。

Open オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されます。

次の表には、ローカル ク ライアン トで使用可能なオープン モードの組み合

わせを示します。

2 アプリ ケーシ ョ ンで I/O エラーが発生しました。

11 指定されたファイル名は不正です。

12 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは指定されたファ イルを見つけ

られません。

20 ト ランザクシ ョナル インターフェイスまたは Btrieve リ クエスターが非

アクティブです。

46 要求したファ イルへのアクセスは拒否されました。

84 レコードまたはページがロ ッ ク されています。

85 ファイルはロ ッ ク されています。

86 ファイル テーブルがいっぱいです。

87 ハンドル テーブルがいっぱいです。

88 アプリ ケーシ ョ ンでモードの不一致エラーが発生しました。

表 25  ローカル ク ラ イアン ト のオープン モー ドの組み合わせ

ローカル クライアント 1 
のオープン モード

ローカル クライアント 2 
のオープン モード

結果

ノーマル ノーマル 正常終了

リードオン リー 正常終了

エクスクルーシブ ステータス  コード  88
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ポジシ ョ ニング Open オペレーシ ョ ンを実行しても、ポジシ ョ ニングは確立しません。ただ

し、 次の物理レコードがファイルの先頭の物理レコードにな り ます。

アクセラレイティ ド 正常終了

リードオン リー ノーマル 正常終了

リードオン リー 正常終了

エクスクルーシブ ステータス  コード  88

アクセラレイティ ド 正常終了

エクスクルーシブ ノーマル ステータス  コード  88

リードオン リー ステータス  コード  88

エクスクルーシブ ステータス  コード  88

アクセラレイティ ド ステータス  コード  88

アクセラレイティ ド ノーマル 正常終了

リードオン リー 正常終了

エクスクルーシブ ステータス  コード  88

アクセラレイティ ド 正常終了

表 25  ローカル ク ラ イアン ト のオープン モー ドの組み合わせ

ローカル クライアント 1 
のオープン モード

ローカル クライアント 2 
のオープン モード

結果
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Reset （28）

Reset オペレーシ ョ ン （B_RESET） では、 ク ラ イアン トが保持しているす

べてのリ ソースを解放します。 このオペレーシ ョ ンは、 ク ライアン トが実

行中のト ランザクシ ョ ンを中止し、 すべてのロ ッ クを解除し、 さ らに、 ク

ラ イアン トが開いているファイルをすべて閉じます。

パラ メ ーター

前提条件 ト ランザクシ ョナル インターフェイスまたは リ クエスターがロード され

ていて、 Reset 呼び出しを発行するク ライアン トが ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイス との接続を確立していれば、 アプリ ケーシ ョ ンではいつで

も  Reset オペレーシ ョ ンを発行できます。 ト ランザクシ ョナル インター

フェイス との接続は、たとえば、ファ イルを開いたり、Pervasive PSQL ユー

ティ リ ティ を使ってファイルのステータスを要求したりするこ とによ り確

立します。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 28 を設定します。

2 キー番号およびキー バッファー パラ メーターに 0 を設定します。

結果 Reset オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョ ナル イン

ターフェイスでは指定したク ライアン ト、 ウ ィンド ウ、 またはセッシ ョ ン

に対して次の動作が実行されます。

1 実行中のト ランザクシ ョ ンがすべて中止される。

2 保持されているすべてのロ ッ クが解除される。

3 開いているファイルがすべて閉じられる。

Reset オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから  0 以外のステータス  コードが返されます。

ポジシ ョ ニング Reset オペレーシ ョ ンを実行する と、開いているファ イルがすべて閉じられ

るため、 すべてのカレンシーが消去されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○

戻り値
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Set Directory （17）

Set Directory オペレーシ ョ ン （B_SET_DIR） では、 指定したパス名を現在

のディレク ト リ と して設定します。

パラ メ ーター

前提条件 対象となる論理ディ ス ク  ド ラ イブおよびディ レク ト リ がアクセス可能で

あるこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 17 を設定します。

2 キー バッファーに、 論理ディ スク  ド ラ イブおよびディ レク ト リ  パス

を、 最後にバイナリ  0 を付けて格納します。 ド ライブ名を省略した場

合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではデフォルトのド ライブ

が使用されます。 ディ レク ト リの絶対パスを指定しなかった場合、 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスではキー バッファーに指定した

ディレク ト リ  パスが現在のディ レク ト リに追加されます。

Pervasive PSQL ク ラ イアン ト でサポー ト するパス名の詳細について

は、 『Getting Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive リ クエスター

でサポートするネッ ト ワーク  パスの形式」 を参照してください。

結果 Set Directory オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスではキー バッファーに指定したディ レク ト リ が現在の

ディレク ト リにな り ます。

Set Directory オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスでは現在のディ レク ト リは変更されないまま

で、 0 以外のステータス  コードが返されます。

ポジシ ョ ニング Set Directory オペレーシ ョ ンは、 ポジシ ョ ニングにまったく影響しません。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○

戻り値
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Set Owner （29）

Set Owner オペレーシ ョ ン（B_SET_OWNER）ではファ イルにオーナー ネー

ム （パスワード） を割り当てます。 ファ イルにオーナー ネームが設定され

ている場合は、 ユーザーやアプリ ケーシ ョ ンはそのファイルにアクセスす

るたびにオーナー ネームを指定する必要があ り ます。オーナー ネームがす

べてのアクセス権に対し、 あるいは更新権限だけに対し要求されるよ うに

指定するこ とができます。

オーナー ネームを割り当てる と きに、ディ スク上のファイルのデータを暗

号化するよ う ト ランザクシ ョナル インターフェイスに指示する こ と もで

きます。データの暗号化を指定する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスでは Set Owner オペレーシ ョ ンの実行中にすべてのデータが暗号化さ

れます。このため、ファ イル サイズが大きいほど、Set Owner オペレーシ ョ

ンの完了に要する時間は長くな り ます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ト ランザクシ ョ ンが実行中でないこ とが必要です。

ファ イルに既にオーナ ネームが設定されていてはいけません。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 29 を設定します。

オプショ ンで、+17000 のバイアスを含めると 最長 24 バイト （半角 24 文
字） のオーナーネーム （「長い」 オーナーネーム） を作成すること がで

きます。 このバイアスは btrconst.h に B_LONG_OWNER_NAME_BIAS
と しても定義されています。 Btrconst.h は、 Btriev ソフ ト ウェア開発

キッ ト （SDK） で提供されます。

長いオーナー ネームを指定した場合、 そのデータ  ファ イルは

Pervasive PSQL v10 SP1 よ り前のデータベース  エンジンで読み取

るこ とはできません。

長いオーナー ネームを使用したデータ  ファ イルは、v9.5 よ り前の

ファイル形式にリ ビルド しよ う とする場合、そのオーナー ネーム

を最初に削除しておかないと リ ビルドするこ とができません。

2 保護するファイルを識別するポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○
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3 データ  バッファーとキー バッファーの両方にオーナー ネームを格納

します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、誤って不正な値を

指定するのを防ぐために、オーナー ネームを両方のバッファーに格納

するこ とを要求します。

+17000 のバイアスが指定されない場合、 オーナー ネームは 8 バイ ト

（半角 8 文字） までの範囲で指定可能で、末尾はバイナリ  0 になってい

る必要があ り ます。これは「短い」オーナー ネームと呼びます。+17000
のバイアスが指定された場合、 オーナー ネームは 24 バイ ト （半角 24
文字） までの範囲で指定可能で、 末尾はバイナリ  0 になっている必要

があ り ます。 これは 「長い」 オーナー ネームと呼びます。 どちらの場

合も、 オーナー ネームをすべてスペース （0x20） で構成するこ とはで

きません。

4 データ  バッファー長パラ メーターに、 バイナリ  0 を含めたオーナー

ネームの長さを指定します。オーナー ネームが、指定可能な最大長 （8
文字または 24 文字） よ り も短い場合、その最大長に満たない部分には

空白が埋め込まれます。

5 キー番号に、 ファ イルに対するアクセス制限と暗号化のタイプを指定

する整数を設定します （表 26 を参照してください）。

詳細 一度オーナー ネームを指定する と、 「Clear Owner （30）」 オペレーシ ョ ンを

発行するまでそのオーナー ネームは有効です。次の表に、 キー番号に指定

できるアクセス制限コードの一覧を示します。

結果 Set Owner オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、それ以降のオペレーシ ョ

ンでは正しいオーナー ネームが指定されない限り、ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスでファイルへのアクセスやファイルの変更を行えなくな り

ます。唯一の例外は、オーナー ネームの指定なしで読み取り専用アクセス

が許可されている場合です。さ らに、Set Owner オペレーシ ョ ンが正常に終

了する と、 暗号化が指定されている場合には、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでファイル内のデータが暗号化されます。

表 26  アクセスおよび暗号化のコー ド

コード 説明 

0 すべてのアクセス  モードでオーナー ネームが必要になり ます （データ

は暗号化されません）。

1 読み取り専用アクセスはオーナ ネームがな くても許可されます （デー

タは暗号化されません）。

2 すべてのアクセス  モードでオーナー ネームが必要になり ます （データ

が暗号化されます）。

3 読み取 り 専用ア クセスはオーナー ネームがな く て も許可されます

（データが暗号化されます）。
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暗号化は直ちに行われ、 ファ イル全体が暗号化されるまでは ト ランザク

シ ョナル インターフェイスの制御下にあ り ます。ファ イル サイズが大きい

ほど、 暗号化処理にかかる時間は長くな り ます。 暗号化されたファイルか

らのデータの読み取りは、 暗号化されていないファイルからデータを読み

取る場合よ り も遅くな り ます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは

ディ スクからページを読み込む際にそのページを解読し、 ディ スクに書き

込む際に再度ページを暗号化します。 キャ ッシュが小さい場合、 あるいは

比較的大量の変更操作を行う場合には、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスは暗号化ルーチンをさ らに頻繁に実行しなければなり ません。

Set Owner オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

ポジシ ョ ニング Set Owner オペレーシ ョ ンは、 ポジシ ョ ニングにまったく影響しません。

41 実行し よ う と した操作は ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは許

可されていません。

50 ファイルのオーナーは既に設定されています。

51 オーナー ネームが不正です。
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Stat （15）

Stat オペレーシ ョ ン （B_STAT） では、 ファ イルに定義されている特性を取

得します。 また、 ファ イル内のレコード数、 ファ イルの各インデッ クスに

格納されている重複のないキー値の数、ファ イル内の未使用ページ数など、

ファ イルの内容についての情報も返します。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 15 を設定します。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 フ ァ イルに定義されている統計情報を格納するのに十分なデータ

バッファーを確保します。

4 データ  バッファー長を指定します。ファ イルの統計情報を十分に格納

できる長さが必要です （詳細については、 表 27 および表 28 を参照し

てください）。

5 少なく と も  255 バイ トのキー バッファーを指定します。

6 次のよ うにキー番号を設定します。

ファ イルのバージ ョ ンおよび未使用の重複ポインターについての

情報を除外する場合は、 0 を指定します。 表 27 を参考にして、 戻

りデータ  バッファーを解析します。

ファ イルのバージ ョ ンおよび未使用の重複ポインターについての

情報を含める場合は、 -1 （0xFF） を指定します。表 28 を参考にし

て、 戻りデータ  バッファーを解析します。

詳細 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、ファ イルの作成以降に追加さ

れたキーも含めて、 ファ イル内のすべてのキーについての情報が返されま

す。 このキー情報には、 適用可能な ACS 定義も含まれます。 データ  バッ

ファー領域を確保する際、 このよ うな追加情報について考慮する必要があ

り ます。 特に、 こ こでは、 Create （0） オペレーシ ョ ンで使用したものと同

じデータ  バッファーは使用しないでください。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 ファ イルに最大 119 までの

キーと複数の ACS を定義でき るため、 可能な最長データ  バッ フ ァーは

33,455 バイ トにな り ます （つま り、 16 + (119 * 16) + (119 * 265) です）。 し

かし、これほど大きなデータ  バッファーが必要になるこ とはおそら くあ り

ません。実際、 ある特定の情報しか必要ない場合は、 データ  バッファーを

小さ く した方が良い場合があ り ます。 たとえば、 データ  バッファー長を

1,920 バイ ト （つま り、 16 + (16 * 119)） に設定したと します。 実際、 この

よ うな設定にした場合、 キー情報はすべて返されますが、 ACS は必ずしも

すべては返されません。アプリ ケーシ ョ ンで ACS についての情報が必要な

い場合は、 この方法を使う こ とができます。

キー番号パラ メーターに値 0 を指定した場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでは次の表に示すよ うな Stat 情報が返されます。

表 27  フ ァ イルのバージ ョ ン情報を除外し たデータ  バッ フ ァー

要素 説明 長さ 
（バイト単位）

ファイル仕様 レコード長 2

ページ サイズ 2

インデッ クス数 2

レコード数 4

ファイル フラグ 2

予約ワード 2

未使用ページ 2

キー仕様（各セグメン トについて

繰り返される）

キー ポジシ ョ ン 2

キー長 2

キー フラグ 2

重複のないキー値の数 4

拡張データ型 1

キー仕様（各セグメン トについて

繰り返される）

ヌル値 1

予約済み 2

キー番号 1

ACS （オルタネート  コレー

ティング シーケンス） 番号

1
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キー番号パラ メーターに値 -1 を指定した場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでは次の表に示すよ うな Stat 情報が返されます。

ACS 番号 0 ACS 265

. . . . . . . . .

ACS 番号 x ACS 265

表 28  フ ァ イルのバージ ョ ン情報を含むデータ  バッ フ ァー

要素 説明 長さ 
（バイト単位）

ファイル仕様 レコード長 2

ページ サイズ 2

インデッ クス数 1

ファイルのバージ ョ ン番号 1

レコード数 4

ファイル フラグ 2

未使用の重複ポインター数 1

予約バイ ト 1

未使用ページ 2

キー仕様 （各キー セグ メ ン ト に

ついて繰り返される）

キー ポジシ ョ ン 2

キー長 2

キー フラグ 2

重複のないキー値の数 4

拡張データ型 1

ヌル値 1

予約済み 2

キー番号 1

表 27  フ ァ イルのバージ ョ ン情報を除外し たデータ  バッ フ ァー

要素 説明 長さ 
（バイト単位）
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フ ァ イ ル仕様

戻りデータ  バッ フ ァーのフ ァ イル仕様フ ィールドは、 次の点を除いて、

「Create （14）」 で説明したものとまったく同じです。

ファ イル仕様領域

データ  バッファーにファイルのバージ ョ ン情報が含まれている

場合は、 インデッ クス数が 1 バイ ト長になり、 その後に 1 バイ ト

のファ イルのバージ ョ ン情報が続きます。 ファ イルのバージ ョ ン

番号の値を 10 進数に変換しないでください。 0x70 という値はそ

のファイルが v7.0 ファ イルであるこ とを示し、0x60 という値はそ

のファイルが v6.x ファ イルであるこ とを示します（以下同様）。 ト

ランザクシ ョナル インターフェイスではファ イルを作成する と

き、 ファ イルに定義されている属性に従ってバージ ョ ン番号が割

り当てられます。

レコード数は、 ファ イル内のレコードの数を表す 4 バイ ト長の値

です。

ファ イル フラグ ワードで、 ビッ ト  9 と  12 は次のよ うな意味を持

ちます。
 

Stat オペレーシ ョ ンでは、 システム データがデフォルトで組み込

まれたのか、 明示的に組み込まれたのかは示されません。

データ  バッファーにファイルのバージ ョ ン情報が含まれている

場合、 1 バイ ト の未使用重複ポインターの数がファ イル フラグ

フ ィールドに続き、 ファ イル内に残っている未使用の重複ポイン

ターの数が示されます。

（キー仕様の最後のメンバー。 こ

こまでが繰り返される要素）

ACS （オルタネート  コレー

ティング シーケンス） 番号

1

ACS 番号 0 ACS 265

. . . . . . . . .

ACS 番号 x ACS 265

ビッ ト  9 = 1 かつ

ビッ ト  12 = 0
ファ イルはシステム データを使って作成されまし

た。 （これは、必ずしもシステム定義のログ キーが

現在使用されている こ と を意味しません。 削除さ

れた可能性もあ り ます。）

ビッ ト  9 = 1 かつ

ビッ ト  12 = 1
ファ イルはシステム データを使わずに作成されま

した。

表 28  フ ァ イルのバージ ョ ン情報を含むデータ  バッ フ ァー

要素 説明 長さ 
（バイト単位）
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予約領域が割り当てられますが、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスは Stat オペレーシ ョ ンではこの領域を無視します。

キー仕様

戻りデータ  バッファーのキー仕様フ ィールドは Table 10、 で説明したもの

と基本的には同じです。ただし、キー フラグ フ ィールドの後に 4 バイ トの

重複のないキー値の数が続き、 指定されたキーに対して一意で重複のない

値を持つレコードの数が示される点が異なり ます。

ACS

戻りデータ  バッファーの ACS 定義は、 「Create （14） 」 で説明したものと

まったく同じです。

結果 Stat オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル インター

フェ イスではファ イルおよびキーの特性がデータ  バッ フ ァーに返され、

データ  バッファーの長さがデータ  バッファー長に返されます。対象となる

ファ イルが拡張ファイルである場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スでは先頭のエクステンシ ョ ン ファ イルのファ イル名がキー バッファー

に返されます。 先頭のエクステンシ ョ ン ファ イルのファ イル名が 63 バイ

ト を超える場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではファイル名が

切り詰められます。ファ イルが拡張ファイルでない場合は、ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスではキー バッファーの先頭バイ トが 0 に初期化さ

れます （Stat Extended オペレーシ ョ ンを使う と、 拡張ファ イルに関する統

計情報を取得できます）。

Stat オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されます。

ポジシ ョ ニング Stat オペレーシ ョ ンは、 ポジシ ョニングにまったく影響しません。

3 ファイルが開いていません。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Stat Extended （65）

Stat Extended オペレーシ ョ ン （B_EXTENDED_STAT） にはいくつかのサブ

ファンクシ ョ ンがあ り ます。 これを使って、 アプリ ケーシ ョ ンは開いてい

るファイルについての情報を収集するこ とができます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 65 を設定します。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファーに拡張 Stat 構造体を格納します。 各サブファンク

シ ョ ンで必要な拡張 Stat 構造体の詳細については、 以降のセクシ ョ ン

を参照して ください。

4 データ  バッファー長を指定します。

5 キー番号に 0 を設定します。

表 29  Stat Extended （65） のサブフ ァ ン クシ ョ ン

サブファンクション ID 説明

1 エクステンシ ョ ン  ファイル名の一覧表示

2 ファイルのシステム データ情報

3 重複による競合レコードおよびキーの識別

4 ファイル情報

5 ゲート ウェイの識別

6 ロ ッ ク  オーナーの識別

7 セキュ リ ティ情報

8 ステータス  コード  71 （参照整合性の定義に違反があ り ま

す） の発生原因となる、 テーブル名またはファ イル名の

一覧表示 

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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サブ フ ァ ン クシ ョ ン 1 ： 拡張フ ァ イル情報

入力ポジシ ョ ン ブロ ッ クで指定されたファイルの場合、このサブファンク

シ ョ ンは、指定データ  ファ イルと関連付けられたエクステンシ ョ ン  ファ イ

ルについての情報を返します。返される情報には、存在するエクステンシ ョ

ン ファ イルの数、関数によって返された番号、および返されたファイルの

名前が含まれます。

入力データ  バッ フ ァ ー構造体

エク ステンシ ョ ン フ ァ イルに関する情報を取得するには、 データ  バッ

ファーに拡張ファ イル ディ ス ク リプターを次のとおりに作成する必要が

あ り ます。

表 30  拡張フ ァ イル デ ィ スク リ プ ター

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。 Extended Stat
呼び出しを示す 0x45、 0x78、 0x53、 0x74 の 4
バイ ト を指定します。 これらは ASCII の ExSt、
または Intel 型、LoHi およびリ トル エンディア

ン方式のハード ウェアの値 0x74537845 に相当

します。

サブファンクション 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000001 を
指定します。

名前空間 4 ファ イルの命名規則。 0x00000000 を指定しま

す。

ファ イルの最大数 4 返されるファイル名の最大数。 この値には、拡

張ファ イルを構成するエクステンシ ョ ン  ファ

イルの数を超える値を設定できます（拡張ファ

イルには最大 32 個のエクステンシ ョ ン  ファイ

ルが含まれます）。

先頭 フ ァ イ ル の

シーケンス

4 返される先頭のファ イル名のシーケンス番号。

ベース  ファ イルから始めるには 0 を指定し、先

頭のエクステンシ ョ ン  ファ イルから始めるに

は 1 を指定します（以下同様）。エクステンシ ョ

ン  ファ イルの数を超える値を指定する と、 ト

ラ ンザク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スから ス

テータス  コード  0 が返されますが、 ファ イル

名は何も返されません。

バッファー スペース n 戻りデータ用に余分な空き領域を確保する こ

とができます。 ステータス  コード  22 が返され

た場合は、 もっと大きなデータ  バッファー サ
イズを指定してオペレーシ ョ ンを再試行して

ください。
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出力データ  バッ フ ァ ー構造体

拡張ファ イル サブファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスではデータ  バッファー長パラ メーターの値が更新され、 表 31 で
説明されているよ う な拡張ファ イル構造体がデータ  バッファーに返され

ます。

サブ フ ァ ン クシ ョ ン 2 ： システム データ情報

入力ポジシ ョ ン ブロ ッ クで指定されたファイルの場合、このサブファンク

シ ョ ンは、 ファ イルに定義されたシステム  キーがあるかど うか、 また、 そ

のファイルはログ可能 （ ト ランザクシ ョ ン一貫性保守が可能） であるかど

うかに関する情報を返します。

入力データ  バッ フ ァ ー構造体

ファ イルでのシステム データの使用に関する情報を取得するには、データ

バッファーにシステム データ  ディ スク リプターを次のとおりに作成する

必要があ り ます。

表 31  拡張フ ァ イルの戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明 

ファイル数 4 拡張ファ イルを構成するオペレーティ ング シ
ステム ファイルの数。

エク ステンシ ョ ン

ファ イル数

4 返されたエクステンシ ョ ン ファイルの数。

フ ァ イル名部分 （返された各フ ァ イル名について繰り返される）

ファイル名の長さ 4 エクステンシ ョ ン ファ イル名の長さ。

ファ イル名 n エクステンシ ョ ン ファ イル名。

表 32  システム データ  デ ィ スク リ プ ター

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Extended Stat 呼び出しのための一意な識別子。

ExSt を指定します。表 30 を参照してください。

サブファンクション 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000002 を
指定します。
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出力データ  バッ フ ァ ー構造体

システム データ  サブファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスでは次のよ う なシステム  データ構造体がデータ  バッファー

に返されます。

サブ フ ァ ン クシ ョ ン 3 ： 重複レ コー ド による競合情報

入力ポジシ ョ ン ブロ ッ クで指定されたファイルの場合、このサブファンク

シ ョ ンは、指定データ  ファ イルと関連付けられたエクステンシ ョ ン  ファ イ

ルについての情報を返します。 返される情報には、 直前の失敗した挿入ま

たは更新操作でステータス  コード  5 （重複キー） の発生原因となった、 レ

コード  アドレスおよびキー番号が含まれます。

表 33  システム データの戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明 

システム データを

持つ

1 フ ァ イルのレ コード にシステム定義のロ グ

キー （システム データ と も言います） が含ま

れているかど うかを示します。1 = Yes、0 = No。

ログ キーを持つ 1 システム定義のログ キーが現在使用されてい

るか、それと も削除されているかど うかを示し

ます。 1 = Yes、 0 = No （削除された）。

ログ可能 1 ト ランザクシ ョ ン一貫性保守を実現するため

に使用できる重複のないキーがファ イルにあ

るかど うかを示します。 このキーは、ユーザー

定義の重複のないキーか、システム定義のログ

キーのいずれかになり ます。 1 = Yes、 0 = No。

ログ キー番号 1 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで ト ラ

ンザクシ ョ ン ログ キーと して現在使用されて

いるキー番号。 システム定義のログ キーが ト

ランザクシ ョ ン  ログ キーと して使用されてい

る場合、 この値は 125 になり ます。

システム データの

サイズ

2 システム定義のログ キーのサイズで、8 になり

ます。

システム データの

バージ ョ ン

2 データベース  エンジンのメジャー バージ ョ ン

を含んでいる  2 バイ ト  フ ィールド。たとえば、

バージ ョ ン 9.x ならば 0x0009、バージ ョ ン 10.x
ならば 0x000a とな り ます。
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入力データ  バッ フ ァ ー構造体

一番最近ステータス  コード  5 （重複キー） を発生させたレコード  アドレス

およびキー番号に関する情報を取得するには、データ  バッファーに重複レ

コード情報ディ スク リプターを次のとおりに作成する必要があ り ます。

出力データ  バッ フ ァ ー構造体

システム データ  サブファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョ ナル イン

ターフェイスでは次のよ う なシステム  データ構造体がデータ  バッファー

に返されます。

サブ フ ァ ン クシ ョ ン 4 ： フ ァ イル情報

入力ポジシ ョ ン ブロ ッ クで指定されたファイルの場合、このサブファンク

シ ョ ンは、指定データ  ファ イルと関連付けられたエクステンシ ョ ン  ファ イ

ルについての情報を返します。 返される情報には次のものが含まれます。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスがファ イルの識別に使用する内部

ファ イル ID、 現在開いているファ イル ハンドル数、 ファ イルが前回開か

れたと きのタイムスタンプ、およびファイル プロパティを示すさまざまな

フラグがあ り ます。

表 34  重複レ コー ド による競合デ ィ スク リ プ ター

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Extended Stat 呼び出しのための一意な識別子。

ExSt を指定します。表 30 を参照してください。

サブファンクション 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000003 を
指定します。

表 35  重複レ コー ド による競合の戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

重複レコード  アド

レス

4 重複するキー値を含んでいるレコードの物理

アドレス。

キー番号 4 重複する値を含んでいるキーのキー番号。
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入力データ  バッ フ ァ ー構造体

開いているファ イルに関する情報を取得するには、 データ  バッファーに

ファイル情報ディ スク リプターを次のとおりに作成する必要があ り ます。

出力データ  バッ フ ァ ー構造体

ファ イル情報サブファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは次のよ う なファ イル情報構造体がデータ  バッファーに返さ

れます。

表 36  フ ァ イル情報デ ィ スク リ プ ター - 開いている フ ァ イル

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Extended Stat 呼び出しのための一意な識別子。

ExSt を指定します。表 30 を参照してください。

サブファンクション 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000004 を
指定します。

バッファー スペース 12 戻 り情報に必要な追加バイ ト。 「出力データ

バッファー構造体」 を参照して ください。ファ

イル情報サブファンクシ ョ ンの場合、ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスではデータ  バッ

ファーにファイル情報構造体が返されます。

表 37  フ ァ イル情報構造体 - 開いている フ ァ イル

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

ファイル ID 4 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがファ

イルを識別するために使用する重複のない番

号。

ハンドル数 4 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがこの

ファ イルで開いている現在のハンドル数。

開かれた と きのタ

イムスタンプ 
4 ト ランザクシ ョナル インターフェイスが物理

ファ イルを前回開いたと きのシステム時間。シ

ステム時間は、 世界協定時刻 （UTC） を基に

1970 年 1 月 1 日の午前零時からの秒数で表さ

れます。
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フラグ フ ィールドに使用できる値については、 次の表で説明します。

フ ァ イルの使用回

数

4 各チェ ッ クポイン ト またはシステム  ト ランザ

クシ ョ ンごとにこの数が増加します。また使用

回数は FCR にも置かれます。 こ こで返される

数は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

のキャ ッシュ内で表されるファ イルの使用回

数です。チェッ クポイン ト を開始する と、 この

数が増加します。

フラグ 4 さ まざまな値を設定できる  4 バイ ト のビッ ト

マップ。設定可能な値の説明については、次の

表を参照して ください。将来的にはさ らに多く

のフラグが追加されます。

表 38  フ ァ イル情報フ ラグ

値 名前 説明

0x00000001 明示的ロッ ク 現在ファ イル上で明示的ロ ッ クがあ り

ます。

0x00000002 ク ラ イ アン ト  ト ラ

ンザクシ ョ ン

現在ファ イル上で、 ク ラ イアン ト  ト ラ

ンザクシ ョ ンが少な く と も  1 つ開いて

います。

0x00000004 読み取り専用 フ ァ イルは ト ラ ンザク シ ョ ナル イ ン

ターフェ イスによって読み取り専用で

開かれています。 これは CD-ROM ド ラ

イブまたは読み取り専用ディ レ ク ト リ

です。

0x00000008 Continuous オペレー

シ ョ ン

フ ァ イルは現在 Continuous オペレー

シ ョ ン モードです。

0x00000010 参照整合性 ファ イルには参照整合性制約が設定さ

れています。

0x00000020 オーナー読み取り /
書き込み

ファ イルには読み取り /書き込みのオー

ナー ネームが割り当てられています。

ファ イルの読み取り /書き込みにはオー

ナー ネームが要求されます。

0x00000040 オーナー読み取 り
OK

書き込みを行う場合にのみ要求される

オーナー ネームを持ちます。 読み取り

は、 オーナー ネームなしで行う こ とが

できます。

表 37  フ ァ イル情報構造体 - 開いている フ ァ イル

要素 長さ （バ

イト単位）

説明
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サブ フ ァ ン クシ ョ ン 5 ： ゲー ト ウ ェ イ情報

入力ポジシ ョ ン ブロ ッ クで指定されたファイルの場合、このサブファンク

シ ョ ンは、ファ イルの制御を行うゲート ウェイ  エンジンについての情報を

返します。

入力データ  バッ フ ァ ー構造体

指定されたファ イルの処理を行うゲート ウェイ  エンジンに関する情報を

取得するには、データ  バッファーにゲート ウェイ情報ディ スク リプターを

次のとおりに作成する必要があ り ます。

0x00000080 不正なオーナーでの

オープン

このフ ァ イルには読み取り  OK のオー

ナー ネームが割り当てられています。

ハンドルが不正なオーナー ネームで開

かれました。

0x00000100 オーナー暗号化 ファ イルにはオーナー ネームの暗号化

フラグが設定されています。このフラグ

は、ファ イル内のすべてのページは暗号

化されており、 テキス ト  エディ ターで

は読み取れないこ とを意味します。

表 38  フ ァ イル情報フ ラグ

値 名前 説明

表 39  ゲー ト ウ ェ イ情報デ ィ スク リ プ ター

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Extended Stat 呼び出しのための一意な識別子。

ExSt を指定します。表 30 を参照してください。

サブファンクション 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000005 を
指定します。

バッファー スペース 最 低 で

も  80
戻り情報に必要な追加バイ ト。 詳細について

は、 「出力データ  バッファー構造体」 を参照し

てください。
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出力データ  バッ フ ァ ー構造体

ゲート ウェイ情報サブファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではデータ  バッファー長パラ メーターが更新され、次のよ う

なゲート ウェイ情報構造体がデータ  バッファーに返されます。

サブ フ ァ ン クシ ョ ン 6 ： ロ ッ ク  オーナーの識別

入力ポジシ ョ ン ブロ ッ クで指定されたファイルの場合、このサブファンク

シ ョ ンは、 一番最近ファ イルのアクセス時にステータス  コード  84 または

85 を発生させた原因に関する情報を返します。

表 40  フ ァ イル情報構造体 - ゲー ト ウ ェ イ情報

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

メジャー バージョン 4 エンジンの メ ジャー バージ ョ ン。 た と えば、

バージ ョ ン 7 または 8 などです。

マイナー バージョン 4 エンジンのマイナー バージ ョ ン。たとえば、05
または 82 などです。

パッチ レベル 4 エンジンのパッチ レベル。たとえば、 1、 2、 ま

たは 3 になり ます。

プラットフォーム 4 エンジンが動作しているオペレーティ ング シ
ステム プラ ッ ト フォーム。

サーバー名 64 データベース  エンジンが動作しているマシン

の名前を示すヌル終端文字列。Btrieve API 呼び

出しによって返されるデータ  バッファー長に

は、 サーバー名と ヌル終端文字を含めた戻り

データの実際の長さが格納されます。
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入力データ  バッ フ ァ ー構造体

ステータス  84 または 85 の原因に関する情報を取得するには、データ  バッ

ファーにロ ッ ク  オーナー情報ディ ス ク リプターを次のとおりに作成する

必要があ り ます。

出力データ  バッ フ ァ ー構造体

ロ ッ ク  オーナー情報サブファンクシ ョ ンの場合、ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではデータ  バッファー長パラ メーターが更新され、次のよ う

なロ ッ ク  オーナー情報構造体がデータ  バッファーに返されます。

表 41  ロ ッ ク  オーナー情報デ ィ スク リ プ ター

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Extended Stat 呼び出しのための一意な識別子。

ExSt を指定します。表 30 を参照してください。

サブファンクション 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000006 を
指定します。

バッファー スペース 最 低 で

も  96
戻り情報に必要な追加バイ ト。 詳細について

は、 「サブファンクシ ョ ン 7 ： セキュ リ テ ィ情

報」 を参照してください。

表 42  ロ ッ ク  オーナー情報の戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

ク ライアン ト  ID 16 ブロ ッ ク しているク ライアン トの 16 バイ トの

ク ラ イアン ト  ID。

フラグ 4 発生した競合のタ イプを示すフラグを含む 4
バイ トのビッ トマップ。各フラグの値の説明に

ついては、 次の表を参照してください。

ト ラ ンザクシ ョ ン

内での時間 
4 ブロ ッ ク したク ラ イアン ト が ト ランザクシ ョ

ン中にロッ クする ミ リ秒数。 これは、オペレー

シ ョ ンを再試行するかど う かを決定するのに

役立ちます。

キー番号 4 競合がキー ページ上で発生した場合、 この要

素はその競合に関与しているキーを示します。

この情報を確認すれば、データベースの設計で

予測される競合を減らすのに役立ちます。
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以前にブロ ッ ク していたク ラ イアン ト の記録が ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスにない場合、出力データ  バッファー長はゼロに設定されます。

フラグ フ ィールドに使用できる値については、 次の表で説明します。

ト ランザクシ ョ ン

レベル 
4 この数がゼロ以外の場合、ブロ ッ ク しているク

ライアン トは現在ト ランザクシ ョ ン中です。い

くつかのページやレコードは ト ランザクシ ョ

ンが完了するまでロ ッ ク されるので、この情報

はオペレーシ ョ ンを再試行するかど うかを決

定するのに役立ちます。

予約済み 8 今後の使用に備えて予約されています。ブロ ッ

ク している ク ラ イアン ト に関して有用だと思

われる情報がある場合は、Pervasive Software ま
でご連絡ください。

表示名 64 これはヌルで終了する文字列です。 これは

Monitor 内で各ク ライアン ト ごとに表示される

識別名と同じです。最低でも現在の表示名の長

さの最大値である  64 バイ ト を使用してくださ

い。Btrieve API 呼び出しによって返されるデー

タ  バッファー長には、 表示名と ヌル終端文字

を含めた戻りデータの実際の長さが格納され

ます。

表 43  ロ ッ ク  オーナーのフ ラグ

値 名前 説明

0x00000001 暗黙ロック ブロ ッ ク したク ラ イアン ト は暗黙ロ ッ ク を使

用しています。

0x00000002 明示的ロック ブロ ッ ク したク ラ イアン ト は明示的ロ ッ ク を

使用しています。

0x00000010 ファイル ロック ブロ ッ ク したク ラ イアン ト はフ ァ イル ロ ッ ク

を使用しています。

0x00000020 ページ ロック ブロ ッ ク したク ラ イアン ト はページ ロ ッ クを

使用しています。

0x00000040 レコード ロック ブロ ッ ク したク ラ イアン ト はレコード  ロ ッ ク

を使用しています。

0x00000100 データ ページ 競合がページ ロ ッ クの場合、このフラグは競合

がデータ  ページで発生したこ とを示します。

表 42  ロ ッ ク  オーナー情報の戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明
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サブ フ ァ ン クシ ョ ン 7 ： セキュ リ テ ィ 情報

このサブファンクシ ョ ンは、 ク ライアン トが現在のファイルにアクセスす

るために、どのよ うに認証および許可されたかについての情報を返します。

セキュ リ ティに使用されている現在のデータベースに関する情報も示しま

す。

0x00000200 キー ページ 競合がページ ロ ッ クの場合、このフラグは競合

がキー ページで発生したこ とを示します。

0x00000400 可変ページ 競合がページ ロ ッ クの場合、このフラグは競合

が可変ページで発生したこ とを示します。

0x00000800 同じプロセス このフラグが設定された場合、 ブロ ッ ク してい

る ク ラ イアン ト  ID の最初の 12 バイ ト と、 ブ

ロ ッ ク されたク ライアン ト （Stat Extended 呼び

出しを発行したク ラ イアン ト ） の最初の 12 バ
イ ト が同じです。 この場合、 同じ コンピ ュー

ター上の同じプロセスからブロ ッ ク した 2 つの

ク ライアン トがあるこ とを意味します。 Btrieve
API 呼び出しを行 う シングル スレ ッ ドのアプ

リ ケーシ ョ ンの場合は、 このオペレーシ ョ ンを

再試行しても役立ちません。 ブロ ッ ク している

動作を終了または中止する必要があ り ます。

0x00001000 書き込みノー

ウェイト

ブロ ッ ク したク ライアン トがバイアス  500 を使

用しているこ とを示します。

0x00002000 書き込み保持 ブロ ッ ク したク ライアン トが、 ページへの変更

を行って、 その ト ランザクシ ョ ンが終了するま

でページ全体をロ ッ ク したこ とを示します。 こ

の状況は、 変更によってキー エン ト リ が別の

ページへ移動した場合に、 キー ページの暗黙

ロ ッ クで発生します。

0x00004000 読み取り ノー

ウェイト

明示的レコード  ロ ッ クの場合、 このフラグは、

ブロ ッ ク したク ラ イアン ト がロ ッ ク  バイアス

200 または 400 のいずれかを使用しているこ と

を示します。

0x00008000 複数読み取り 明示的レコード  ロ ッ クの場合、 このフラグは、

ブロ ッ ク したク ラ イアン ト がロ ッ ク  バイアス

300 または 400 のいずれかを使用しているこ と

を示します。

表 43  ロ ッ ク  オーナーのフ ラグ

値 名前 説明
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入力データ  バッ フ ァ ー構造体

このハンドルが持っているどのアクセス権がどのよ うに認証されたかにつ

いてセキュ リティ情報を取得するには、データ  バッファーにセキュ リティ

情報ディ スク リプターを次のとおりに作成する必要があ り ます。

出力データ  バッ フ ァ ー構造体

セキュ リ テ ィ情報サブフ ァ ン クシ ョ ンの場合、 MicroKernel ではデータ

バッファー長パラ メーターが更新され、 次のよ うなセキュ リ ティ情報構造

体がデータ  バッファーに返されます。

表 44  セキュ リ テ ィ 情報デ ィ スク リ プ ター

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

識別バイ ト 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x45785374 を
指定します。 （これは、 ASCII の ExSt に相当し

ます。）

識別バイ ト 4 Stat Extended 呼び出しのタイプ。0x00000007 を
指定します。

バッファー スペース 最 低 で

も  142
戻り情報に必要な追加バイ ト。詳細については

「結果」 を参照してください。

表 45  セキュ リ テ ィ 情報の戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

ハンドルのフラグ 4 このハンドルのセキュ リ ティに使用されてい

る メ ソ ッ ド を示すフ ラグを含む 4 バイ ト の

ビッ ト マップ。 各フラグの値の説明について

は、 次の表を参照してください。

ハンドルのフラグ 4 このク ライアン トの、現在のデフォルト  デー

タベースのセキュ リ ティに使用されている メ

ソ ッ ドを示すフラグを含む 4 バイ トのビッ ト

マップ。 各フラグの値の説明については、 次

の表を参照してください。

アクセス権 4 これらは、 このハンドルを使用するク ライア

ン トに与えられているアクセス権です。 各フ

ラグの値の説明については、 アクセス権の表

を参照してください。

ハンドル データベー

ス名のバッファー サ
イズ

2 ヌルで終わるハン ドル データベース名文字

列の格納に使用されるバッファーの長さ。
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2 つの Flags フ ィールドで使用できる値については、以下の表で説明しま

す。

ハンドル テーブル名

のバッファー サイズ

2 ヌルで終わるハン ドル テーブル名文字列の

格納に使用されるバッファーの長さ。

メ モ ： テーブル名は、 ファ イルがデータベー

スにバインド されない限りわかり ません （た

とえば参照制約）。つま り、 ファ イルは、 ファ

イルのテーブル名で参照される  URI 接続文

字列を使用して開かれています。 URI 接続文

字列の詳細については、 『Pervasive PSQL
Programmer's Guide』 の 「データベース  URI」
を参照してください。

ハンドル ユーザー名

のバッファー サイズ

2 ヌルで終わるハン ドル ユーザー名文字列の

格納に使用されるバッファーの長さ。

現在のデータベース

名のバッファー サイ

ズ

2 ヌルで終わる現在のデータベース名文字列の

格納に使用されるバッファーの長さ。

現在のユーザー名の

バッファー サイズ

2 ヌルで終わる現在のユーザー名文字列の格納

に使用されるバッファーの長さ。

ハンドル データベー

ス名

可変 このハンドルのセキュ リ ティ を確立するため

に使用されるデータベース名。

ハンドル テーブル名 可変 このハンドルと関連付けられているテーブル

名。

ハンドル ユーザー名 可変 このハンドルのセキュ リ ティ を確立するため

に使用されるユーザー名。

現在のデータベース

名

可変 このク ラ イアン ト の、 現在のデフォル ト の

データベース名。

現在のユーザー名 可変 このク ライアン トの、現在のデフォルト  デー

タベースに関連付けられているユーザー名。

表 46  セキュ リ テ ィ  フ ラグ

値 名前 説明

0x00000001 信頼される このハンドルは信頼されています。 割り当てら

れたデータベースはあ り ません。

0x00000002 暗黙 データベース  ログインは暗黙です - 開いている

間。

表 45  セキュ リ テ ィ 情報の戻りバッ フ ァー

要素 長さ （バ

イト単位）

説明
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0x00000004 明示的 データベース  ログインは明示的です - Btrieve
Login が実行されました。

0x00000008 データベース

による認証

認証はデータベース  セキュ リ テ ィによって行

われました。 このフラグが設定されていなけれ

ば、認証はオペレーティング システムのセキュ

リ ティによって行われました。

0x00000010 データベース

による許可

許可はデータベース  セキュ リ テ ィによって行

われました。 このフラグが設定されていなけれ

ば、許可はオペレーティング システムのセキュ

リ ティによって行われました。

0x00000020 Windows 名前

付きパイプ

認証がオペレーテ ィ ング システムによる もの

である場合、 これはセキュ リ ティに NT 名前付

きパイプが使用されたこ とを示します。

0x00000040 ワークグループ 認証がオペレーテ ィ ング システムによる もの

である場合、これはワークグループ エンジン式

のセキュ リ ティが行われたこ とを示します。 つ

ま り、 認証も許可も行われていないという こ と

です。

0x00000080 Btpasswd 認証が Linux オペレーテ ィ ング システムによ

る ものである場合、 これは etc/btpasswd ファ イ

ルが使用されたこ とを示します。

0x00000100 PAM 認証が Linux オペレーテ ィ ング システムによ

る ものである場合、 これは PAM 認証が使用さ

れたこ とを示します。

0x00000200 RTSS Complete 認証がオペレーテ ィ ング システムによる もの

である場合、 これは、 "Complete" に設定された

RTSS を使用して認証が行われたこ とを示しま

す。

0x00000400 RTSS 
Preauthorized

認証がオペレーテ ィ ング システムによる もの

である場合、 これは、 "Preauthorized" に設定さ

れた RTSS を使用して認証が行われたこ とを示

します。

0x00000800 RTSS Disabled 認証がオペレーテ ィ ング システムによる もの

である場合、 これは、 "Disabled" に設定された

RTSS を使用して認証が行われたこ とを示しま

す。

表 46  セキュ リ テ ィ  フ ラグ

値 名前 説明
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結果 Stat Extended オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返

されます。

表 47  アクセス権フ ラグ

値 名前 説明

0x00000000 No Rights データベース  オブジェ ク ト に対する権限があ

り ません。 アクセス権は与えられていません。

0x00000001 Open ファ イルを開く ために与えられるアクセス権。

これは、 レコードの読み取りが可能であるこ と

も意味します。

0x00000002 Insert レコード を挿入するために与えられるアクセ

ス権。

0x00000004 Update レコード を更新するために与えられるアクセ

ス権。

0x00000008 Create このフ ァ イルを作成するために与えられるア

クセス権。

0x00000010 Delete レコード を削除するために与えられるアクセ

ス権。

0x00000020 Execute SQL でス ト アド  プロシージャを実行するため

に与えられるアクセス権。

0x00000040 Alter SQL でこのフ ァ イルを変更するために与えら

れるアクセス権。

0x00000080 Refer SQL でこのフ ァ イルを参照するために与えら

れるアクセス権。

0x00000100 Create View SQL でこのフ ァ イルのビューを作成するため

に与えられるアクセス権。

0x00000200 Create Stored 
Procedure

SQL でこのファ イルのス ト ア ド  プロシージャ

を作成するために与えられるアクセス権。

3 ファイルが開いていません。

06 キー番号パラ メーターが不正です。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

62 ディ スク リプターが不正です。
149



Btrieve API オペレーシ ョ ン
Step First （33）

Step First オペレーシ ョ ン （B_STEP_FIRST） では、 ファ イル内の先頭の物

理レコードを取得します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではこの

レコードを取得するためにキー パスは使用されません。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 33 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

結果 Step First オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではファ イル内の先頭の物理レコードがデータ  バッファー

に返され、 返されたバイ ト数がデータ  バッファー長に設定されます。

Step First オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○

3 ファイルが開いていません。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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ポジシ ョ ニング Step First オペレーシ ョ ンを実行する と、 論理カレンシーが消去されます。

取得したレコードを現在の物理レコード と して使用し、 物理カレンシーが

設定されます。 物理位置の直前は、 ファ イルの先頭よ り も前を指すこ とに

な り ます。
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Step Last （34）

Step Last オペレーシ ョ ン （B_STEP_LAST） では、 ファ イル内の末尾の物理

レコードを取得します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではこのレ

コードを取得するためにキー パスは使用されません。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 34 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

結果 Step Last オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではファ イル内の末尾の物理レコードがデータ  バッファー

に返され、 返されたバイ ト数がデータ  バッファー長に設定されます。

Step Last オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○

3 ファイルが開いていません。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。 （ファ イルが空の

場合）

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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ポジシ ョ ニング Step Last オペレーシ ョ ンを実行する と、 論理カレンシーが消去されます。

取得したレコードを現在の物理レコード と して使用し、 物理カレンシーが

設定されます。 物理位置の直後は、 ファ イルの末尾よ り も後を指すこ とに

な り ます。
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Step Next （24）

Step Next オペレーシ ョ ン （B_STEP_NEXT） では、 次の物理位置と して示

されるレコードを取得します。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは

このレコードを取得するためにキー パスは使用されません。

Step Next オペレーシ ョ ンを任意の Get または Step オペレーシ ョ ンの直後

に実行する と、 前のオペレーシ ョ ンで取得されたレコードの物理的に次に

あるレコードが返されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 24 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

結果 Step Next オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではファ イル内の次の物理レコードがデータ  バッファーに

返され、 返されたバイ ト数がデータ  バッファー長に設定されます。

Step Next オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返さ

れます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○

3 ファイルが開いていません。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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ポジシ ョ ニング Step Next オペレーシ ョ ンを実行しても、 論理カレンシーは確立しません。

取得したレコードを現在の物理レコード と して使用し、 物理カレンシーが

設定されます。

Delete オペレーシ ョ ン （4） の直後に Step Next オペレーシ ョ ンを発行する

と、 Delete の前のオペレーシ ョ ンで次の物理レコード と して確立されたレ

コードが返されます。

Open オペレーシ ョ ン （0） の直後に Step Next オペレーシ ョ ンを発行する

と、 ファ イル内の先頭レコードが返されます。
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Step Next Extended （38）

Step Next Extended オペレーシ ョ ン （B_STEP_NEXT_EXT） では、物理位置

の直後からファイルの末尾へ向かって 1 つまたは複数のレコードを検索し

ます。 検索したレ コードがフ ィルター条件を満たしているかど う かを

チェッ ク した上で、 条件を満たすレコードだけを取得します。 フ ィルター

条件は論理式の形を取り、 キー フ ィールドのみに制限されません。

Step Next Extended オペレーシ ョ ンでは、既存のレコードの中から指定した

フ ィールド を抽出し、 抽出したフ ィールドだけを含む新しいレコードの

セッ ト を返すこ と もできます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

次の物理位置を確立しておく こ とが必要です。（たとえば、Delete オペ

レーシ ョ ンの次に Step Next Extended オペレーシ ョ ンを実行するこ と

はできません。）

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 38 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照してください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 入力データ  バッファーと戻りデータ  バッファーのどちらか大きい方

を格納できるよ うに、 十分な長さのデータ  バッファーを指定します。

表 21 に示す構造体に従って、 データ  バッファーを初期化します。

4 上記の手順に従って、 データ  バッファー長に適切な値を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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ト ランザクシ ョ ナル インターフェ イスではバッ フ ァーを用意して、

Extended オペレーシ ョ ンのワークスペース と して使用できるよ うにし

ます。 このバッファーのサイズは、 ［拡張オペレーシ ョ ン  バッファー

サイズ］ オプシ ョ ンを使って構成します。 データ  バッファー構造体、

取得される最長のレコード、 およびリ クエスターのオーバーヘッ ドの

355 バイ ト、 これらの合計が設定したバッファー サイズを超えるこ と

はできません。（ リ クエスターのオーバーヘッ ドは、DOS ワークステー

シ ョ ンのエンジンには適用できません。）

詳細 Step Next Extended オペレーシ ョ ンの 「詳細」 の内容は、 Get Next Extended
オペレーシ ョ ンと同じです。 詳し くは 「詳細」 をご覧ください。

結果 Step Next Extended オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスでは表 22 に示すとおり、 取得された 1 つまたは複

数のレ コード に含まれる  1 つまたは複数のフ ィ ールド がデータ  バッ

ファーに返されます。 さ らに ト ランザクシ ョナル インターフェイスから、

データ  バッファー長パラ メーターには、データ  バッファーに返されたバイ

ト数が設定されます。

Step Next Extended オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ラ

ンザクシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれか

が返されます。

3 ファイルが開いていません。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

60 指定された リジェク ト  カウン トに達しました。

61 作業領域が小さすぎます。

62 ディ スク リプターが不正です。

64 フ ィルター制限に達しました。

65 フ ィールド  オフセッ トが不正です。

82 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがポジシ ョ ニングを失いました。

134 ト ランザクシ ョナル インターフェイスがインターナシ ョナル ソー ト規

則 （ISR） を読み取れません。

135 指定されたインターナシ ョナル ソート規則 （ISR） テーブルは破損して

いるか、 または不正です。

136 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 指定されたオルタネート  コ
レーティング シーケンスをファ イル内に見つけられません。
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ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 0 以外のステータス  コードが

返されても、有効なデータがデータ  バッファーに返されるこ とがあ り ます。

ただしこの場合、 返された最後のレコードは不完全なものである可能性が

あ り ます。データ  バッファー長パラ メーターに 0 を超える値が返されてい

る場合は、 データ  バッファーに抽出されたデータを確認してください。

レコードが短すぎてフ ィールドの一部しか使用されない場合は、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスからは、一部のみ使用されたフ ィールド も含

めて、 レコードから抽出できたもののみを返します。 部分フ ィールドが抽

出される最後のフ ィールドである場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスではオペレーシ ョ ンが続行されます。そ うでない場合、ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスではオペレーシ ョ ンは中止され、ステータス  コード

22 が返されます。

た とえば、 2 件の可変長レコードから  3 つのフ ィールド を取得する  Step
Next Extended オペレーシ ョ ンを考えてみまし ょ う。 最初のレコードは 55
バイ トで、 2 番目のレコードは 50 バイ トだと します。取得するフ ィールド

は次のよ うに定義されています。

フ ィールド  1 はオフセッ ト  2 から始ま り、 2 バイ ト長です。

フ ィールド  2 はオフセッ ト  45 から始ま り、 10 バイ ト長です。

フ ィールド  3 はオフセッ ト  6 から始ま り、 2 バイ ト長です。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスで Step Next Extended オペレーシ ョ

ンが実行される と き、最初のレコードは問題なく返されます。しかし、2 番

目のレコードのフ ィールド  2 から  10 バイ ト を抽出しよ う とする と、ト ラン

ザクシ ョナル インターフェイスではオフセッ ト  45 と レコードの末尾のオ

フセッ ト  49 の間では 5 バイ ト しか取得できないこ とが検出されます。この

時点で、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではフ ィールド  2 の不足し

ている  5 バイ ト分は詰め込まれないため、 フ ィールド  3 は抽出できな くな

り ます。その代わりに、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスからステー

タス  コード  22 が返され、 フ ィールド  1 全体とフ ィールド  2 の先頭 5 バイ

トが戻りデータ  バッファーに格納されます。

ポジシ ョ ニング Step Next Extended オペレーシ ョ ンを実行しても、論理カレンシーは確立し

ませんが、 検索された最後のレコードが現在の物理レコードにな り ます。

なお、 このレコードは取得されている とは限り ません。 このレコードは、

フ ィルター条件を満たして取得されたレコードか、 またはフ ィルター条件

を満たさないために拒否されたレコードのいずれかです。

メ モ  ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 Step Next Extended
オペレーシ ョ ンの後に Delete または Update オペレーシ ョ ンを実行す

るこ とはできません。 現在のレコードは検索された最後のレコードで

あるため、 アプリ ケーシ ョ ンには、 意図したレコードを適切に削除ま

たは更新しているかど うかを確認する方法があ り ません。
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Step Previous （35）

Step Previous オペレーシ ョ ン （B_STEP_PREVIOUS） では、 前の物理位置

と して示されるレコードを取得します。 ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスでは Step Previous オペレーシ ョ ンでレコード を取得するためにイン

デッ クス  パスは使用されません。

Step Previous オペレーシ ョ ンを任意の Get または Step オペレーシ ョ ンの直

後に実行する と、 前のオペレーシ ョ ンで取得されたレコードの物理的に前

にあるレコードが返されます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

前の物理位置を確立しておく こ とが必要です （たとえば、 Delete オペ

レーシ ョ ンの次に Step Previous オペレーシ ョ ンを実行するこ とはでき

ません）。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 35 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照して ください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファー長に取得するレコードの長さ以上の値を設定します。

結果 Step Previous オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル

イ ン ターフ ェ イ スではフ ァ イル内の前の物理レ コード がデータ  バッ

ファーに返され、 返されたバイ ト数がデータ  バッファー長に設定されま

す。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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このオペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返されます。

ポジシ ョ ニング Step Previous オペレーシ ョ ンを実行しても、 論理カレンシーは確立しませ

ん。取得したレコードを現在の物理レコード と して使用し、物理カレンシー

が設定されます。

3 ファイルが開いていません。

9 オペレーシ ョ ンが EOF （end-of-file） を検出しました。 （ファ イルの先頭

で実行した場合）

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。
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Step Previous Extended （39）

Step Previous Extended オペレーシ ョ ン （B_STEP_PREVIOUS_EXT） では、

物理位置の直前からファイルの先頭へ向かって 1 つまたは複数のレコード

を検索します。 検索したレコードがフ ィルター条件を満たしているかど う

かをチェッ ク した上で、 条件を満たすレコードだけを取得します。 フ ィル

ター条件は論理式の形を取り、 キー フ ィールドのみに制限されません。

Step Previous Extended オペレーシ ョ ンでは、 既存のレコードの中から指定

したフ ィールドを抽出し、 抽出したフ ィールドだけを含む新しいレコード

のセッ ト を返すこ と もできます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

前の物理位置を確立しておく こ とが必要です （たとえば、 Delete オペ

レーシ ョ ンの次に Step Previous Extended オペレーシ ョ ンを実行するこ

とはできません）。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 39 を設定します。 オプシ ョ ンで、 ロ ッ ク  バ
イアスも指定できます。

+100 - 単一レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 - 単一レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

+300 - 複数レコード  ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 - 複数レコード  ノーウェイ ト  ロ ッ ク

ロ ッ クの詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参

照して ください。

2 ファ イルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 入力データ  バッファーと戻りデータ  バッファーのどちらか大きい方

を格納できるよ うに、 十分な長さのデータ  バッファーを指定します。

表 21 に示す構造体に従って、 データ  バッファーを初期化します。

4 上記の手順に従って、 データ  バッファー長に適切な値を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○ ○
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ト ランザクシ ョ ナル インターフェ イスではバッ フ ァーを用意して、

Extended オペレーシ ョ ンのワークスペース と して使用できるよ うにし

ます。 このバッファーのサイズは、 ［拡張オペレーシ ョ ン  バッファー

サイズ］ オプシ ョ ンを使って構成します。 データ  バッファー構造体、

取得される最長のレコード、 およびリ クエスターのオーバーヘッ ドの

355 バイ ト、 これらの合計が設定したバッファー サイズを超えるこ と

はできません。（ リ クエスターのオーバーヘッ ドは、DOS ワークステー

シ ョ ンのエンジンには適用できません。）

詳細 このオペレーシ ョ ンでは、 Get Next Extended オペレーシ ョ ンの場合と同じ

入力データ  バッファーおよび戻りデータ  バッファーを使用します。詳し く

は 「詳細」 をご覧ください。

結果 このオペレーシ ョ ンでは、Step Next Extended オペレーシ ョ ンと同様の結果

が返されます。 詳し くは 「結果」 をご覧ください。

ポジシ ョ ニング Step Previous Extended オペレーシ ョ ンを実行しても、 論理カレンシーは確

立しませんが、 検索された最後のレコードが現在の物理レコードにな り ま

す。 なお、 このレコードは取得されている とは限り ません。 このレコード

は、 フ ィルター条件を満たして取得されたレコードか、 またはフ ィルター

条件を満たさないために拒否されたレコードのいずれかです。

メ モ  ト ラ ンザ ク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スでは、 Step Previous
Extended オペレーシ ョ ンの後に Delete または Update オペレーシ ョ ン
を実行するこ とはできません。 現在のレコードは検索された最後のレ
コードであるため、 アプリ ケーシ ョ ンには、 意図したレコードを適切
に削除または更新しているかど うかを確認する方法があ り ません。
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Stop （25）

Stop オペレーシ ョ ン （B_STOP） では、 ク ラ イアン トに対していくつかの

終了ルーチンを実行します。 終了ルーチンには、 すべてのロ ッ クを解除す

る、 開いているファイルでそのク ライアン トに関連付けられているファイ

ルをすべて閉じるなどのルーチンがあ り ます。

パラ メ ーター

手順 オペレーシ ョ ン コードに 25 を設定します。

結果 Stop オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、ト ランザクシ ョナル インター

フェイスでは次のよ うな動作が実行されます。

1 実行中のト ランザクシ ョ ンがすべて中止される。

2 ク ライアント によって保持されているすべてのロッ クが解除されます。

3 ク ラ イアン トが開いているファイルがすべて閉じられます。

4 ほかのクライアン ト （ ト ランザクシ ョナル インターフェイスに登録さ

れているほかのアプリ ケーシ ョ ン）が存在しない場合、ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスの設定にもよ り ますが、ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスの実行が終了し、いくつかのリ ソースが解放されます。

Stop オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザクシ ョナ

ル インターフェイスから  0 以外のステータス  コードが返されます。最もよ

く あるのはステータス  コード  20 （MicroKernel または Btrieve リ クエスター

が非アクティブ） です。 このステータスは、 ト ランザクシ ョナル インター

フェイスまたはリ クエスターがロード されていないために発生します。

ポジシ ョ ニング Stop オペレーシ ョ ンを実行する と、 開いているファ イルがすべて閉じられ

るため、 すべてのカレンシーが消去されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○

戻り値
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Unlock （27）

Unlock オペレーシ ョ ン （B_UNLOCK） では、 明示的にロ ッ ク されている

1 つまたは複数のレコード （つま り、 ロ ッ ク  バイアス  +100、 +200、 +300
または +400 を使ってロ ッ ク されたレ コード） のロ ッ ク を解除し ます。

Unlock オペレーシ ョ ンは指定したポジシ ョ ン  ブロ ッ クで保持されている

ロ ッ クを解除するので、 同一ファイルを複数回開いた場合は、 ポジシ ョ ン

ブロ ッ クごとに Unlock オペレーシ ョ ンを発行しなければ、レコードのロ ッ

クは完全に解除されません。 同様に、 ファ イル内のレコードに対しロ ッ ク

を保持している各ク ラ イアン トが Unlock オペレーシ ョ ンを発行しなけれ

ば、 レコードのロ ッ クは完全に解除されません。

パラ メ ーター

前提条件 少なく と も  1 つのレコードがロ ッ ク されているこ とが必要です。

手順 単一レ コー ド  ロ ッ ク を解除するには、 次の手順に従います。

1 オペレーシ ョ ン コードに 27 を設定します。

2 ロ ッ ク されたレコードを含むファイルのポジシ ョ ン  ブロ ッ クを渡し

ます。

3 キー番号に正の値またはゼロを設定します。

複数レ コー ド  ロ ッ クが設定されている 1 つのレ コー ドのロ ッ ク を解除

するには、まずそのレ コー ド を対象に Get Position オペレーシ ョ ン （22）

を発行し、 ロ ッ ク を解除する レ コー ド の 4 バイ ト 物理位置を取得し ま

す。 その後、 次の手順に従って Unlock オペレーシ ョ ンを発行し ます。

1 オペレーシ ョ ン コードに 27 を設定します。

2 ロ ッ ク されたレコードを含むファイルのポジシ ョ ン  ブロ ッ クを渡し

ます。

3 ト ランザクシ ョナル インターフェイスから返される  4 バイ トの物理

位置をデータ  バッファーに格納します。

4 データ  バッファー長に 4 を設定します。

5 キー番号パラ メーターに -1 を設定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値
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フ ァ イル上の複数レ コー ド  ロ ッ ク をすべて解除するには、次の手順に従

います。

1 オペレーシ ョ ン コードに 27 を設定します。

2 複数のロッ クを含むファイルのポジシ ョ ン  ブロッ クを渡します。

3 キー番号パラ メーターに -2 を設定します。

結果 Unlock オペレーショ ンが正常に終了した場合、 ト ラ ンザク ショ ナル イ ン

ターフェイスではオペレーショ ンで指定したロッ クがすべて解除されます。

Unlock オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザクシ ョ

ナル インターフェイスから  0 以外のステータス  コード、たいていはステー

タス  コード  81 が返されます。

ポジシ ョ ニング Unlock オペレーシ ョ ンは、 ポジシ ョニングにまったく影響しません。
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Update （3）

Update オペレーシ ョ ン （B_UPDATE） では、 既存のレコードの情報を変更

します。

パラ メ ーター

メ モ  NCC （No-currency-change ： カレンシー変更なし） オプシ ョ ンを

使用する と、 Update オペレーシ ョ ンはキー バッファー パラ メーター

の値を更新しません。つま り、キー バッファー パラ メーターには情報

は返されません。

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルの物理カレンシーを確立しておく こ とが必要です。（Extended
Get、 Extended Step、 または Get Key オペレーシ ョ ンでも物理カレン

シーは確立しますが、これらのオペレーシ ョ ンの後に Update オペレー

シ ョ ンを実行するこ とはできません。）

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 3 を設定します。

2 レコードを含むファイルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 データ  バッファーに更新後のデータ  レコードを格納します。

4 データ  バッファー長に更新後のレコードの長さを設定します。

5 キー番号に、 レコードの取得に使用したキー番号を設定します。 NCC
オプシ ョ ンを使用するには、 キー番号に -1 （0xFF） を指定します。 シ

ステム定義のログ キー （システム データ） を使用するには、 125 を指

定します。

Get オペレーシ ョ ンの直後に NCC オプシ ョ ンを使用しない Update オ
ペレーシ ョ ンを実行する と き、 ト ランザクシ ョナル インターフェイス

では Get オペレーシ ョ ンで取得したものとまった く同じキー番号を渡

します。 そ う しないと、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでレ

コードは正常に更新されますが、 更新後に実行する最初の Get オペ

レーシ ョ ンでステータス  コード  7 が返されます。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○
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結果 Update オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェ イ スではフ ァ イル内に格納されているレコードがデータ  バッ

ファー内の新しい値を使って更新され、 キー値の変更を反映してインデッ

クスが調整されます。 また、指定したキーの値がキー バッファーに返され

ます。 NCC Update オペレーシ ョ ンでは、 キー バッファー パラ メーターの

値は更新されません。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、アプリ ケーシ ョ ンが更新する

レコードに単一レコード  ロ ッ クを設定している場合は、ロ ッ クが解除され

ます。 しかし、 複数レコード  ロ ッ クは Update オペレーシ ョ ンを実行して

も解除されません。

Update オペレーショ ンが正常に実行されなかった場合は、ト ランザクショ ナ

ル インターフェイスから次のステータス  コード のいずれかが返されます。

ポジシ ョ ニング Update オペレーシ ョ ンも  NCC Update オペレーシ ョ ンも、 物理カレンシー

には影響しません。

更新されたキーの値によってインデッ クス内のレコードが再配置される場

合は、 NCC オプシ ョ ンを使用しない Update オペレーシ ョ ンが論理カレン

シーに影響を与える こ とがあ り ます。 たとえば、 INTEGER キーの現在の

論理レコードがそのキーに対して 1 という値を持つ場合を考えてみまし ょ

う。これと同じキーについて、次の論理レコードは 2 という値を持ちます。

このと き  1 を 4 に更新する と、 次の論理レコードが変わり ます。 この例で

は、 Update オペレーシ ョ ンの実行後、次の論理レコードは 4 よ り も大きい

値を持つこ とにな り ます。

NCC Update オペレーシ ョ ンは論理カレンシーに影響しません。 つま り、

NCC Update オペレーシ ョ ンを実行したアプリ ケーシ ョ ンでは、ファ イル内

の論理位置は Update オペレーシ ョ ンを実行する前と変わらないとい う こ

とです。このよ うな状況で、NCC Update オペレーシ ョ ンに続けて、Get Next
（6）、Get Next Extended （36）、Get Previous （7）、および Get Previous Extended
（37） などのオペレーシ ョ ンを実行する と、 NCC Update オペレーシ ョ ン実

行以前のアプリ ケーシ ョ ンの論理カレンシーに基づく値が返されます。

5 レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があ り ます。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

10 キー フ ィールドは変更できません。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

80 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでレコード  レベルの矛盾が発生

しました。
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メ モ  ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは、 NCC Update オペ

レーシ ョ ンを実行しても、その結果と して何の情報もキー バッファー

には返されません。 したがって、 論理カレンシーの維持が必要なアプ

リ ケーシ ョ ンでは、 NCC Update オペレーシ ョ ン後にキー バッファー

の値を変更しないでください。 変更する と、 次の Get オペレーシ ョ ン

の結果は予測できないものになり ます。
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Update Chunk （53）

Update Chunk オペレーシ ョ ン （B_CHUNK_UPDATE） では、 レ コードの

1 つまたは複数の部分 （チャンク） の情報を変更できます。 また、 既存の

レコードに情報を追加してレコードを長く した り、 既存のレコードを指定

したオフセッ トで切り詰めるこ と もできます。

パラ メ ーター

前提条件 対象となるファ イルが開いているこ とが必要です。

ファ イルの現在の物理レコードまたは論理レコードを確立しておく こ

とが必要です。

メ モ  Extended オペレーシ ョ ンまたは Get Key オペレーシ ョ ン （+50）
でも必要な位置は確立しますが、 これらのオペレーシ ョ ンの直後に

Update Chunk オペレーシ ョ ンを発行するこ とはできません。 それは、

これらのオペレーシ ョ ンでは単独のレコードが返されないからです。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 53 を設定します。

2 レコードを含むファイルのポジシ ョ ン ブロッ クを渡します。

3 「詳細」 の説明に従って、 データ  バッファーを指定します。

4 データ  バッファー長に、データ  バッファーに格納するバイ ト数以上の

値を設定します。 データ  バッファー長の計算の詳細については、 「詳

細」 を参照して ください。

5 レコードの取得に使用したキー番号をキー番号パラ メーターに設定し

ます。 システム定義のログ キー （システム データ） を使用するには、

125 を指定します。

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ
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キー バッ
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キー番号

送り値 ○ ○ ○ ○ ○

戻り値 ○ ○
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詳細 データ  バッファーでは、次のチャンク  ディ スク リプターのいずれかを使用

します。

ランダム チャンク  ディ スク リプター - オペレーシ ョ ンに付き  1 つの

チャンクを更新するため、 またはチャンクがレコード全体にわたって

ランダムに配置されている と きに、 1 回のオペレーシ ョ ンで複数の

チャンクを更新するために使用します。

矩形チャンク  ディ スク リプター - 各チャンクの長さが同じで、 チャン

クがレコード内に等間隔に配置されている と きに、 1 回のオペレー

シ ョ ンで複数のチャンクを更新するために使用します。

切り捨てチャンク  ディ スク リプター - 指定されたオフセッ トでレコー

ドを切り捨てるために使用します。

ラ ンダム チャ ンク  ディ スク リ プタ ー構造体

次の例は、 ランダムに配置されている  3 つのチャンク （[*] がある部分） を

含むレコードを示しています。 チャンク  0 （バイ ト  0x12 から  0x16）、 チャ

ンク 1 （バイ ト  0x2A から  0x31）およびチャンク 2 （バイ ト  0x41 から  0x4E）
です。

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

10 11 [*] [*] [*] [*] [*] 17 18 19 1A 1B 1C 1D 1E 1F

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 [*] [*] [*] [*] [*] [*]

[*] [*] 32 33 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F

40 [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] [*] 4F
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ランダム チャンク  ディ スク リプターを定義するには、 次の表に基づいて

データ  バッファーに構造体を作成する必要があ り ます。

表 48  ラ ンダム チャ ン ク  デ ィ スク リ プ ター構造体

要素 長さ （バイト単位） 説明

サブファンクシ ョ ン 4 チャンク  ディ スク リプターの種類。次のいずれかを指定します。

0x80000000（直接ランダム チャンク  ディ スク リプター） - デー

タ  バッファーに直接格納されているチャンクを更新します。

先頭のチャ ン ク を更新するためのデータは、 データ  バッ

ファー内の最後のチャンク定義 （チャンク  n） の直後に格納

します。 また、 2 番目のチャンク  データは先頭のチャンク

データの直後に、 と順次格納します。

0x80000001（間接ランダム チャンク  ディ スク リプター） - チャ

ンク定義で指定されたアドレスにあるデータを基にチャンク

を更新します。

チャンク数 4 更新するチャンク数。この値は少なく と も  1 であるこ とが必要で

す。 明確な最大値はあ り ませんが、 チャンク  ディ スク リプター

はデータ  バッファーに収まらなければなり ません。 データ  バッ

ファーのサイズは、 表 18 の説明のとおり制限されています。

チャンク定義

（各チャン クについ

て繰り返す）

12 （32 ビッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

16 （64 ビッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

各チャンク定義は、以下に示すよ うに、4 バイ トのチャンク  オフ

セッ ト 、 それに続く  4 バイ トのチャンク長、 さ らに 32 ビッ ト  ア
プリ ケーシ ョ ンの場合は 4 バイ トのユーザー データ、 または 64
ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの場合は 8 バイ トのユーザー データか

ら構成されます。

チャンク  オフセッ ト  - チャンクの開始地点を、 レコードの先

頭からのオフセッ ト （バイ ト単位） で示します。 最小値は 0、
最大値はレコードの末尾のバイ トのオフセッ ト  + 1 です。

チャンク長 - チャンク内のバイ ト数を示します。 最小値は 0、
最大値は 65,535 です。 ただし、 チャンク定義はデータ  バッ

ファーに収まらなければなり ません。データ  バッファーのサ

イズは、 表 18 の説明のとおり制限されています。

ユーザー データ  - （間接ディ スク リプターでのみ使用しま

す。 ） 32 ビッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 実際のチャンク

データへの 32 ビッ ト  ポインターです。 64 ビッ ト  アプリ ケー

シ ョ ンの場合、 実際のチャンク  データへの 64 ビッ ト  ポイン

ターです。 使用すべき形式は、 オペレーティング システムに

よって異な り ます。 1 直接チャンク  ディ スク リプターのサブ

ファンクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スではこの要素は無視されます。

1 DOS アプリ ケーシ ョ ンの場合、ユーザー データは 16 ビッ ト  オフセッ トおよび 16 ビッ ト  セグメン ト と して

初期化してください。 ユーザー データでは、 そのセグメン トの最後を越えてメモ リ をアドレス指定するこ と

はできません。 チャンク長をユーザー データのオフセッ ト部分に加算したと き、 その結果は、 ユーザー デー

タによって定義されるセグメン トの範囲内でなければなり ません。 デフォルトで、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスではこの規則に対する違反はチェッ ク されず、 このよ う な違反は適切に処理されません。
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次の表は、 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン用の直接ランダム チャンク  ディ ス

ク リプター構造体の例を示しています。

要素 サンプル値 長さ （バイト単位）

サブファンクシ ョ ン 0x8000000 4

チャンク数 3 4

チャ ン ク  0

チャンク  オフセッ ト 0x12 4

チャンク長 0x05 4

ユーザー データ 適用外 4

チャ ン ク  1

チャンク  オフセッ ト 0x2A 4

チャンク長 0x08 4

ユーザー データ 適用外 4

チャ ン ク  2

チャンク  オフセッ ト 0x41 4

チャンク長 0x0E 4

ユーザー データ 適用外 4

チャンク  0 用データ 適用外 5

チャンク  1 用データ 適用外 8

チャンク  2 用データ 適用外 14
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矩形チャ ンク  ディ スク リ プタ ー構造体

同じ長さのチャンクがレコード全体にわたって等間隔に配置されている場

合は、矩形チャンク  ディ スク リプターを使って、更新するすべてのチャン

クを記述するこ とができます。 たとえば、 次のよ うな図を考えてみまし ょ

う。この図は、レコード内のオフセッ ト  0x00 から  0x4F までを表しています。

このレコードには 3 つのチャンク （[*] がある部分） が含まれています。

チャンク  0 （バイ ト  0x19 から  0x1C）、チャンク 1 （バイ ト  0x29 から  0x2C）、
およびチャンク 2 （バイ ト 0x39 から  0x3C） です。各チャンクはどれも  4 バ

イ トの長さで、 チャンク同士は、 各チャンクの先頭から計算する と、 いず

れも合計 16 （0x10） バイ トずつ離れています。

1 つの矩形ディ スク リプターを使って、3 つのチャンクをすべて更新できま

す。 矩形チャンクを更新するには、 表 49 に基づいてデータ  バッファーに

構造体を作成する必要があ り ます。

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

10 11 12 13 14 15 16 17 18 [*] [*] [*] [*] 1D 1E 1F

20 21 22 23 24 25 26 27 28 [*] [*] [*] [*] 2D 2E 2F

30 31 32 33 34 35 36 37 38 [*] [*] [*] [*] 3D 3E 3F

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F

表 49  矩形チャ ン ク  デ ィ スク リ プ ター構造体

要素 長さ （バイト単位） 説明

サブファンクシ ョ ン 4 チャンク  ディ スク リプターの種類。次のいずれかを指定します。

0x80000002 （直接矩形チャンク  ディ スク リプター） - データ

バッファーに直接格納されているチャンクを更新します。 先

頭のチャンクを更新するためのデータは、データ  バッファー

内の最後のチャンク定義 （チャンク  n） の直後に格納します。

また、 2 番目のチャンク  データは先頭のチャンク  データの直

後に、 と順次格納します。

0x80000003（間接矩形チャンク  ディ スク リプター） - チャンク

定義で指定されたアドレスにあるデータを基にチャンクを更

新します。

行数 4 矩形チャンク  ディ ス ク リ プターの操作対象とするチャンク数。

最小値は 1 です。 明確な最大値はあ り ません。

位置 （オフセッ ト ） 4 更新する最初のバイ トの、レコードの先頭からのオフセッ ト 。最

小値は 0、 最大値はレコードの末尾のバイ トのオフセッ ト  + 1 で
す。 レコードが 1 つの矩形と して表される場合、 この要素は、更

新される先頭行にある先頭バイ トのオフセッ ト を指します。
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矩形がメモ リ内にある と き、 各行の間隔がレコード と して格納されている

と き と同じバイ ト数になる場合は、 アプリ ケーシ ョ ンの行間隔に行間隔と

同じ値を設定します。 しかし、 矩形がアプリ ケーシ ョ ンのメモ リ内で再配

置され、 行の間隔が何バイ トか増減する場合は、 アプリ ケーシ ョ ンの行間

隔によ り、その情報を ト ランザクシ ョナル インターフェイスに渡すこ とが

できます。

間接矩形ディ ス ク リプターを使用する と きは、 ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイスはユーザー データ要素およびアプ リ ケーシ ョ ンの行間隔要

素を使って、 更新のためにデータを読み取る場所を決定します。 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスでは先頭行のデータはユーザー データのオ

フセッ ト  0 から読み取られます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで

は 2 行目のデータは、ユーザー データ  + アプリ ケーシ ョ ンの行間隔で指定

されるアドレスから読み取られます。 ト ランザクシ ョナル インターフェイ

スでは 3 行目のデータは、 ユーザー データ  + ( アプリ ケーシ ョ ンの行間隔

* 2) で指定されるアドレスから読み取られ、 以下同様です。

行のバイ ト数 4 各チャンクで更新するバイ ト数。最小値は 0、最大値は 65,535 で
す。 ただし、 チャンク定義はデータ  バッファーに収まらなけれ

ばなり ません。 データ  バッファーのサイズは、 表 18 の説明のと

おり制限されています。

行間隔 4 チャンクの先頭から次のチャンクの先頭までのバイ ト数。

ユーザー データ 4 （32 ビ ッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

8 （64 ビ ッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ン用）

（間接ディ ス ク リ プターでのみ使用します。 ） 32 ビッ ト  アプ リ

ケーシ ョ ンの場合、実際のチャンク  データへの 32 ビッ ト  ポイン

ターです。 64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンの場合、 実際のチャンク

データへの 64 ビッ ト  ポインターです。 使用すべき形式は、 オペ

レーティング システムによって異なり ます。1 直接矩形ディ スク

リプターの場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではこ

の要素は無視されます。 ただしそれでも、 この要素を割り当て、

0 に初期化しておく必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン

の行間隔

4 （間接矩形ディ スク リプターでのみ使用します。 ） 矩形がアプ リ

ケーシ ョ ンのメモ リ （つま り、 ユーザー データで指定したアド

レス） に格納される と きの、 矩形内のチャンクの先頭から次の

チャンクの先頭までのバイ ト数。直接矩形ディ スク リプターの場

合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではこの要素は無視

されます。 ただしそれでも、 この要素を割り当て、 0 に初期化し

ておく必要があ り ます。

1 DOS アプリ ケーシ ョ ンの場合、ユーザー データは 16 ビッ ト  オフセッ ト とそれに続く  16 ビッ ト  セグメン ト

で表して ください。

表 49  矩形チャ ン ク  デ ィ スク リ プ ター構造体

要素 長さ （バイト単位） 説明
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次の表は、 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン用の直接矩形チャンク  ディ スク リ

プター構造体の例を示しています。

切り 捨てディ スク リ プタ ー構造体

切り捨てディ スク リプターを使う と、 指定したオフセッ トでレコードを切

り捨てるこ とができます。この種類のチャンク  ディ スク リプターを使用す

るには、次の表に基づいてデータ  バッファーに構造体を作成する必要があ

り ます。

要素名 サンプル値 長さ （バイト単位）

サブファンクシ ョ ン 0x80000002 4

行数 3 4

位置 （オフセッ ト ） 0x19 4

行のバイ ト数 0x04 4

行間隔 0x10 4

ユーザー データ 0 4

アプリ ケーシ ョ ンの行間隔 0 4

データ （行 0） 適用外 4

データ （行 1） 適用外 4

データ （行 2） 適用外 4

表 50  切り捨てデ ィ スク リ プ ター構造体

要素 長さ （バ

イト単位）

説明

サブファンク

ション

4 チャンク  ディ ス ク リ プターの種類。 0x80000004 を
指定します。

チャンク オフ

セット

4 切り捨てを開始する位置の、 レコード内でのバイ ト

オフセッ ト 。 指定したバイ ト と、 それ以降のバイ ト

がすべて削除されます。最小値は 4、最大値はレコー

ドの末尾のバイ トのオフセッ トです。
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ネク スト イ ンレコ ード  サブフ ァ ンク ショ ン  バイ アス

これまでに述べたサブファンクシ ョ ンの値にバイアス  0x40000000 を加算

する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではレコード内の物理カレ

ンシー （つま り、 レコード内の現在の物理位置） に基づいてサブファンク

シ ョ ンのオフセッ ト要素の値が算出されます。ネクス ト インレコード  サブ

ファンクシ ョ ンを使用する場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスで

はチャンク  ディ スク リプターのオフセッ ト要素は無視されます。

このバイアスをランダム チャンク  ディ スク リプターと組み合わせて使用

し、 1 回のオペレーシ ョ ンで複数のチャンクを更新する場合、 ト ランザク

シ ョナル インターフェイスでは前のチャンクの長さに前のチャンクのオ

フセッ トが加算され、 先頭のチャンクを除くすべてのチャンクに対するオ

フセッ トが自動的に計算されます。つま り、 ネクス ト インレコード  バイア

スは、 オペレーシ ョ ンの対象となるすべてのチャンクに適用される という

こ とです。

追加サブフ ァ ンク ショ ン  バイ アス

バイアス  0x20000000 をランダム チャンク  ディ スク リプターのサブファン

クシ ョ ンまたは矩形チャンク  ディ ス ク リプターのサブファンクシ ョ ンの

値に加算する と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではそのサブファ

ンクシ ョ ンのオフセッ ト要素の値がレコードの末尾の次のバイ ト となるよ

うに計算されます。

メ モ  このバイアスは、 ネクス ト インレコード  バイアスまたは切り捨

てサブファンクシ ョ ンと共に使用しないでください。

ト ランザクシ ョナル インターフェイスで、このバイアスをランダム  チャン

ク  ディ スク リプターと組み合わせて使用し、 1 回のオペレーシ ョ ンで複数

のチャンクを更新する場合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは前

のチャンクの追加後のレコードの長さに基づいて、 先頭のチャンクを除く

すべてのチャンクに対するオフセッ トが自動的に計算されます。

結果 Update Chunk オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合、 ト ランザクシ ョナル

インターフェイスではデータ  バッファーのチャンク  ディ スク リプター部

分でチャンク と して識別されたレコードの部分が更新されます。 チャンク

を更新するための新しいデータは、直接チャンク  ディ スク リプターのサブ

ファンクシ ョ ンを使用した場合はチャンク  ディ スク リプター自体に、間接

チャンク  ディ ス ク リ プターのサブファンクシ ョ ンを使用した場合は、 各

チャンクのユーザー データ要素の 32 ビッ ト  ポインターで指定されたメモ

リ  アドレスに格納されています。Update Chunk オペレーシ ョ ンが完了する

と、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではキー値の変更を反映して
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キー インデッ ク スが調整され、 必要に応じてキー バッ ファー パラ メー

ターが更新されます。

さ らに、アプリ ケーシ ョ ンが更新するレコードに単一レコード  ロ ッ クを設

定している場合は、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスではロ ッ クが解

除されます。 しかし、 複数レコード  ロ ッ クは Update Chunk オペレーシ ョ

ンを実行しても解除されません。

Update Chunk オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合は、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスから次のステータス  コードのいずれかが返

されます。

ポジシ ョ ニング Update Chunk オペレーシ ョ ンを実行しても、 物理カレンシーおよび現在の

論理レコードは変わり ません。

メ モ  Get オペレーシ ョ ンに続けて Update Chunk オペレーシ ョ ンを実

行する場合は、 直前の Get オペレーシ ョ ンで指定したキー番号と異な

る値を Update Chunk オペレーシ ョ ンに渡さないでください。 異なる

キー番号を渡すと、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスによって確

立されるポジシ ョ ニングが予測できないものになり ます。

5 レコードのキー フ ィールドに重複するキー値があ り ます。

8 現在のポジシ ョ ンが不正です。

10 キー フ ィールドは変更できません。

22 データ  バッファー パラ メーターが短すぎます。

58 圧縮バッファー長が短すぎます。

62 ディ スク リプターが不正です。

80 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでレコード  レベルの矛盾が発生

しました。

97 データ  バッファーが小さすぎます。

103 チャンク  オフセッ トが大きすぎます。

106 ト ランザクシ ョナル インターフェイスは、 Get Next Chunk オペレーシ ョ

ンを実行できません。
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Version （26）

ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 Version オペレーシ ョ ン

（B_VERSION） では、 ローカルの ト ランザクシ ョナル インターフェイスの

バージ ョ ンおよび、 適用可能であれば、 リ クエスターのバージ ョ ンが返さ

れます。 また、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンがサーバー上のファイルを

開いていたり、 キー バッファーにサーバー ファ イル パス名を指定してい

る と、そのサーバー上で実行されている ト ランザクシ ョナル インターフェ

イスのバージ ョ ンも返されます。サーバーベース  アプリ ケーシ ョ ンの場合

は、サーバーベース  ト ランザクシ ョナル インターフェイスのバージ ョ ンお

よびリ ビジ ョ ン番号が返されます。

パラ メ ーター

前提条件 Version オペレーシ ョ ンを発行するには、 ト ランザクシ ョ ナル インター

フェイスまたはリ クエスターのどちらかがロード されているこ とが必要で

す。

手順 1 オペレーシ ョ ン コードに 26 を設定します。

2 データ  バッファー長に少なく と も  15 を設定します （詳細については、

表 51 を参照してください）。

3 サーバーベース  ト ランザクシ ョナル インターフェイスのバージ ョ ン

番号を取得するには、 そのサーバー上で開いているファイルの有効な

ポジシ ョ ン ブロ ッ クを指定するか、キー バッファーに有効なパス名を

指定する必要があ り ます。

結果 ワークステーシ ョ ン ト ランザクシ ョナル インターフェイス と ク ラ イアン

ト  リ クエス ターの両方にア クセスでき る よ う に環境設定されてお り、

Version オペレーシ ョ ンが正常に終了した場合は、 ワークステーシ ョ ン  ト
ランザクシ ョナル インターフェイス、ク ライアン ト  リ クエスター、および

サーバーベース  ト ランザクシ ョナル インターフェイスのバージ ョ ン情報

が返されます。

この場合、 15 バイ トのデータ  バッファーとデータ  バッファー長を指定し

てください。

ク ライアン ト  リ クエスターと ワークステーシ ョ ン ト ランザクシ ョナル イ
ンターフェイスの両方がロード されており、 データ  バッファーとデータ

オペレーション 
コード

ポジション 
ブロック

データ 
バッファー

データ バッ

ファー長

キー バッ

ファー

キー番号

送り値 ○ ○

戻り値 ○ ○
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バッファー長に 5 バイ ト しか指定していないと、 ク ラ イアン ト  リ クエス

ターのバージ ョ ン情報だけが返されます。

10 バイ ト しか指定してしない場合は、ク ライアン ト  リ クエスターと ローカ

ル ワークステーシ ョ ン エンジンが返されます。

データ  バッファーとデータ  バッファー長に 15 バイ ト を指定した場合は、

ク ライアン ト  リ クエスター、 ローカル ワークステーシ ョ ン エンジン、 お

よびサーバー エンジン （適用可能な場合） が返されます。

データ  バッファーには、 表 51 の形式に従って、 Version オペレーシ ョ ンか

ら ト ランザクシ ョナル インターフェイスまたはリ クエスターごとに 5 バ
イ ト のバージ ョ ン ブロ ッ クが返されます。 各ブロ ッ クの 5 バイ ト目によ

り、それぞれのト ランザクシ ョナル インターフェイスまたはリ クエスター

を識別できます。

たとえば、 Pervasive.SQL v8.10 for Windows を実行している場合は、データ

バッファーに次のよ うな 16 進の値が返されます。

08 00 0A 00 54

これらの値を 10 進に変換する と、バージ ョ ン番号は 8 で、 リ ビジ ョ ン番号

は 10 になり ます。Version オペレーシ ョ ンが正常に実行されなかった場合、

ト ランザクシ ョナル インターフェイスからは 0 以外のステータス  コード

が返されます。

ポジシ ョ ニング Version オペレーシ ョ ンは、 ポジシ ョニングにまったく影響しません。

表 51  バージ ョ ン ブロ ッ ク

要素 長さ （バ

イト単位）

説明 

バージ ョ ン番号 2 Pervasive PSQL のバージ ョ ン番号。

リ ビジ ョ ン番号 2 Pervasive PSQL のリ ビジ ョ ン番号。

リ クエス ターま

たはエンジンの

種類

1 エンジンまたはリ クエスターの種類は、次のいず

れかになり ます。

9 （0x39） はワークグループ データベース  エ
ンジン、 またはワークグループの認証モード

を使用している  Linux データベース  サーバー

D （0x44） は DOS ワークステーシ ョ ン

N （0x4E） はク ライアン ト  リ クエスター

T （0x54） は Windows サーバー エンジン

U （0x55） は PAM または BTPASSWD 認証を

使用している  Linux サーバー
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A
Btrieve オペレーシ ョ ンの
ク ィ ッ ク  リ フ ァ レンス
本付録では、 オペレーシ ョ ン コードの番号順に Btrieve API オペレーシ ョ

ンを要約します。

Btrieve API オペレーシ ョ ン一覧
.

表 52  Btrieve API オペレーシ ョ ンのク ィ ッ ク  リ フ ァ レンス

オペレーシ ョ ン コー ド 定数 説明

Open 0 B_OPEN ファ イルをアクセス可能な状態にします。

Close 1 B_CLOSE フ ァ イルをア クセス可能な状態から解放し ま

す。

Insert 2 B_INSERT ファ イルに新しいレコードを挿入します。

Update 3 B_UPDATE 現在のレコードを更新します。

Delete 4 B_DELETE ファ イルから現在のレコードを削除します。

Get Equal 5 B_GET_EQUAL 指定されたキー値に等しいキー値を持つレコー

ドを返します。

Get Next 6 B_GET_NEXT インデッ クス  パスで現在のレコードの次にある

レコードを返します。

Get Previous 7 B_GET_PREVIOUS インデッ クス  パスで現在のレコードの前にある

レコードを返します。

Get Greater Than 8 B_GET_GT 指定されたキー値よ り 大きいキー値を持つレ

コードを返します。

Get Greater Than or 
Equal

9 B_GET_GE 指定されたキー値よ り大きいまたは等しいキー

値を持つレコードを返します。

Get Less Than 10 B_GET_LT 指定されたキー値よ り 小さいキー値を持つレ

コードを返します。

Get Less Than or Equal 11 B_GET_LE 指定されたキー値よ り小さいまたは等しいキー

値を持つレコードを返します。
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Get First 12 B_GET_FIRST 指定されたインデッ クス  パスの先頭のレコード

を返します。

Get Last 13 B_GET_LAST 指定されたインデッ クス  パスの末尾のレコード

を返します。

Create 14 B_CREATE 指定された特性を持つファイルを作成します。

Stat 15 B_STAT ファ イルおよびインデッ クスの特性とレコード

の数を返します。

Extend 16 B_EXTEND データ  ファ イルを 2 つ以上の論理ディ スク  ド ラ

イ ブに分割し ます。 こ のオペレーシ ョ ンは、

Btrieve 6.0 以降ではサポート されません。

Set Directory 17 B_SET_DIR 現在のディ レク ト リ を指定されたパス名に設定

します。

Get Directory 18 B_GET_DIR 指定された論理ディ スク  ド ライブの現在のディ

レク ト リ を返します。

Begin Transaction 19
1019

B_BEGIN_TRAN 論理的に関連している一連のオペレーシ ョ ンの

開始を指定します。オペレーシ ョ ン 19 は排他ト

ランザクシ ョ ンを開始します。 オペレーシ ョ ン

1019 は並行ト ランザクシ ョ ンを開始します。

End Transaction 20 B_END_TRAN 論理的に関連している一連のオペレーシ ョ ンの

終了を指定します。

Abort Transaction 21 B_ABORT_TRAN 完了しなかった ト ランザクシ ョ ン中に実行され

たオペレーシ ョ ンを取り消します。

Get Position 22 B_GET_POSITION 現在のレコードの位置を返します。

Get Direct/Chunk 23 B_GET_DIRECT 指定さ れた位置にあ る レ コー ド の指定部分

（チャンク） からデータを返します。

Get Direct/Record 23 B_GET_DIRECT 指定された位置にあるレコードを返します。

Step Next 24 B_STEP_NEXT 物理的に現在のレコードの次にあるレコードを

返します。

Stop 25 B_STOP ワーク ステーシ ョ ン ト ランザクシ ョ ナル イン

ターフェイスを終了します （サーバー ベースの

ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは使用

できません）。

Version 26 B_VERSION ト ラ ンザクシ ョ ナル インターフェ イ スのバー

ジ ョ ン番号を返します。

表 52  Btrieve API オペレーシ ョ ンのク ィ ッ ク  リ フ ァ レンス

オペレーシ ョ ン コー ド 定数 説明
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Unlock 27 B_UNLOCK レコードのロ ッ クを解除します。

Reset 28 B_RESET ク ラ イアン トによって保持されているすべての

リ ソースを解放します。

Set Owner 29 B_SET_OWNER ファ イルにオーナー ネームを割り当てます。

Clear Owner 30 B_CLEAR_OWNER ファ イルからオーナー ネームを削除します。

Create Index 31 B_BUILD_INDEX インデッ クスを作成します。

Drop Index 32 B_DROP_INDEX インデッ クスを削除します。

Step First 33 B_STEP_FIRST ファ イル内で物理的な先頭位置にあるレコード

を返します。

Step Last 34 B_STEP_LAST ファ イル内で物理的な末尾位置にあるレコード

を返します。

Step Previous 35 B_STEP_PREVIOUS 物理的に現在のレコードの前にあるレコードを

返します。

Get Next Extended 36 B_GET_NEXT_EXTE
NDED

インデッ クス  パスで現在のレコードの次にある

1 つまたは複数のレコードを返します。 フ ィル

ター条件を適用できます。

Get Previous Extended 37 B_GET_PREV_EXTEN
DED

インデッ クス  パスで現在のレコードの前にある

1 つまたは複数のレコードを返します。 フ ィル

ター条件を適用できます。

Step Next Extended 38 B_STEP_NEXT_EXT 物理的に現在のレコードの次の位置から  1 つま

たは複数の連続するレコードを返します。 フ ィ

ルター条件を適用できます。

Step Previous Extended 39 B_STEP_PREVIOUS_
EXT

物理的に現在のレコードの前の位置から  1 つま

たは複数の連続するレコードを返します。 フ ィ

ルター条件を適用できます。

Insert Extended 40 B_EXT_INSERT ファ イルに 1 つまたは複数のレコードを挿入し

ます。

Continuous Operation 42 B_CONTINUOUS アクティブな ト ランザクシ ョナル インターフェ

イス  ファ イルを閉じずに、システム バッ クアッ

プを実行できるよ うにします。

Get By Percentage 44 B_SEEK_PERCENT 指定されたパーセンテージ値によって示される

位置の最も近くにあるレコードを返します。

Find Percentage 45 B_GET_PERCENT ファ イル内における現在のレコード位置に基づ

いたパーセンテージ値を返します。

表 52  Btrieve API オペレーシ ョ ンのク ィ ッ ク  リ フ ァ レンス

オペレーシ ョ ン コー ド 定数 説明
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Get Key +50 KEY_BIAS 実際のレコードを返すこ とな く、 ファ イル内に

特定のキー値が存在するかど う かを検出し ま

す。

Update Chunk 53 B_CHUNK_UPDATE 現在のレコードの指定された部分（チャンク）を

更新します。 このオペレーシ ョ ンでは、 レコー

ドにデータを追加した り、 レコードを切り詰め

るこ と もできます。

Stat Extended 65 B_EXTENDED_STAT 拡張ファ イルの構成要素のパス とファ イル名を

返し、 ファ イルがシステム定義のログ キーを使

用しているかど うかを報告します。

単一レ コード のウ ェ

イ ト  ロ ッ ク

+100 S_WAIT_LOCK 一度に 1 つのレコードだけをロ ッ ク します。 レ

コードが既にロ ッ ク されている場合、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスではオペレーシ ョ

ンが再試行されます。

単一レ コード の ノー

ウェイ ト  ロ ッ ク

+200 S_NOWAIT_LOCK 一度に 1 つのレコードだけをロ ッ ク します。 レ

コードが既にロ ッ ク されている場合、 ト ランザ

ク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スからエラー ス
テータス  コードが返されます。

複数レ コード のウ ェ

イ ト  ロ ッ ク

+300 M_WAIT_LOCK 同一ファ イルの複数のレコードを並行的にロ ッ

ク します。 レコードが既にロ ッ ク されている場

合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスでは

オペレーシ ョ ンが再試行されます。

複数レ コード の ノー

ウェイ ト  ロ ッ ク

+400 M_NOWAIT_LOCK 同一ファ イルの複数のレコードを並行的にロ ッ

ク します。 レコードが既にロ ッ ク されている場

合、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスから

エラー ステータス  コードが返されます。

ノーウ ェ イ ト  ページ

ロ ッ ク

+500 NOWRITE_WAIT 並行 ト ラ ンザク シ ョ ンで、 変更し よ う と した

ページがアクテ ィブな別の並行ト ランザクシ ョ

ンによって既に変更されている場合、 ト ランザ

クシ ョナル インターフェイスにウェイ ト しない

よ うに指示します。このバイアスは、どのレコー

ド  ロ ッ ク  バイアス （+100、 +200、 +300、 +400）
とでも組み合わせるこ とができます。

表 52  Btrieve API オペレーシ ョ ンのク ィ ッ ク  リ フ ァ レンス
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